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    　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの「異能バトルストーリー」は現在、第三部の真っ最中である。


    　第一部にて、龍牙の妹・火乃森杏きよう花かを器として復活した【魔神】コントンを。


    　第二部にて、龍牙の親友・小こ林ばやし一いち郎ろうを器として復活した【魔神】トウテツを。


    　激闘の末、見事に討ち果たした龍牙とその仲間たち。そこまでは結構サクサクと進んだのだが……最近は少し展開が滞とどこおっている。


    　というのも、次なる敵・【魔神】キュウキが、なかなか表舞台に姿を現さないからだ。


    　しかも奴やつは、この俺──小林一郎に「君がこのまま脇わき役でいることは難しい」「もう主人公の座を奪っちゃいなよ。火乃森龍牙から」などという勧告までよこしてきたのだ。


    　俺はそのことに、大きく動揺している。敵にメタ視点の奴がいるなんて想定外だった。


    （キュウキめ……一体どういうつもりなんだ？　主人公の途中交代が、どれだけリスキーな行為か分かってるのか？）


    　たとえ正体が女の子であっても、龍牙はこれまで立派に「主人公」を務め上げてきた。


    　そんな彼女を差し置いて、友人キャラがその座を簒さん奪だつするなど言ごん語ご道どう断だん。名探偵に代わって犯人を追い詰める光みつ彦ひこを、誰が見たいというのか。


    　それは小林一郎という存在の全否定にも繋つながる。俺はこれからも友人キャラを全うしてみせる。そうするべきだ。だろ？　光彦。


    （とにかく一度、何とかしてキュウキと接触するしかねえ）


    「あ……んっ」


    （あいつがこの世界を『物語』だと認識しているなら、対話の余地はあるはずだ。自分が最後には倒される敵キャラだと、キュウキは自覚してるってことだから）


    「やん、そこっ……」


    （問題は、こちら側からのアプローチ手段がないということ。どうにかして連絡をつけられないものか……）


    「ああっ、らめえぇぇ～」


    　保健室の丸椅い子すに座りながら、俺は腕と足を組んで思案に耽ふける。


    　横手にあるベッドから聞こえる、やたら艶なまめかしい嬌きよう声せいをＢＧＭに。


    （ただし、俺が抱えている問題はキュウキのことだけじゃない）


    「呪ジユ理リ、もう許して……このまま続けたら私……」


    「コラ。学校では蛇へび塚づか先生って呼ばないとダメでしょ？　そういう子にはお仕置きです」


    （俺はここのところ、立て続けに蒼あおヶが崎さきさんとエルミーラさんのメインエピソードに巻き込まれてきた）


    「ああっ、それいいっ。気持ちいい！」


    「フフフ。貴女あなたって、結局はそうなっちゃうのよね。ダメダメと言いながら、本当は大好きなのよね？　こういうコトが」


    （この流れで、雪ゆき宮みやさんのエピソードだけスルーされるなんてコトがあるだろうか？　そんなキャラ差別があるだろうか？　……あり得ない。間違いなく来るはず、雪宮汐しお莉りの当番回が。だろ？　光みつ彦ひこ）


    「悔くやしい……でも気持ちいい……こんな気持ちいいの、我慢できるわけない……」


    「それでいいのよ。さあ、仕上げよっ」


    （雪宮さんはヒロイン候補の中で、最も王道属性を持った少女だ。俺は今でも、彼女をヒロインズの中核だと思っている。雪宮さんだけにスポットが当たらないなんて、俺は信じない。それは光彦だって同意見のはず。元げん太ただって同意見の──）


    「はああぁぁぁ～ん！　どうにかなっちゃうぅぅぅ～！」


    「うるせえよ主人公！　気が散るだろ！」


    　延々とサービスボイスをあげ続ける火ひ乃の森もり龍りゆう牙がに、俺はとうとう突っ込んでしまった。


    　憤然と椅い子すを立ち、ベッドを仕切っているカーテンを開ける。そこには果たして、蛇へび塚づか先生のマッサージを受けている男装少女の姿があった。


    「あら、ダメですよ一いち郎ろう様。いきなり女子の花園に踏み込んできては」


    　俺を咎とがめつつ、肘ひじで患者の背中をグリグリしている蛇塚先生。


    　そのたびに龍牙が「あっ、あっ」とビクンビクン反応する。表情がトロケていた。


    「一郎……凄すごいの……呪ジユ理リのテクニック、凄いの……」


    「そういうのは薄い本でやれ！」


    　主人公と敵幹部のクセに、馴なれ合うにも程がある。分かっているのかお前たち。そのネタ、すでに二回目だぞ！


    「リューガ。小言は言いたくないんだが、最近のお前はポンコツ化が加速している。ここは学校の保健室なんだぞ？」


    「でも呪理のお陰で、最近は体が軽いんだよね。戦いに備えてのコンディション調整だって大事でしょ？」


    　呑のん気きに笑いつつ、制服ブレザーに袖そでを通す龍牙。言ってる傍そばから足が内うち股またになっていた。


    　──シズマ騒動が終幕し、すでに一週間。


    　暦は十月、季節はすっかり秋となった。


    　我が央おう明めい高校も、数週間後に開催される文化祭に向けてドタバタとしている。ウチのクラスはメイド喫茶をやる予定だ。


    「全く……ところでリューガ。杏きよう花かちゃんの具合は、その後どうだ？」


    「うん。コントンが引っ越してから、嘘うそみたいに元気になったよ。もう学校にも行ってる」


    　それは何よりだが、俺としては笑ってもいられない。


    　……今の俺は【魔神】トウテツに加えて、新たに【魔神】コントンの宿主にもなってしまった。単なる友人キャラのくせに、まさかの【魔神】二体持ちとなっているのだ。


    　杏きよう花かちゃんの命を救うためだったとはいえ、とんだ誤算だった。俺はいつから【魔神】回収業者になったのだろうか。


    「一度ちゃんと一いち郎ろうに謝りたいって言ってたよ。近くウチに来てくれる？」


    「ああ。コントンのオッサンも、『杏花たんに会わせろ』って毎日うるさいからな」


    　思わず溜ため息いきをついてしまうと、何な故ぜか龍りゆう牙がもまた溜息を重ねてきた。


    「杏花のことよりさ、今は汐しお莉りの方が気がかりなんだよね」


    「え？」


    　唐突に雪ゆき宮みやさんの名が出たので、俺はつい過剰に反応する。何だ？　『祝命の巫み女こ』さんがどうした？


    「一郎、知ってる？　汐莉って今日、学校を休んでるんだ」


    　そうだったのか。確か二日前も休んでいたはずだ。風か邪ぜだろうか。それとも……。


    「昨日会ったときも、何だか顔色が悪かったし。ちょっと心配なんだ」


    　俺もすこぶる心配だ。まさかそれは、前振りではないのか。彼女が騒動を巻き起こす予兆ではないのか。


    （お見合い騒動、赤ちゃん騒動と続いて、次は何が来るんだ？）


    　雪宮グループが破産するとか？　タレントデビューするとか？　もしくは謎なぞの組織によって小学生にされるとか？


    　いずれにせよ、警戒を怠おこたるべきじゃない……そう気を引き締めたところ、今度はキングコブラ使徒が溜息をついてきた。


    「雪宮汐莉って、まだ私が養護教諭であることに納得がいってないようですね。何が気に入らないのかしら」


    　そうボヤいて、腕を組む呪ジユ理リ。すると豊満なＩカップがムニリと持ち上がった。


    　……『祝命の巫女』が最も気に入らないのは、その爆乳だと思う。大企業の令嬢たる雪宮さんが、唯ゆい一いつ持たないもの──それはお胸と、料理センスくらいなのだから。


    「それじゃ帰ろっか一郎。呪理、また来週お願いするね」


    　嘆かわしくもマッサージ予約を入れた龍牙と共に、俺は保健室を後にした。


    　どうか雪宮さんのエピソードに巻き込まれませんように……巻き込まれるとすれば、龍牙でありますように……そう祈りながら。

  


  
    第一章　雪ゆき宮みやさんの長い前振り
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    　二年Ｃ組、雪宮汐しお莉り。


    　我が央おう明めい高校において、彼女のことを知らない生徒はまずいないだろう。


    　容姿端麗、品行方正、成績優秀、おまけに世界的な大企業・雪宮グループの会長令嬢……ベタ過ぎるほどのパーフェクト設定を持った、学園のアイドル。それが雪宮汐莉だ。


    　そして彼女には、一般生徒たちの知らない裏の顔がある。


    　主人公・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの仲間キャラたる四し神じん。そのうちの【白びやつ虎こ】を担当する、治ち癒ゆの異能力に特化した『祝命の巫み女こ』──それが雪宮汐莉の正体なのだ。


    （思えば雪宮さんは、真っ先にメインエピソードがあってもおかしくない存在だった。確かリューガの仲間になったのも、一番早いと聞いてるし……後回しになっちゃった理由は、やっぱり性格が控えめだからかな？）


    　王道の正統派ヒロインは、得てして他の仲間キャラたちに食われてしまうことがある。


    　こういう物語では仕方のないことなのだが、あとから仲間に加わった者の方が濃いキャラをしている傾向があるからだ。


    　それは四神メンバーも例外じゃない。【青せい龍りゆう】の蒼あおヶが崎さき怜れい、【朱す雀ざく】のエルミーラ＝マッカートニー、【玄げん武ぶ】の黒くろ亀がめ里り菜な……仲間に加わった順番を見ていくと、新参ほどキャラクターが濃くなっている。おかしな人になっている。


    　最初の仲間だっただけに、そしてオーソドックスなヒロインなだけに、雪宮さんは割を食っているのだ。俺はそれを常々、気の毒に思っていた。


    （俺が巻き込まれるのは困るが、雪宮さんのメインエピソード自体は歓迎すべきことだ。ここで彼女も一度、存在感をバッチリ示しておくべきだ）


    　ただし、俺は決して関わらない。三度も同じ轍てつを踏むわけにはいかない。


    　そのためにも、少し情報収集をしておくか……そう考えた俺は、龍牙と別れたのちに自宅へ向けていた足を、蒼ヶ崎さんの剣術道場へと方向転換させた。


    　まずは他の四神メンバーたちに、ここ最近の雪宮さんの様子を訊きいてみよう。


    　何か変わったことはなかったか。意味深なセリフを言っていなかったか。見知らぬキャラと絡んでいなかったか……それが判明するだけでも収穫だ。


    （まあ、単なる風か邪ぜに越したことはないんだけど）


    　程なく蒼ヶ崎邸ていの近くまでやってくると、前方から小学生集団が歩いてくるのが見えた。


    　手に手に竹刀しない袋を持っているそのチビッ子たちを、俺は知っていた。彼らは蒼ヶ崎道場の門下生だ。かつて怜先生の指導の下、俺は稽けい古こに付き合ったことがある。


    「あ、一いち郎ろうっ」


    　声をかけるまでもなく、こちらに気付いた一人の少年が手を振って駆け寄ってきた。


    　彼は小学二年の小こ林ばやし慶けい太た。名字が同じなので、俺を名前で呼んでいる。呼び捨てで。


    「よう慶太。いま稽けい古こ終わりか？」


    「うんっ。一郎、たまには練習に来てよ。また打ち込みの相手になってよ」


    　慶太がそう言うと、他の子も「僕も一郎に打ち込みたい！」「私も一郎を叩きたい！」と元気よく挙手してきた。いつの間にか全員から呼び捨てにされていた。


    　どうやら俺は、子供たちの人気者みたいだ。が、打ち込まれ役は避けたい。さすが蒼あおヶが崎さき流の門下だけあって、こいつらの斬ざん撃げきは割と鋭い。そして子供だけに容よう赦しやがない。


    「まあ、また時間ができたら顔を出すよ。怜れい先生は道場にいるか？」


    「いるよ！　これからまだ、千ち鶴づるお姉ちゃんと稽古するんだって！」


    「千鶴お姉ちゃん……」


    　その名前に、俺はギクリとする。


    　それは蒼ヶ崎道場に短期入門中の、宮みや本もと千鶴さんのことだ。


    　彼女はウチの生徒会副会長であり、次期会長となることが確実視されている文武両道の才さい媛えんだ。その剣腕は全国クラスで、蒼ヶ崎さんと並び称される央おう明めい高校の二大女剣士である。


    （参ったな、宮本さんがいるのか……これは日を改めた方がいいかな）


    　宮本さんは本来、月げつ翔しよう館かんという剣術道場に所属している。しかし先日の対抗戦を経て、かねてより憧れていた蒼ヶ崎怜の剣を学ぶべく短期入門してきたのだ。


    　それだけならいいのだが、俺にはなるべく彼女と接触したくない理由があった。その対抗戦をきっかけに、どうも宮本さんとフラグを立ててしまったみたいなのだ。


    （そもそも俺は、蒼ヶ崎さんともガッツリとフラグが立っている。二人が一緒にいるところへノコノコ現れたりしたら、下へ手たすりゃ修しゆ羅ら場ばになっちまう。二大女剣士が激突しちまう）


    　とはいえ正直、あの二人がどんな会話をしているのかは気になる。


    　特に蒼ヶ崎さんが、うっかり俺とのノロケ話を宮本さんにしていないかが心配だ。


    （ちょっとだけ様子を覗のぞいてみるか）


    　そんなわけで俺は、チビッ子集団と別れたのち……蒼ヶ崎邸ていにコッソリと侵入し、気配を殺して道場に近付いた。


    　中からは、打ち合っているような音は聞こえない。代わりに何やら音楽が流れている。厳粛な道場に似合わない、やけにポップなサウンドだった。


    （何だろう？　あの二人、一体何をして……）


    　壁にへばりつき、格こう子し窓からそっと窺うかがってみる。すると──


    　蒼ヶ崎さんと宮本さんが、ミュージックに合わせて踊っていた。それも道着姿ではなく、体操着姿で。


    「ワン、ツー！　ワン、ツー！　はい諸もろ手て上段！　はい八相！　そこからの脇わき構え！」


    　リードする宮みや本もとさんに合わせて、リズミカルに木刀を振る『斬ざん舞ぶの剣士』。Ｇカップが上下左右に大きく弾んでいた。


    　……もしやこれは、ソードビクスか？　月げつ翔しよう館かんが考案したという、門下生の八割がこのコースの希望者だという、あの噂うわさの剣術エクササイズか!?


    「な、なかなかいい運動になるな。確かにこれは、痩やせそうだ」


    「そうでしょう。私も月翔館では立場がありますので、大っぴらにはできなくて……やるのは専もつぱら自宅でした」


    　アンダーリムの眼鏡めがねをクイと直して、軽快にステップを踏む宮本千ち鶴づるさん。こちらもそこそこの勢いで、お胸をブルンブルンさせていた。Ｅ……いやＦカップか。


    「しかもまさか、オリジナルサウンドだとはな」


    「これ、朝あさ雄おさんが作曲したんですよ。月翔館ではＣＤも販売しています」


    「意外だな。朝雄にこんな才能があったとは……」


    　俺も意外です。まだ月見里やまなし朝雄さんネタを引っ張るとは。


    　とにかく、これではいよいよ顔の出しようがない。そう判断した俺は、音もなく壁から離れて、蒼あおヶが崎さき道場を去ることにした。


    「今度、お龍りゆうにも教えてやるか。二の腕がプニプニなのを気にしていたから」


    「え？　誰ですか？」


    「ああいや、何でもないんだ」


    「はい打ち下ろし！　逆ぎやく袈げ裟さ斬ぎり！　さすがに鋭い太た刀ち筋ですね蒼ヶ崎先輩！」


    　そんな声を聞きながら、俺は門を出た。


    　ちなみに蒼ヶ崎さんが言った「お龍」とは龍りゆう牙がのことだ。彼女は二人きりのとき、龍牙をそう呼ぶのだ。そしてその状況は、火ひ乃の森もり龍牙が女の子バージョンであることを意味する。


    （リューガのコスプレ衣装に、遠からずレオタードが追加されるかもしれない）


    　ソードビクスを踊る主人公を想像して、俺は深く嘆息した。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    「あら、遅かったですわね小こ林ばやし一いち郎ろう」


    　自宅へ辿たどり着き、玄関で靴くつを脱いでいたところ。


    　俺を出迎えたのは『奈な落らくの三さん姫き』ではなく、『常とこ闇やみの血族』だった。


    　制服姿にエプロンをつけたエルミーラさんが、スリッパを用意してくれる。私服に着替えていないということは、学校から直接ここへ来たのかもしれない。


    「何でいるんだよ……もうこの家からは出ていったはずだろ」


    「言ったはずですわ。気が向いたら遊びに伺うかがうと。魅ミ怨オンの料理、美お味いしいですから」


    　確かにそんなことを言っていた気がする。が、来る回数が多過ぎだと思う。


    　エルミーラさんは、週の半分はウチへやってきている。しかも夕飯時を狙ねらって。これでは彼女とシズマを匿かくまっていたときと、エンゲル係数がほとんど変わらない。


    「すっかり三さん姫きと馴なれ合いやがって……敵キャラと毎晩のように飯を食うメインキャラが、一体どこの世界にいるんだ」


    「ワタクシはもう、三姫を敵として認識していませんもの。それに今日はほら、とても大事な日でしょう？」


    「大事な日？」


    　意味が分からず眉まゆをひそめた俺に、たちまちエルミーラさんが憤慨する。


    「アナタ、何を寝ね惚ぼけたコトを言ってますの!?　今日はトウテツを、異界へ向かわせる日でしょう！　シズマの安否を確かめるために！」


    　……そうだった。俺は今日、トウテツに異界の様子を見てくるよう頼む予定だったのだ。


    　トウテツによると、【魔神】には異界へ転移できる能力があるという。人間界との扉とびらを開かなくても、彼らだけは往来が自由なんだそうだ。


    　だから俺は週一くらいの間隔で、トウテツを異界へ遣わせ、シズマとコンタクトを取らせることにした。


    　本当は毎日でも、いや数時間置きにでも行かせたい。何せシズマは、まだ二歳児ほどの外見をした幼児なのだ。さらにいうと、実際にはまだ生後三か月余りなのだ。


    　しかし、それではシズマの「異界を統制する」という使命の邪魔になってしまう。


    　あちらに【魔神】が滞在できるのは、せいぜい十分。事前にトウテツが伝えてある合流場所に、いちいちシズマに来てもらう必要がある。あまりこちらの都合で振り回すわけにはいかないのだ。


    「さあ、早く行かせましょう！　出てきなさい【魔神】トウテツ！」


    　俺の耳を引っ張り、大声でがなるヴァンパイア。


    　直後に「どわぁぁ！」と素すっ頓とん狂きような叫びがあがり、俺と同じビジュアルの少年が、俺の中から転げ出てきた。もちろんトウテツであった。


    「い、いきなり怒鳴るんじゃねぇ！　ジュースこぼしちゃったじゃねぇか！　カーペットの染みって、なかなか取れねぇんだぞ！」


    　頭からジュースの雫しずくをポタポタ滴したたらせ、エルミーラさんに抗議する【魔神】。


    　どんな飲み方をしてるんだ。俺の中には、カーペットまで敷かれてあるのか。


    「呑のん気きにジュースを飲んでる場合じゃないでしょう！　早く異界へお行きなさい！」


    「シズマと会うのは七時だ！　早く行ったら時間がもったいないだろうが！　こちとら十分しか異界にいられねぇんだから！」


    　確かに時計を見ると、まだ七時五分前だ。制限時間を有効に使うためにも、ギリギリで転移した方がいいだろう。


    「七時になったら、すぐに行くのです！　クラウチングスタートで待機してなさい！」


    「別に走らねぇよ！　テレポだし！」


    「そんな不良みたいな言葉遣い、おやめなさい！　ちゃんと略さずテレポーテーションと言いなさい！」


    「不良はテレポーテーションとかしねぇし！」


    　この二人も、すっかりなあなあになってしまった。数日ながらも一つ屋根の下で暮らしたことで、もはや完全に友達感覚だ。これでいいのだろうか……。


    　そうこうしているうちに七時になったので、トウテツに出発してもらう。


    　その姿がフッと掻かき消えると同時に、今度はキッチンの方から悲鳴が届いてきた。


    （全く、騒がしい家だな……次は何だ？）


    　とにかくキッチンへと急行してみると、そこには夕飯の準備中らしき三人娘がいた。


    　ウチの居い候そうろうであり、トップクラスの戦闘力を誇る将軍使徒・『奈な落らくの三さん姫き』。シラサギ型の魅ミ怨オン、キングコブラ型の呪ジユ理リ、エゾオオカミ型の忌キ綺キ。


    　そんな彼女らがどういうわけか、抱き合って震えていた。そして俺を見るなり、同時にひしとすがりついてきた。三人とも泣き顔だった。


    「大変よ一いち郎ろうくん！　出たわ！　ついに出たわ！」


    「ああ、何てこと……」


    「非常事態宣言の発令でしゅ！」


    　聞くと、どうやらゴキブリが出たとのこと。滅多に見かけることはないのだが、そりゃいることはいるだろう。


    「お前ら、一応は将軍だろ？　だらしねえぞ」


    「将軍の前に女の子よ！」


    「どうやら敵は、冷蔵庫の裏に逃げ込んだ模様……一郎様だけが頼りです！」


    「逃がしちゃダメでしゅ！　必ず発見して、亡き者にするでしゅ！」


    　ふと後ろを振り返ると、ついてきていたはずのエルミーラさんがいなかった。彼女もゴキブリが苦手のようだ。


    「全くしょうがねえな。ゴキブリなんて、スプレーでシューッとやれば終わりだろ」


    　殺虫剤を手に取り、冷蔵庫に近付く。三姫が遠巻きに見守りながら、俺に「頑張って！」とエールをよこしてくる。


    　冷蔵庫の裏にスプレーのノズルを差し入れ、シューッとやってみると。


    　果たして小さなゴキブリが、カサカサと這はい出てきた。そして何な故ぜか、三姫の元へと一直線に向かっていった。


    「きゃああああああ！」


    　絶叫をあげながら、逃げ惑う将軍たち。完全にパニックとなっていた。


    　しかし間もなくゴキブリは、コロンと仰あお向むけに引っくり返って息絶えた。俺はティッシュでそれを摘つまみ取り、そのままゴミ箱へ捨てる。


    　見ると、魅ミ怨オンが腰を抜かしていた。呪ジユ理リが失神していた。忌キ綺キがビービー泣いていた。


    　……ゴキブリ型の使徒っていないんだろうか。そいつ一人で三さん姫きを倒せるかもしれない。


    「がっはっは。いいザマだぜお前ら。たかがゴキブリ一匹、杏きよう花かたんでもビビらねえぞ？」


    　俺の背後で、唐突にそんな声がする。


    　振り向いたところ──山賊のごとき大柄なオッサンが上半身のみを顕けん現げんさせ、小型のビデオカメラで三姫を撮っていた。


    　こいつは【魔神】コントン。俺が一時的に杏花ちゃんから預かっている四凶の一人。


    　トウテツの同胞でもある、第一部ではラスボスを務めた、『奈な落らくの使徒』の王である。ちなみにビデオカメラは、俺の親おや父じの私物だった。


    「その無ぶ様ざまな姿、他の使徒どもにも見せてやりてえな」


    　撮影されていると知り、三姫が同時に我に返る。そして猛然とコントンへ詰め寄る。


    「コントン様！　撮らないで下さい！」


    「面めん目ぼく丸潰つぶれでしゅ！　もう威張れなくなるでしゅ！」


    「初出演がこんな企画物だなんて！」


    　王の頭をポカポカ叩き、王の耳を引っ張り、王の背中を蹴けっている三姫を、俺は嘆かわしげに眺めていた。


    　ここまで馴なれ合いの敵組織が、かつて存在したであろうか。いや、ない（反語）。
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    　ゴキブリ騒動のあと。もうすぐ夕飯ができあがるというタイミングで、異界へ行っていたトウテツが戻ってきた。


    「帰りやしたぜ旦那。シズマに会ってきやしたよ」


    　一斉に手を止め、トウテツの元に集まる俺、エルミーラさん、三姫、そしてコントン。


    　ちなみにコントンは、先ほどから俺の背後にくっついたままだ。どうやら複数の【魔神】で宿主を共有する場合、完全顕現できるのは一体だけらしいのだ。


    「それでシズマは、シズマはどうでしたの!?　怪け我がなどしていませんでしたか!?」


    「独りぼっちで泣いてなかったでしゅか!?　キキに会いたがってなかったでしゅか!?」


    　エルミーラさんと忌綺が、とりわけ心配そうにしている。無理もないだろう。この二人は臨時の母＆姉として、特にシズマと心を通わせていたから。


    　一週間前の夜。シズマはこう言って旅立ってしまった。「異界を取り締まる役目を担になっていた姉上たち『奈な落らくの三さん姫き』……それが今、揃そろって人間界にいます。三姫不在となった異界は、おそらく無政府状態に近いはずです。その秩序を回復する存在が必要になります」と。


    　いかに将軍クラスの戦闘力を有しているとはいえ、それを成すのは簡単なことじゃない。何せ異界は、使徒たちの本拠だ。現在も総勢二千人ほどが待機しているという。


    　そこに二歳児を向かわせたのは、早計だったんじゃ……俺は今でもそう懸け念ねんしていた。


    「みんなに会いたがってはいたけど、別に寂しそうじゃなかったぞ。もう手下も二人いた」


    「て、手下？」


    「キリン型の呀ガ威イ冱ゴってのと、スズメバチ型の矢ヤ愚グ邪ジヤって使徒っス。俺よりも、呪ジユ理リと忌キ綺キの方がよく知ってんじゃねぇか？」


    　トウテツの言葉に、当の二人は目を丸くしていた。


    「確かに呀威冱は、この呪理めの部隊長にございます。腕っぷしでは我が隊で一番でした」


    「矢愚邪はキキの部隊長でしゅ。難しいことは全部、矢愚邪がやってくれてたでしゅ」


    　早くも部隊長クラスを二人も味方につけたのか。しっかり者だとは思っていたが、つくづく有能な子だ。お父さん鼻が高いぞ。


    「シズマのバックには、俺とコントンと三姫がいるって言っときやしたから。きっとこれからも仲間が増えるんじゃないかなぁ」


    「でかしたでしゅトウテツ男爵！　はい、揚げたてのトンカツでしゅ！」


    　忌綺が一切れのトンカツをお箸はしで摘つまみ、トウテツにあ～んして食べさせてあげる。


    　ご褒ほう美びのつもりだろうが、何のことはない。トウテツの皿から取ったトンカツだ。


    「一いち郎ろう様、ご安心下さい。呀威冱は私のことを『女王様』と慕って心酔している、忠義の使徒でございます。踏んであげると凄すごく喜びます」


    「矢愚邪もお茶目な使徒でしゅ。こっちで言うところの、オカマさんでしゅ」


    　強いのか、そいつら……？　一いち抹まつの不安があるものの、ひとまずは信じるより他ない。呀威冱くん、矢愚邪くん、どうか息子をよろしく頼むぞ。いつか菓子折りを持っていくから。


    「そうそう、シズマから手紙を預かってきやしたよ。みんな宛に」


    「そういう大事なことは、真っ先に言いなさい！」


    「早くよこすでしゅ！　トウテツ男爵！」


    　トウテツが制服のポケットから取り出した手紙を、すかさずエルミーラさんと忌綺が引ったくる。そのまま全員で輪になり、早速ながら読んでみた。


    　……手紙には俺たち一人一人への親愛の言葉と、『どうか心配しないで下さい』『皆様のご武運をお祈りしています』という気遣いが綴つづられていた。


    　そして最後は、『これから毎週、お手紙で近況を報告します』と締めてあった。流れるような達筆で。いつの間に読み書きまでマスターしたんだろう……末恐ろしい二歳児だ。


    「ああ、よかった……無事に元気でやっていますのね」


    　エルミーラさんが感極まったように手紙を胸に抱き、安あん堵どの声を漏らす。


    「お返事を書くでしゅ！　魅ミ怨オン、便びん箋せんはどこでしゅか！」


    「落ち着きなさい忌キ綺キ。返事は一週間後までに書けばいいでしょ？　お姉さんなんだから、シズマを困らせないの」


    「地底怪獣ベルベロンの絵を描くでしゅ！　シジュマはベルベロンが大好きなんでしゅ！　そうだ、毎週のスペクタクルマンのお話も教えてあげるでしゅ！」


    　ウキウキとはしゃいでいる三女に、顔を見合わせて苦笑する長女と次女。


    　俺も返事を書くことにしよう。ついでに来週は、トウテツにビデオカメラを持たせよう。呀ガ威イ冱ゴと矢ヤ愚グ邪ジヤが気になるし。


    



    　それから夕食となり、俺たちは茶の間にてトンカツに舌した鼓つづみを打った。


    　忌綺は食べるより、シズマのことを喋しやべるのに忙しい。


    　魅怨と呪ジユ理リは、それを律りち儀ぎにウンウンと聞いてあげている。


    　トウテツは「あれ？　俺のトンカツ、一切れ少なくねぇっスか」と首を傾かしげている。


    　……その賑にぎやかな食卓は、小こ林ばやし家におけるいつもの光景だ。顕けん現げんできないコントンが、俺の背後から料理に手を伸ばす鬱うつ陶とうしさも、今やすっかり慣れた。


    「ところでエルミーラさん。ここ最近、雪ゆき宮みやさんが学校を休みがちなのは知ってる？」


    　そんな中、俺はヴァンパイア少女にそう切り出してみた。


    　他の四し神じんメンバーたちから、雪宮さんの情報を収集する……それが当面のプランなのだ。


    「ええ、もちろん知っていますわ。数日前から、どうも体調が優れないみたいで……少し心配ですわね。小林一いち郎ろう、何か心当たりはありまして？」


    　逆リサーチをされてしまった。この様子では、エルミーラさんは何も知らないようだ。


    　収穫がなかったことに落胆しかけたとき、そこで彼女が思わぬ一言をよこしてきた。


    「そういえば一つだけ──気になる噂うわさを耳にしましたわ」


    「気になる噂？　それは何だ？　教えてくれっ」


    　鬱陶しいコントンの腕を振り払い、俺はエルミーラさんにズイと詰め寄る。「おい坊主、何しやがる」と脳天に肘ひじ鉄を落とされたが、そんなことはどうでもいい。


    「汐しお莉りさんのクラスメートが話しているのを聞いたのですけど……最近、たまに雪宮さんがおかしい、ということですわ」


    「おかしい？」


    「ええ。まるで別人みたいなときがある、と。どういう風におかしいのかまでは、残念ながら聞けませんでしたけど」


    　雪宮さんが、たまにおかしい……それは一体どういう意味だろうか。


    　移動にすぐヘリを使おうとすることか？　巨乳を見ると恨めしげな目になることか？　料理に宝石を入れることか？　だとしたら、それはいつもの雪ゆき宮みやさんである。


    （引っかかるのは、『まるで別人みたい』ってところだな。それは性格のことだろうか、それとも外見だろうか……まさか執事のセバスチャンさんと入れ替わってないよな）


    　どういう前振りなのかは不明だが、やはり確実に始まろうとしていると見て間違いない。雪宮汐しお莉りのメインエピソードが。


    　ともあれ、貴重な情報が手に入った。このことは明日、龍りゆう牙がの耳にも入れておこう……そう考えているうちに、エルミーラさんはすでに話題を変えていた。


    「ところで小こ林ばやし一いち郎ろう。アナタ、いつまで龍牙たちに隠しておくつもりですの？　三さん姫きと同どう棲せいしていることを」


    「え？」


    「汐莉さんの話が出たので、ついでに伝えておきますけど、いつだったか彼女は言っていましたわよ。『学校から帰る呪ジユ理リを尾行したら、小林さんの家に入っていきました』と」


    　その報告に、俺は思わず目を剥むく。何てこった！　蛇へび塚づか先生が尾つけられていたとは！


    「あと、『しばらくしたら買い物袋を提げた魅ミ怨オンがやってきて、やっぱり小林家へ入っていきました』と。『さらには忌キ綺キも現れて、小林家へ入っていきました。ただいまでしゅ！　と元気に言って』と」


    　全員見られていた。三姫の帰宅、コンプリートだった。


    　蒼そう白はくになった俺に、ヴァンパイア少女が紅ぐ蓮れんのウェーブヘアーを弄いじりながら続ける。


    「とりあえずは、ワタクシが取り繕つくろっておきましたわ。三姫はトウテツとコントンの配下なので、たまに会いにきているのでしょう、と」


    　ありがたい。出会ってこの方、『常とこ闇やみの血族』に感謝したのは初めてかもしれない。


    　それにしても近頃、メインキャラたちとの秘密の共有がややこしくなってきた。


    　龍牙を女の子だと知っているのが蒼あおヶが崎さきさんと黒くろ亀がめさんで、俺と三姫の同居を知っているのがエルミーラさんで……このまま情報が錯さく綜そうしていくと、誰に何を内緒なのかが分からなくなってしまう。どこかにメモっておくべきか。


    　俺の苦悩をよそに、エルミーラさんが湯飲みを片手に言い募つのる。


    「ワタクシも、三姫には新しい住すみ処かを用意すべきだと思ってますわ。血縁でもない若い男女が、同じ家で寝起きするなんて……いつ間違いが起きても不思議じゃありませんもの」


    「大丈夫だって。ウチにはテッちゃんとコントンもいるんだし」


    「それでも心配ですわ！　言っときますけどワタクシ、さほど浮気には寛容じゃありませんわよ！　もし勝手にシズマの弟を作ったら、アナタを荼だ毘びに付して差し上げますわ！」


    　エルミーラさんの肩に、小さな鬼火がボッと発生する。すぐ横にいた俺とコントンは、思わず「熱っ！」と叫んで飛び退のいた。


    「エルミーラ。生あい憎にくだけど私たち、ここを出ていく気はないわよ」


    「そうでしゅ。ここがキキのマイホームでしゅ」


    「一いち郎ろう様の子を身み籠ごもるのは、早い者勝ちよねえ」


    　最後にもう一度「ねえ～」と口を揃そろえた三さん姫きに、エルミーラさんが二つ目の鬼火をボッと発火させる。俺とコントンは、また「熱っ！」と叫んで飛び退のいた。


    「アナタたち、小こ林ばやし一郎を独占するのはおやめなさい！　そもそもシズマが異界へ行ったのだって、アナタたちが人間界でのほほんと暮らしているからでしょう！」


    「大丈夫よ。ドＭの呀ガ威イ冱ゴと、オネエの矢ヤ愚グ邪ジヤがついてるし」


    「そのお二人で、どう安心しろと言いますの！　怪しさしか感じませんわ！」


    「使徒は怪しくてナンボでしゅ」


    「開き直らないで下さる!?」


    「よろしければ一郎様も踏んであげましょうか？」


    「そこのヘビ女！　部下がドＭなのはアナタのせいじゃなくて!?」


    「俺のだけ、やっぱ一切れ足りなくね？」


    「黙ってなさい【トンカツ魔神】！」


    　膝ひざ立ち状態になって、肩で息をしているヴァンパイア。さすがに突っ込み疲れたようだ。


    　そんなエルミーラさんを、魅ミ怨オンが苦笑しつつなだめる。


    「まあまあ、落ち着きなさいエルミーラ。食後のデザートに巨峰があるんだけど、食べてくでしょ？」


    「食べるに決まってますわ！」


    　……ここまで馴なれ合われると、もう何も言えない。


    　雪ゆき宮みやさんでもキュウキでもいいから、早く動いてくれ。物語を進めて下さい。
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    　その翌日。


    　雪宮さんが登校していると聞いた俺と龍りゆう牙がは、一時限目の授業が終わると直ただちに会いに向かった。


    　一応エルミーラさんにも声をかけたのだが、彼女は机に突っ伏したまま起きる気配がなかった。夜遅くまでシズマへの返事を書いていたらしく、ほとんど寝てないそうだ。


    「エルって、本当にシズマくんのことが大事なんだね」


    「ああ。現金書留で仕送りしようとしてたからな。郵便屋さんが困るだろうから、何とかやめさせたけど」


    「そもそも異界って、お金使えるの？」


    　龍りゆう牙がとそんな会話をしつつ、隣の二年Ｃ組を覗のぞいたところ──雪ゆき宮みやさんもまた、机に突っ伏していた。


    　近寄った俺たちに気付いて体を起こしたが、その顔色は見るからに悪かった。どうもかなり無理をして学校へ来たようだ。エピソードとか抜きにして心配になってくる。


    「汐しお莉り、大丈夫かい？　保健室へ行った方がいいんじゃ……」


    　気遣わしげに言った龍牙に、雪宮さんは力なく微ほほ笑えんでみせる。


    「いえ、平気です。熱は下がりましたし、今日はだいぶ疲労感も少ないので……」


    「でも」


    「それに、あまり呪ジユ理リには借りを作りたくありませんし……私はまだ、彼女が養護教諭であることに納得していませんから」


    　その言葉に、「う……」と口ごもってしまう龍牙。蛇へび塚づか先生のマッサージにハマっている身としては、後ろめたい気持ちがあるのだろう。


    「きっと季節の変わり目で、軽く風か邪ぜを引いただけだと思います。心配をかけてしまって、どうもすみま──」


    　雪宮さんが頭を下げてきた、そのタイミングで。


    「小こ林ばやしくん、火ひ乃の森もりくん。ちょっといい？」


    　教室に、会話に出たばかりの蛇塚先生が入ってきた。


    　今日も白衣にタイトスカート、ハイヒールという扇せん情じよう的な出いで立ちで、ツカツカと歩み寄ってくるブロンド美女。歩行のたびに揺れる魅惑のＩカップに、男子たちの目が釘くぎ付けになっていた。


    「こ、こんな場所に何の用ですか？　わざわざ養護教諭がっ」


    　優れない体調にも拘かかわらず、たちまち雪宮さんが身構える。


    　そんな『祝命の巫み女こ』を無視して、呪理は俺たちへ囁ささやくように告げてきた。周囲に聞こえないよう、注意を払って。


    「一いち郎ろう様。一応ご報告をと思い、ぶしつけながら参上致しました」


    「報告？」


    「はい。学校からそう遠くない場所、おそらく南東六百メートルほどの地点でしょうか……そこに邪じや気きを感じます」


    「邪気？　それってつまり、『奈な落らくの使徒』かっ？」


    　目を剥むいた俺に、柳りゆう眉びを寄せて怪け訝げんな表情をする蛇塚先生。何な故ぜか肯こう定ていしない彼女に、俺と龍牙もまた怪訝に顔を見合わせた。


    「使徒である、と言いたいところですが……どことなく妙なのです。いくつもの邪気が、グチャグチャに混ざり合っているような」


    　その説明に、俺はかつて河か川せん敷じきで戦った、正体不明のバケモノを思い出す。


    　エルミーラさんとシズマを襲った、あの謎なぞの怪物。もしかしてアレは、たくさんの使徒の集合体だったのでは──俺はそう推測している。


    　ちょうど昨夜、それを三さん姫きに語ったところ、しかし彼女らは揃そろって首を傾かしげていた。


    　──キュウキ様の能力は、『魂こん化かした使徒を復活させること』よ。


    　──他にも能力があるなんて、聞いたことないでしゅ。


    　──もちろん個々の使徒にも、合体する能力などありません。エッチな意味での合体なら可能ですので、よかったら今夜どうでしょうか？


    　三姫からは、そんな意見が返ってきた。ちなみに最後のセリフは、目の前にいるインモラル女教諭の発言だ。


    　──別にどうだろうといいじゃねえか坊主。歯向かう野郎はぶん殴る、それだけだ。


    　──絶対に一切れ少なかったんだよなぁ……俺のトンカツ。


    　ついでに【魔神】たちのコメントも思い出していると、やにわに龍りゆう牙がが凛り々りしい表情で口を開いた。すでに主人公モードに入っていた。


    「とにかく現場に行ってみよう。一いち郎ろうは教室に戻って、エルを起こしてきてくれないか。俺は怜れいさんと里り菜なに声をかけるから」


    「わ、私も行きますっ」


    　勢いよく席を立った『祝命の巫み女こ』に、すかさず蛇へび塚づか先生がピシャリと言い放つ。


    「貴女あなたはダメよ。いいから保健室に来なさい。顔が土気色よ？」


    「結構ですっ。自分の体のことは、自分が一番よく分かっていますっ」


    　とはいえ、雪ゆき宮みやさんの同行に難色を示したのは、俺と龍りゆう牙がも同じだった。


    　彼女は明らかにコンディション不良だ。本当は早退して、家で安静にしているべき……バトルなんてもっての外ほかだろう。
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    「汐しお莉り。無理はしない方がいい。今日のところは俺たちに任せてくれ」


    「いいえ。みんなが戦っているのに、一人だけ呑のん気きに休んではいられません。私は『祝命の巫み女こ』……四し神じんが一柱・【白びやつ虎こ】の継承者なのですから」


    　雪宮さんが頑として譲ゆずらないので、やむなく龍牙は頷うなずいた。


    　ゴネている時間はないという冷静な判断であると同時に、生来の押しに弱い性格が発動したものと思われる。相変わらず頼もしいのか頼りないのか、よく分からない主人公だ。


    「……一いち郎ろう様。雪宮汐莉のこと、よろしくお願いします。もちろんこれは『奈な落らくの三さん姫き』としてではなく、養護教諭としてのお願いですが」


    　最後にそう耳打ちしてきた呪ジユ理リに、俺はさりげなく頷き返した。


    　というか、俺も行くのか……無力な一般人（希望）なんだけど。


    



    　邪じや気きを辿たどって俺たちがやってきたのは、路地の一角にある廃工場だった。


    　これまで何度かバトルの舞台になった、だだっ広い殺風景な空間。コンクリート壁の一部に開いた大穴は、かつて龍牙が使徒をぶっ飛ばしたときにできたものだ。


    （そういや、初めて魅ミ怨オンと出会ったのもここだったか）


    　あの時は、まさか彼女が毎日の味み噌そ汁しるを作ってくれる存在になるとは思いもしなかった。しかも長女と三女まで引き連れてくるとは思いもしなかった。


    （今となっては、同居も悪いものじゃないんだけど……と、今はそれどころじゃねえ）


    　考え事をひとまず中断して、俺は前方を見み据すえる。


    　そこには龍牙と四神たち、メインキャラ五人の背中があった。すでに戦闘準備を整え、示し合わせることなく前衛・中衛・後衛とフォーメーションを形成している。


    　そんな彼女たちのさらに前方には──果たして例のバケモノの姿があった。


    　全身に無数の顔を散りばめた、生物モチーフのない、グロテスクな巨人の姿が。


    　大量の目玉をギョロギョロさせ、大量の口から怨えん嗟さの呻うめきを漏らし、息が詰まるほど濃い邪気を発散させている。どうやら言葉を話さないらしく、コミュニケーションがとれないのが残念だ。


    （やっぱりこいつからは、複数の邪気がする。つまり使徒の集合体じゃないのか？　たくさんの使徒が集まって、変形して、超電磁合体してるんじゃないのか？）


    　ただし今回のバケモノは、前回よりも若じやつ干かんスケールダウンしていた。


    　まず、顔の数がちょっと少ない。サイズも明らかに小さい。それでも四メートルはあるのだが、前の奴やつはもっとでかかった。前回がヘビー級なら、今回はライト級だ。


    　もちろんそれでも強敵だろうが、龍りゆう牙がたちが敗れるようなことはないはず。今日は最初から黒くろ亀がめさんもいる。こちらはフルメンバーなのだ。


    （当然ながら、俺は観戦させてもらう。解説役に徹させてもらうぜ！）


    　……ところがどっこい、そういうわけにもいかなかった。


    　バトルが始まって間もなく。敵の動きを鈍らせるべく神楽かぐら鈴すずを鳴らしていた雪ゆき宮みやさんが、突然その場にヘタり込んでしまったのだ。


    「汐しお莉り!?」


    　鈴の音が消えたことで、バケモノが本来の動きを取り戻す。ついでに全身から数本の新たな腕を生やし、やたらめったら振り回し始める。


    「くっ、これしきの体調不良で……」


    　急ぎ起き上がろうとした雪宮さんだが、すぐにまた脱力してしまう。だから言わんこっちゃない！　素直に留守番しとかないから！


    「一いち郎ろう！　汐莉を頼む！　彼女を安全圏まで遠ざけてくれ！」


    「お、おう」


    　主人公からのご指名を受け、俺は雪宮さんを抱き上げて隅っこへと退避した。


    　ああ、またバトルに介入してしまった……みんなも俺がいることに何の疑問も持っていないようだ。さっきなんて「あれ、フォーメーション入らないの？」と言われた。


    （留守番してるべきなのは雪宮さんより、むしろ俺なのに。分かってるのかお前ら？　俺は友人キャラだぞ？　日常パートの人だぞ？）


    　でもまあ、仕方ないといえば仕方ない。思えば雪宮さんのことは、蛇へび塚づか先生からも頼まれていた。これくらいのケアなら行動の許容範囲だろう。


    　ひとまずそう納得して、俺は戦いの様子を見守る。


    　雪宮さんを欠いたとはいえ、そこはさすがに経験豊富なメンバーたち。アクシデントにも即座に対応し、抜群のチームワークで敵を翻ほん弄ろうしていた。


    「里り菜な、前後で挟むぞ！　敵の注意を引きつける！」


    「あいよ！」


    　前衛の蒼あおヶが崎さきさんと黒亀さんが、散開してバケモノを撹かく乱らんする。


    　亀かめがゴリゴリの前衛でいいのだろうか。お前、「龍牙の盾たて」とか言ってなかったか？


    「邪魔な腕はワタクシが焼却して差し上げますわ！　龍牙、隙すきができたら出番ですわよ！」


    　中衛のエルミーラさんが鬼火の群れを指揮しながら、傍かたわらの主人公に言う。


    　頷うなずいた龍牙は、すでに全身から黄金のオーラを立ち上らせていた。


    　おそらく必殺の「ドラゴン・ファング（俺の命名）」を繰り出す気なのだろう。あの技は、溜めが長いほど威力が増すという。ヒロインズ三人はそのための時間を稼いでいるのだ。


    　敵にとどめを刺すのは、主人公の役割……ヒロインズもそれを分かっている。


    　ならば俺だって、己おのれの役割を務めるまで！


    「さ、さすがの連係だ！　バケモノが完全に振り回されてるぜ！　そうか、逆にたくさんの目玉が仇あだとなってるんだ！　全員が見えるだけに、標的を絞れないんだ！」


    　できるだけ分かりやすさ＆滑舌のよさを心がけ、俺は状況を解説する。戦列に復帰しようとヒョコヒョコ上がる雪ゆき宮みやさんの頭を、その都度グイグイ押さえつけながら。


    「──今だ！　行け龍りゆう牙が！」


    「やっちゃえ龍りゆうちゃん！」


    「華麗にお決めなさい龍牙！」


    　首尾よくバケモノの体勢を崩すことに成功したヒロインズが、同時に叫んだ瞬間。


    「神カム威イ解放！　【龍神】よ、我が身と一体となり敵を屠ほふれ！」


    　金色の光弾が、一直線に敵へと飛んで──その巨きよ躯くを貫いた。


    



    「……皆さん、どうもすみませんでした。足を引っ張ってしまって……」


    　無事にバケモノを処理し、一同がこちらへ集まってきたところで。


    　雪宮さんがそう言って、みんなに悄しよう然ぜんと頭を下げた。悔くやしそうに唇くちびるを噛かみ締めて。


    「落ち込むことはないよ汐しお莉り。不調な者がいれば、みんなでそれをカバーし合う……仲間なんだから当然のことさ」


    　龍牙が爽さわやかに微ほほ笑えんで、雪宮さんの頭をポンポンしてやる。


    　主人公の「頭ポンポン」には、女子をキュンとさせる力があるという。同じことを俺のようなサブキャラがやると、セクハラで訴えられるという。


    「私たちも汐莉には、いつも助けられているからな。今は養生に専念することだ」


    「シズマの一件で、ワタクシも汐莉さんにはご迷惑をかけましたし。こういうときは、アナタの分までワタクシが働きますわ」


    「私だっていつも遅刻してるから、汐しおちゃんもたまにはサボっていいよ！」


    　仲間たちの励ましに、ようやく雪宮さんが微かすかに笑顔を取り戻す。


    　そこで黒くろ亀がめさんが「あ、そうだ」と思い出したように、雪宮さんへ右拳こぶしを差し出した。よく見ると、手の甲をちょっと擦りむいていた。


    「さっき敵を殴ったときにやっちゃった。汐ちゃん、治ち癒ゆしてもらっていい？」


    「は、はい。お任せ下さい」


    　本当なら唾つばでもつけておけば大丈夫な傷だろう。


    　が、それは黒亀さんなりの気遣いだったのかもしれない。雪宮さんに頼ることで、彼女を元気付けようとしたのだと思われる。


    （治ち癒ゆ能力ならリューガも使えるけど、その対象は自分自身に限られる。他者の治癒ができるのは、『祝命の巫み女こ』たる雪ゆき宮みやさんだけだ。この亀かめに、こんな配慮ができたとは……）


    　そう感心したものの。黒くろ亀がめさんの行動は、思わぬ形で裏目に出てしまった。


    「あ、れ……？」


    　黒亀さんの傷に向けて、いつものように手をかざした雪宮さん。だが──どうしたことか何も起きなかったのだ。治癒能力が発動しなかったのだ。


    「そ、そんな、どうして……」


    　必死に何度も試みるも、やはり同じだった。傷は治らなかった。


    　呆ぼう然ぜんとしている雪宮さんに、龍りゆう牙がが慌あわててフォローを入れる。


    「きっと疲れが溜まってるんだよ。無理に力を使わない方がいい。里り菜なの擦り傷より、今は汐しお莉りの体調の方が深刻なんだから」


    　雪宮さんがより一層に消沈して、再び「すみません……」と頭を下げる。


    　勝利のあとだというのに、何とも重たい空気になってしまった。
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    　バケモノとのバトルがあった翌日から、雪宮さんは本格的に学校を休み出した。


    　これまでも無理に登校していたのだろうが、それすらもできなくなってしまったようだ。異能力が不発に終わったことで、精神的にもショックを受けたのかもしれない。


    （単なる風か邪ぜで、異能力まで使えなくなったりするモンだろうか？　彼女のクラスメートが言ってた『まるで別人みたいなときがある』って噂うわさも気になるし……やはり雪宮さんに何かが起こっているのは確実だ）


    　戦々恐々と過ごす俺をよそに、しかし三日経っても雪宮さんに動く気配はなかった。


    　前振りにしては、ちょっと長くないだろうか……これではよっぽど凄すごいエピソードをぶち込んでこないと、拍子抜けされてしまいかねない。メディアミックスしたとき、話をカットされてしまいかねない。


    （今回のこと、リューガはどう思ってるんだろ？　あいつの見解を聞いておくか）


    　そう考えた俺は、日曜日に火ひ乃の森もり邸ていへと赴おもむくことにした。もとより杏きよう花かちゃんに全快祝いを述べるつもりだったし、コントンも妹さんには会いたがっていたから。


    「──私、汐莉はただの風邪じゃないと思う」


    　学校の教室ほども面積がある龍牙の部屋へ通されると、こちらから切り出すまでもなく彼女はそう言ってきた。


    　今日は長袖そでのカットソーに、ピンクのタックスカートという、非常にガーリーな格好だ。長い後ろ髪はいつもの黒紐ひもではなく、可愛らしい黄色のリボンで結んであった。


    「【白びやつ虎こ】の継承者は、四し神じんの中でも生命力がひときわ強いそうなの。治ち癒ゆ能力に特化しているだけに、本人の生命力も桁けた違いらしいんだ」


    「へえ……雪ゆき宮みやさんって、実は頑丈だったりするのか」


    「頑丈っていうのとは少し違うかな。普通の人にもいるでしょ？　虚弱そうだけど、病気とか全然しない人。そういう人は生命力が強いんだよ」


    　語りつつ、龍りゆう牙がが表情を曇らせる。膝ひざに置いた両手を、ギュッと握り締めながら。


    「そんな汐しお莉りがあれほど衰弱しているのは、やっぱり何か理由があるとしか……」


    　雪宮さんの欠席は、すでに三日連続。今日も自宅で臥ふせっているはずだ。


    　俺はもちろん、龍牙たちも一日一回はメールを入れているが、今のところ返信はきちんと送られてくる。


    　食事もちゃんと摂とっているようだし、どこかが痛むということもないという。昨日のメールには「体調が良くなってきたので、来週中には学校に行けると思う」と書いてあった。


    「……汐莉はね、私にとって初めてできた『仲間』なんだ。同じ宿命を持つ存在と出会ったのは、彼女が最初だったの」


    　うつむき加減で畳を見詰めながら、龍牙が述懐するように呟つぶやく。


    　その時のことを思い出しているのだろう。おそらく今、回想シーンに入っているはず。今のうちに出された緑茶を飲み干しておくことにした。


    「私と出会うまでは、汐莉も単独で『奈な落らくの使徒』と戦ってたんだって。怜れいさんの存在は知っていたけど、雪宮家と蒼あおヶが崎さき家は険悪だった時期もあるから、お互い遠慮してたみたいで」


    「そうだったのか。四神にも色々あるんだな」


    「うん。怜さんの異能力は、攻撃に特化したものだけど……汐莉は後方支援型だから大変だったと思う。凄すごく心細かったと思う。汐莉は──私たちが思ってる以上に強い女の子だよ」


    　龍牙が言う強さとは、精神力のことだろう。


    　今でこそ「樹じゆ縛ばく殺さつ」なる、草木を操あやつって敵を拘こう束そくする技を編み出しているが、その頃の雪宮さんが有するのは「治癒」と「神楽かぐら鈴すずによって動きを鈍らせる」という補助的能力だけだ。一人で戦うには、かなり心こころ許もとない。


    　それでも彼女は戦い続けてきた。そこに突とつ如じよとして現れた、圧倒的な戦闘力を持つ少年・火ひ乃の森もり龍牙……そりゃ惚ほれるだろう。これで惚れないならヒロイン失格だろう。


    「リューガ。雪宮さんが心配な気持ちは分かるけど、今は様子を見守ることにしよう。彼女は遠からず、次なる展開を起こすはずだ。それを待つしかない」


    「次なる展開って？」


    「前に話したけど、彼女のＣ組から『たまに雪宮さんがおかしい』という証言が出ている。主人公の出番は、その伏線が回収されてからだと思うんだ」


    「主人公って？」


    　龍りゆう牙ががしきりに小首を傾かしげている。


    　当たり前だが、彼女には「物語の主人公」である自覚などないのだ。そんなメタ目線でこの世界を見ている奴やつは、俺と【魔神】キュウキくらいのものだろう。


    「一いち郎ろうって、たまによく分からないコト言うよね。自分のことを友人キャラとか」


    「ま、まあ深く気にしないでくれ。そういう人なんだと諦あきらめてくれ」


    　結構あっさり「うん。諦める」と了承して、引き続き龍牙はウ～ンと思索を始める。


    　雪ゆき宮みやさんの噂うわさについて考えているみたいだ。立てた人差し指を顎あごに添えているのが、いかにも女の子っぽい。雪宮さんがこの姿を見たら、体調が悪化しそうだ。


    「その噂はともかく、汐しお莉りの状態を見てると……嫌なことを思い出しちゃうんだよね」


    「嫌なこと？」


    「ほら、前にも似たようなことがあったでしょ？　コントンが復活したとき、ウチの杏きよう花かもいきなり体調不良に──」


    　コントンの名前が話題に上がった直後。


    　当の本人が、俺から出てきた。ワイルドな風貌の無精髭ひげを生やした大柄なオッサンが、俺の背後に上半身だけを顕けん現げんさせた。


    「おうお前ら。いつまでも世間話してるんじゃねえ。早く杏花たんに会わせろや」


    　前の宿主に会えるのを、今か今かと待っていたようだ。そして痺しびれを切らしたようだ。


    　コントンが火ひ乃の森もり邸ていに来るのは、器を俺へと鞍くら替えしたとき以来だ。つまりは二週間以上も杏花ちゃんに会っていないことになる。


    　それは彼にとって、想像以上の生殺し状態だったらしい。すなわちこの【魔神】は、想像以上のロリコンだったらしい。


    「久し振りだねコントン。そんなに杏花に会いたかった？」


    「当たり前だ。いずれ完全に力を取り戻して、宿主の生命力をバカスカ吸い取っちまうようなことがなくなったら、すぐにでも杏花たんの元に帰ってくるからよ。そのつもりでいろ」


    　傲ごう然ぜんと宣言したコントンに、龍牙が「ふ～ん」と目を細める。


    　いわゆるジト目というやつだ。ジトっとした目のことだ。


    「おう火乃森龍牙。杏花たんはどこだ？　日曜なんだから家にいるはずだろ」


    「杏花なら、部屋でおめかししてるよ。これからデートなんだって」


    「デ……！」


    　その衝しよう撃げき的な報告に、オッサンが固まった。両目を見開き、口をアングリさせ、青ざめた顔で放心している。でかい図体が、マナーモードのようにブルブルと小刻みに震えていた。


    「デー、ト……デートって……」


    「あはは。嘘うそ嘘。おめかししてるのはホントだけど、杏花は今──」


    「ぬおおおおおー！　杏花たああああん！」


    　次の瞬間、【魔神】が吠ほえた。屋敷全体に轟とどろく、断だん末まつ魔まのような咆ほう哮こうだった。窓の外でゴロゴロと雷鳴も聞こえた。


    「嫌だああああ！　何な故ぜだああ！　何故だ神よおおおおー！」


    　こんなに号泣する中年男性を、かつて俺は見たことがなかった。【魔神】も一応は神じゃねえのか。どこの神様に訴えてるんだ。


    「杏きよう花かたんが知らねえ男と、手を繋つないじまうううー！　公園のベンチで、楽しくお喋しやべりしちまうううー！　急な雨降りで、相合い傘をしちまうううー！」


    　コントンが上半身だけの状態で部屋を出ていこうとしたので、俺の体がズルズルと引きずられる。どのみち彼は完全顕けん現げんしても、器から大して離れられないが。


    「ああっ、一いち郎ろうが西部劇でよくある、ロープに縛しばられて馬で引きずられる人みたいに！」


    　慌あわてながらも、龍りゆう牙がが割と冷静に状況説明をしてくれた。確かにそんな感じだ。


    「痛ででで！　落ち着けコントン！　リューガも嘘うそだって言ってるだろ！　というか、お前の考えてるデートは小学生レベルだ！」


    「タダデハオカヌ！　ソノ男、奈な落らくノ底ニ突キ落トシテクレル！」


    　戦闘時のように片言になっているコントン。駄目だ、完全に逆上している。本体の制御を無視して、スタンドが暴走している！


    「おいテッちゃん！　このオッサンを止めろ！」


    　畳に顔をこすられ続けながら、俺はトウテツに助けを求めた。応答はすぐにあった。


    「了解しやした！　おいコントン！　人様の家で暴れるんじゃ……あっ、龍牙たん！　今日はちゃんと女の子の格好してるぅぅー！　カワい過ぎるぅぅぅー！」


    　しかし二つ目のスタンドもまた、出てくるなり暴走してしまった。嬉き々きとして龍牙に駆け寄ろうとしたので、今度は逆方向へと俺の体が引っ張られる。


    「ヌウ！　邪魔ヲスルナ！　我ハ杏花タンノ元ヘ行クノダ！」


    「お前こそ邪魔すんな！　俺は龍牙たんとお話するんだ！」


    　片や妹、片や姉のところへ行こうと、その場で駆け足をする二体の【魔神】。とはいえ同時には顕現できないので、どちらも上半身しか出ていない。足踏みは俺の中でやっている。


    　双方から猛烈に引っ張られ、俺は体がちぎれそうになった。


    「痛でででで！　裂ける！　真っ二つに裂けるー！」


    　いけない。このままでは、人様の家で臓物を撒まき散らしてしまう。「この作品にはグロテスクな表現が含まれています」と年齢制限を設けることになってしまう。


    「お前らいい加減にしろ！　俺をこんな形で物語から退場させるんじゃ──」


    　俺が必死に喚わめいていた、その時。


    「──お姉ちゃん。騒がしいけど、どうしたの？」


    　襖ふすまがソロソロと開いて、杏花ちゃんが部屋にやってきた。何故かメイド服を着て。


    「ヌウ！　め、めいどダト!?」


    　その姿を見て、ようやくコントンが止まってくれた。いきなり負荷がなくなったことで、トウテツが勢い余ってすっ転ぶ。


    「あ、久し振りだねコントンさん。元気にしてる？」


    　メイド少女の可か憐れんな微ほほ笑えみに、コントンが「おぐう！」と心臓を押さえて仰のけ反ぞる。トレードマークのツインテールは、その衣装にすこぶるマッチしていた。


    「色々と心配をかけちゃってごめんなさい。でも、私ならすっかり元気になったよ」


    「きょ、杏きよう花かたん、その格好は……どうしたんだ？」


    　元のキャラに戻ったコントンに「お姉ちゃんから借りたの」と照れ笑いして、続き杏花ちゃんが俺へとお辞儀してくる。


    「小こ林ばやしさん、ご迷惑をかけてしまってすみません。私のせいで、こんなことになって……お体は大丈夫ですか？　きっと物凄すごく辛つらいんじゃ……」


    「いや、特に何ともないよ。今しがた裂けそうになったけど、それくらいだよ」


    「限界だと思ったら、すぐに言って下さいね。【魔神】を二体も宿してるなんて、本当はあり得ない状態なんですから」


    　その後。俺は仕切り直すように座ざ布ぶ団とんに座り、改めて火ひ乃の森もり姉妹と向かい合った。もちろん後ろに、鼻を伸ばしたダブル【魔神】を背負って。


    「杏花、その衣装どう？　私のだから、ちょっとサイズが大きいかな？」


    「うん。でも、コスプレって意外と楽しいね。お姉ちゃんの気持ちが分かった気がするよ」


    「でしょっ？　よかったら杏花も始めなよ！　衣装を共有できるし！」


    　仲睦まじく笑い合っている二人。相変わらずの姉妹愛だ。


    　ちなみに杏花ちゃんがメイド服に「おめかし」したのは、コントンのためだったらしい。心配をかけたお詫わびとしての、ちょっとしたサプライズとのこと。


    　それを聞いたオッサンは、感動に咽むせび泣いていた。何より杏花ちゃんに彼氏がいなかったことに、嬉うれし涙を流していた。どんな【魔神】だ。


    「ああ、今すぐにでも杏花たんの元に帰りてえ……出戻りてえ……」


    　背後でコントンのそんな独り言が聞こえたが、それはもう少し先の話だ。彼の力はまだ、三割ほどしか回復していない。


    　その間は宿主の生命力をズンドコ奪い続けてしまうのだ。それに耐えられるのは俺くらいのものだろう。耐えられちゃ駄目なのに。


    （再び杏花ちゃんに引き取ってもらうのは、コントンが完全回復してからじゃないと……というか俺の生命力って、『祝命の巫み女こ』より凄くねえか？）


    　顔をしかめる俺をよそに、火乃森姉妹は【魔神】たちを相手に会話を続けていた。


    「じゃあコントンとトウテツも知らないの？　あの顔と腕がたくさんある怪物のことは」


    「まあ、俺様も全員の使徒なんざ覚えちゃいねえが……あんなけったいな野郎はさすがに知らねえな。実際にやり合った手応えとしちゃ、将軍クラス以上って感じだったが」


    「でもよ、お前が引きちぎったバケモノの腕が、哦ガ坐ザ痢リになってたぞ？　やっぱ旦那の言う通り、アレって合体使徒なんじゃねぇか？」


    「使徒の王であるコントンさんとトウテツさんも知らないなんて……変な怪物さんだね」


    　話題は例の、謎なぞのバケモノのことだ。


    　二体目が現れたということは、また出てくる可能性はあるだろう。スケールダウンしてくれる分にはいいが、一体目よりスケールアップした奴やつが出現したら大変だ。その時はきっと、間違いなく、俺もバトルに駆り出される。


    （雪ゆき宮みやさんのことがあったから、ここ最近うやむやになっていたけど……やっぱり一度、何とかしてキュウキとアポを取るべきかもしれねえ）


    　あいつならバケモノのことについて、何か知っている気がする。


    　そもそも哦坐痢というトカゲ使徒は、キュウキの配下だったのだから。シズマの母親である麗レ斐イ墮ダを襲っていたところを、エルミーラさんに倒された使徒なのだから。


    　真ま面じ目めな空気になっていたところ、ふと龍りゆう牙がが手をパンと叩いて話題を変えた。


    「これ以上ここで頭をひねってても、怪物の件は仕方ないみたいだね。それじゃあ当初の予定通り、みんなで杏きよう花かの全快祝いをしようか」


    「おう！　俺様はそのために来たんだからな！」


    「何するのっ？　何するの龍牙たん！」


    　食いついた【魔神】たちに、龍牙がフフンと鼻を鳴らす。そしてスクッと立ち上がる。


    「もちろんコスプレショーだよ！　今日は特別に、杏花にも色々着てもらうから！」


    　コントンとトウテツが、「うおおおお！」と歓声を上げる。肩を組み、拳こぶしを突き上げて大興奮している。こんなときだけ団結しやがって……。


    「みんな、何かリクエストある？」


    「杏花たんのチャイナドレスが見てえ！」


    「ナース！　龍牙たんのナース！」


    「あと、巫み女こさんが見てえ！　髪はポニーテールに結い直してくれ！」


    「クノイチ！　龍牙たんのクノイチ！」


    　……もはやグダグダになっているが、一応こいつらは因いん縁ねんの宿敵同士だ。


    　太古より戦いの歴史を紡つむいできた、人類の味方と敵なのだ。決して一緒になってお祝いコスプレパーティーをする関係じゃないのだ。


    （この物語、本当に大丈夫なんだろうか……俺、友人キャラに戻れるんだろうか……）


    　どいつもこいつも完全に馴なれ合ってしまってるし、俺の存在はどんどんバトルパートに絡んでいく。雪宮さんとキュウキは、一向に話を進めてくれない。


    （俺はもう、端は役やくでいることはできないのか？　友人キャラなんて、俺には分ぶん不ふ相そう応おうな夢だったのか？　小こ林ばやし一いち郎ろうという男は所しよ詮せん……メインキャラがお似合いの人間だったのか？）


    　盛り上がっている一同に取り残され、俺は悲嘆に暮れる。


    　だが──この時の俺は、まだ知らなかった。


    　間もなく物語が、思わぬ形で進展を見せることを。燻くすぶりつつあった「友人キャラ魂だましい」が、再びメラメラと燃え上がることを。


    　雪ゆき宮みやさんの件。バケモノの件。【魔神】キュウキの件。


    　それら全てを吹っ飛ばしてしまう、衝しよう撃げき的なキャラとの邂かい逅こうが待っていたことを。
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    　翌日の月曜日。朝のホームルームにて、突然そのイベントは起こった。


    　担任の峰みね岸ぎしが教卓に両手を置き、俺たちに思わぬ報告をしてきたのだ。


    「え～……突然だが、今日からこのクラスに仲間が一人増えることになった」


    　何とウチの二年Ｂ組に、転校生がやってくるという。春先に転入してきたエルミーラさんに続いて、これで二人目だった。


    　どうしてこのクラスばかりに……という疑問はもっともだが、それは仕方がない。


    　何せ我がＢ組には、龍りゆう牙ががいるのだから。主人公がいるのだから。


    　転入生が来る場合、主人公のクラスでなければならない。それは世界の摂理だ。


    　同じ理屈で、テロリストが学校を襲撃してきた場合も、占拠するのは主人公のクラスでなければならない。これもまた摂理だ。


    （それにしても、また転入生ネタか……悪いがエルミーラさん以上のインパクトは、ちょっとやそっとじゃ与えられねえぞ。髪が七色で、下半身が馬くらいじゃねえと……）


    　そう懸け念ねんする俺をよそに、峰岸が「では入りなさい」と扉とびらの方向へ呼びかける。


    　すぐに扉がガラガラと開かれ、一人の生徒が教卓の横まで歩いてきた。颯さつ爽そうとした、規則正しい足取りで。


    　その人物を見て、にわかに教室内がざわめく。俺もその中の一人だった。


    （こ、こいつは……）


    　当たり前だが、髪色も下半身も普通だった。そして残念ながら男だった。


    　しかし。確かにそいつには──周囲をざわつかせるだけの存在感があった。


    　まず、物凄すごいイケメンだった。


    　長い前髪でほとんど目が隠れているが、間違いなく美形である。背が高く、足が長く、体つきからして運動神経も抜群だと思われる。


    　次に目を引いたのは、今どき珍しい白の学ラン。


    　おそらく前の学校の制服だろうが、俺はその学ランを知っていた。地元では最も偏差値の高い、私立白はく望ぼう義塾高校……まさかの近場から近場への転校だ。


    　さらに特徴的なのが、左手に填はめられた漆黒の革グローブ。


    　バイク乗りがよくしている、指先が露出したアレだ。制服が白いだけに、ひときわ目立っている。理由もなくカッコよかった。


    　そして何より──彼には華があった。


    　俺のような玄人くろうとでなくても、明らかに「こいつは只ただ者ものじゃない」と分かるオーラを醸かもし出していた。見る者を惹ひきつける吸引力があった。


    （まさかリューガ以外に、これほどスター性のある奴やつがいたとは……！）


    　心臓の鼓動が、バクバクと高まる。気付けば俺は、周りの女子たちより熱い眼まな差ざしで転入生を凝ぎよう視ししていた。


    　が、俺の興奮と驚きよう愕がくは、それだけで終わらなかった。


    「よろしくお願いする。名前は、天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とだ」


    　……何、だと。


    　天涼院、阿義斗？　そう言ったのか？　それは本名なのか？


    　うっかり源氏名を名乗ってしまったんじゃなくて？　ホストをしているのがバレて、白望義塾にいられなくなったとかじゃなくて？


    「峰みね岸ぎし教諭。席はどこだろうか」


    　天涼院に訊きかれ、担任の峰岸が慌あわてて席を指し示す。そこは廊下側の最後尾だった。


    　ちなみに窓側の最後尾は、龍りゆう牙がの席である。俺は中央列の、前から四番目である。振り向くと斜め後ろにエルミーラさんがおり、今もスヤスヤ眠っていた。転入生を無視して。


    「あそこの空いている机を使ってくれるか。もっと前の方がよかったか？」


    「問題ない」


    　事務的に言って、さっさと席に向かう天涼院阿義斗。そんな彼を、峰岸が戸惑ったように引き留める。


    「ま、待て天涼院。転校初日なんだし、みんなからの質問に答えたらどうだ？　まだ五分ほど時間に余裕があるから」


    「生あい憎にくだが、人前で話すのはあまり得意じゃない。打ち解けるべき者とは、そのうち打ち解けるだろう。数多くの知人より、たった一人の友人……私はそれを重視している」


    　つれない言葉と共に、自分の席へと行ってしまう天涼院阿義斗。


    　男子の誰かが「チェッ、何だか斜に構えた野郎だな」と悪態をついたが、ほとんどの女子たちはまだ彼に見とれていた。俺も見とれていた。


    （初日だというのに、この素っ気ない態度……あたかも『俺に関わるな』と言わんばかりの拒絶モード……かつてのリューガに通じるものがある）


    　そのビジュアル、そのオーラ、その名前。


    　間違いない。こいつは──主人公の器だ。


    



    　俺は早速ながら、休み時間になるたび天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とに接触しようと試みた。


    　だが、ことごとく失敗してしまった。彼の周りには常に女子たちが群がり、鉄壁のディフェンスで固められていたのだ。


    　頑張って分け入ろうとしても、女子たちの腕や肘ひじや尻しりによって、たちまち弾き出される。しまいには「小こ林ばやし、邪魔！」とデオドラントスプレーでシューッとされた。ゴキブリの気持ちが分かった気がした。


    「畜生、ミーハー女子どもめ……」


    　諦あきらめて龍りゆう牙がの元へ行くと、彼女は苦笑しつつ肩をすくめてきた。


    　さすがは元祖・主人公、余裕の態度だ。すでに数々の実績を残している先せん達だつとしての、年季と風格を感じさせる。


    「大人気だね、天涼院くん。今日はちょっと話しかけるのは無理なんじゃない？」


    「整理券でも配って欲しいもんだぜ」


    「あはは。相変わらず人懐なつっこいなあ。前から思ってたけど、一いち郎ろうって柴犬っぽいよね」


    　失礼な。こんないぶし銀の柴犬がいるものか。


    　こうなったら、トイレに行ったときを狙ねらうしかない。そこまでは女子もついてこれないだろう。用を足しながら会話をするのは、男のみに与えられた特権だ。


    「それにしても凄すごい名前だよね、天涼院阿義斗だなんて……思わず耳を疑っちゃったよ」


    　腕組みしながら、そんな感想を述べる主人公。お前が言うな。火ひ乃の森もり龍牙。


    「確か白はく望ぼう義塾高校って、ここから大して離れてないよね。なのにどうして転校してきたんだろ？　どうもワケありって感じがするけど」


    　だからお前が言うんじゃない。ワケありてんこ盛りのクセに。女の子である上に、『龍神の継承者』のクセに。


    （せめて今日のうちに、挨あい拶さつぐらいできないだろうか……もちろん最初は無下にあしらわれても構わねえ。まずは顔と名前だけでも覚えて帰ってもらえれば）


    　切なげに見詰める俺に気付かず、天涼院阿義斗は「ああ」とか「そうか」とか、女子たちの質問に無表情で対応していた。


    　どうも徹底してクールでスカしたキャラ設定らしい。俺にしてみればラッキーだ。お調子者の変態キャラを変える必要もないだろうから。


    （天涼院、トイレに立つんだ。俺にアプローチの機会を与えてくれ！）


    「ねえ一郎」


    （分かってる。そのキャラに放尿が似合わないことは。だが、ここは伏して頼む！）


    「一いち郎ろうってば」


    （絶対に覗のぞき込んだりしないから！　そこはちゃんと配慮するから！　だからトイレに、何とぞトイレに！　シーこいこい！　シーこいこい！）


    「こっち向きなさい！」


    　天てん涼りよう院いんの膀ぼう胱こうへ思念を飛ばしていたところ。龍りゆう牙がに思いっきり耳を引っ張られた。


    「痛でででで！」


    「天涼院くんのことはもういいから！　今はわた、俺と話してるんでしょっ？」


    　いつしか龍牙が、これでもかと不機嫌になっていた。しかも今、自分のことを「私」と言いかけた。一瞬だけ女の子バージョンに戻っていた。


    「おい、迂う闊かつだぞ。学校では細心の注意を払え」


    「一郎のせいでしょ？　何だよ、さっきから天涼院くんのコトばっかり見て……」


    　フグのように膨ふくれて、プイとそっぽを向く龍牙。


    　まさかヤキモチを焼いてるのか？　浮気を疑われているのか？


    「怒るなよ。主人公っぽい奴やつに惹ひかれてしまうのは、俺の習性なんだ。これは友人キャラの甲か斐い性しようだと思ってくれ」


    「そんなの知らないからっ。一郎って、誰とでもそうなりたいワケ？　友達になって仲良くしたいワケ？　ふ～ん、そう。そうなんだ」


    　俺は何を怒られてるんだ。こいつは男と女、どっちの立場から非難してるんだ。


    　もちろん俺だって、天涼院阿あ義ぎ斗とが龍牙を超える主人公だなんて思っちゃいない。


    　そして小こ林ばやし一郎は、「火ひ乃の森もり龍牙のバトルストーリー」の登場人物……その立ち位置は何があっても変わることはない。だって俺、【魔神】を二体も宿してるし。


    　でも、ちょっとくらいなら他の物語に出張してもいいじゃないか。ほんの息抜きに。別に本気で関わろうというわけじゃない。


    　今の俺は「龍牙の物語」において、かなりポジションが迷走している。正直なところ行き詰まっている。


    　それを投げ出すつもりはないが、今まさに目の前に、まともな友人キャラをやらせてくれそうな奴がいるのだ。少しだけリハビリしてもよくない？


    （束つかの間でいい、俺は普通の友人キャラをやりたいんだ！　端は役やくに飢えてるんだ！　この気持ち、光みつ彦ひこなら分かるだろ!?）


    　俺のそんな心の叫びは、最後の「光彦」の部分だけ声に出てしまっていたらしい。


    　途端に龍牙の眼光が、俺をジロリと射抜く。「光彦……？」と復唱してくる。


    「光彦って誰っ？　まさか俺の知らないところで、他にも親友を作ってたのっ？」


    「ご、誤解だ！　そうじゃない！　俺の親友はお前だけだって！」


    「その子にも同じコト言ってるんでしょ！」


    　俺の言い分も聞かず、龍りゆう牙ががデコピンの連打を浴びせてくる。さすがは『龍神の継承者』だけあって、こいつのデコピンは頭の芯に響く。


    「どうして！　そんなに！　節操が！　ないの！」


    「違う！　光みつ彦ひこは！　少年探偵団の！　光彦だ！」


    　デコピンのたびに頭を後ろに弾かれつつ、俺は懸命に釈明する。近くにいたクラスメートたちが「おい、またコバと火ひ乃の森もりがジャレ合ってるぞ」「あいつらホント仲いいよなあ」と呑のん気きに語り合っていた。


    　……その瞬間。ふと天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とが、一度だけこちらを見たような気がした。


    　俺を見たのか、龍牙を見たのか、それは分からない。あるいは勘違いだったのかもしれないし、単にコナンファンで光彦の名前に反応しただけかもしれない。


    　確認したかったが、すでに天涼院は女子たちへ視線を戻していた。表情は相も変わらずポーカーフェイスで、その心中は窺うかがい知れない。


    （普通に考えたら、リューガを見たんだろうけど……もしかしてシンパシーか？　同じ主人公として、同類の臭いを嗅かぎ取ったんじゃ？）


    　が、当の龍牙はそれに気付かなかったようで、腕を組んだまま再びプイとそっぽを向いていた。完全に拗すねていた。


    「俺、あまり天涼院くんのこと好きじゃない。何かちょっと気に入らない」


    「おい、大人おとなげないぞ。頼むから機嫌を直してくれ」


    「一いち郎ろうの親友は俺だもんっ。ぽっと出の子には負けないもんっ」


    　すまない天涼院阿義斗。


    　俺のせいで、先輩主人公からの不興を買ってしまった。特に何もしてないのに、お前が嫌われてしまった。


    「そ、そうだリューガ。今度の日曜、駅前のモールにあるケーキバイキングに行こうぜ。そのあとボウリングでもしようぜっ」


    「奢おごって」


    「え？」


    「全部奢って」


    　いつになく刺とげ々とげしい声の龍牙に、やむなく俺は「はい」と頷うなずいた。せめて七割負担くらいにして欲しかったが、今は逆らうべきではない。ここでゴネるのは愚策だ。


    　小遣いの前借り、魅ミ怨オンが承諾してくれるだろうか……。
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    　天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とという転入生の登場は、俺の「友人キャラ魂だましい」を大きく揺さぶった。


    　何とかお近付きになれないものか。メアドくらい交換できないだろうか。アギトと名前で呼ばせてくれないだろうか……そんな思いばかりが日増しに募つのっていく。


    　雪ゆき宮みやさんの体調不良でそれどころじゃないのは分かっているが、この湧わき上がる情動を抑えることは非常に難しかった。


    （とはいえ、あまり天涼院のことに夢中になってると、またウチの主人公がヘソを曲げちまうからな……さながらロミオとジュリエットの気分だぜ……）


    　転校初日も、次の日も、ミーハー女子たちのせいで俺は声すらかけられなかった。


    　しかし三日目。体育の授業のときにチャンスが訪れた。体育教師の桧ひ垣がきが、二人一組になってストレッチをするよう指示してきたのだ。


    「天涼院！　俺とストレッチやろうぜ！　筋という筋を伸ばし合おうぜ！」


    　幸いながら、天涼院とペアを組もうとする者は俺しかいなかった。彼はそのスカした態度と女子人気から、男子たちに距離を置かれているのだ。俺にしてみれば好都合この上ない。


    「お前は……小こ林ばやし一いち郎ろうだな」


    　そんな俺を値踏みするように検分しつつ、天涼院がボソリと呟つぶやく。


    　驚いたことに、俺の名前を知っていた。存在を認知されていた。


    「お、おう！　自己紹介はしてなかったはずだけど、知っててくれて嬉うれしいぜ！　これからヨロシクな天涼院！　ヨロシクついでに、アギトって呼んでいいか？」


    　抑よく揚ようなく「好きにしろ」と言い放ち、阿義斗は俺とのペアを了承してくれた。


    　きっかけさえ掴つかめれば、もはやこっちのものだ。今は邪魔な女子たちもいない。龍りゆう牙がはいつものごとく見学なので、教室で自習をしている。


    （俺とアギトに立ち塞ふさがる障害は、ここには何一つねえ……一気に距離を縮めてやる！）


    　俺はストレッチをしながら、ここぞとばかりに阿義斗と会話した。


    　九割方こちらが喋しやべるだけだったが、それでも彼は「ああ」「まあな」「馬鹿かお前は」と短いリアクションを返してくれた。


    　……いける。脈アリと見た。確か阿義斗は言っていた。「数多くの知人より、たった一人の友人を重視している」と。そのポジションは俺が頂く！　誰にも渡さぬわ！


    「なあアギト。そのグローブ、体育のときも外さないのか？　何か理由でもあるのか？」


    　阿義斗の左手には、今も漆黒のグローブが填はめられていた。授業中も、昼飯のときも、彼は一度もそれを取らない。


    　もしや暗黒の力でも封印しているのだろうか。紋章でも刻印されているのだろうか。


    　ひょっとして阿あ義ぎ斗とも、「異能バトル系の主人公」だったりして……もっと違うジャンルでもいいんだぞ？　スポーツ物とか、推理物とか。


    　俺の問いに、阿義斗がぶっきらぼうに返してくる。一人で勝手にストレッチしながら。


    「気にするな。趣味でベースギターをやっているのだが、見栄えがいいというだけの話だ。今では常にしていなければ落ち着かなくてな」


    　ふむふむ、趣味はベースと。


    「へえ。だったらもうすぐ文化祭だし、そこで演奏したらどうだ？」


    「学校の軽音楽部に入るつもりはない。かといって、ウチのメンバーを呼ぶわけにもいかないだろう。もとより我が『アポストロ』でしか、私は演奏する気がない」


    　ふむふむ、バンド名はアポストロと。


    　つまり彼は、バンド物の主人公なのか？　だとしたらボーカルであって欲しかった。偏見だろうけど、ベースは地味だ。むしろ俺がやるべきポジションだ。


    （いや、まだそうと決まったワケじゃねえ。初顔合わせの俺に、本当のことを言うはずもねえからな）


    　……それからミニサッカーが行われたが、俺と阿義斗はチョロっと参加したのみで、ずっとトークしていた。といっても、俺が一方的に喋しやべる形だったが。


    　お陰でチャイムが鳴る頃には、喉のどがカラカラだった。しかし期待以上の収穫を得られた。ファーストコンタクトとしては上々の成果だろう。


    （反省点があるとすれば、一度もアギトが笑わなかったことか。結構ボケを織り交ぜたはずなのにクスリともしねえとは……どうも特殊な感性を持ってるようだ）


    　そんな分析をしつつ、校舎へと戻りかけたところ。


    「──小こ林ばやし。お前は、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がと親しいのか？」


    　何と阿義斗の方から声をかけてきた。そして意外にも、龍牙の名前を出してきた。


    「ああ。高校からの付き合いだけど、あいつとは毎日つるんでるぞ。何だアギト、リューガに興味があるのか？」


    「……いや。気にするな」


    　そう言い捨てて、踵きびすを返してしまう阿義斗。長い前髪のお陰で、いまいち表情が読み取れない。ギャルゲーでこういう主人公を見たことがある。


    （やっぱりシンパシーを感じてるのかな？　何たって、火乃森龍牙だもんな……自分に比ひ肩けんする主人公的存在に出会ったのは、きっと初めてなんだろう）


    　とにかくこれで、足掛かりができた。あとは少しずつ打ち解けていくだけだ。


    　こうなってくると、かつて調べていた「校内で可愛いとされる女子生徒のリスト」を処分してしまったことが悔やまれる。


    　アレにはスリーサイズやパンツの色まで、詳細なプロフィールが綴つづられていたのに。役に立ったかもしれないのに。


    　……また作ろうかな。


    



    　それからの俺は、比較的苦もなく阿あ義ぎ斗とに絡めるようになった。


    　週も半なかばを過ぎる頃には、彼へ群がっていた女子たちも「これはお手上げだ」とばかりに寄りつかなくなっていた。結果的に阿義斗は、フリーでいることが増えたのだ。


    　さりとて、俺も頻ひん繁ぱんに話しかけることはできない。


    　まだ阿義斗は、俺にそこまで心を開いていない。側そばへ寄っていくと、基本的には迷惑そうな顔をする。加えて龍りゆう牙がの機嫌も悪くなる。


    （雪ゆき宮みやさんはまだ学校を休んだままだ。今のうちにアギトと打ち解けないと……雪宮エピソードが始まってしまったら、そっちに重点を置かなきゃならないだろうし）


    　そんな焦りを抑えながら、俺は地道に阿義斗とのコンタクトを続けた。もちろん龍牙の目を盗んで。


    　チャンスは龍牙がトイレに行ったとき、そして蒼あおヶが崎さきさんやエルミーラさんに捕まっているとき。その隙すきを突いて、俺はさりげなく阿義斗へ近付き、何気ない会話を交わす。


    「ようアギト。学校にはもう慣れたか？」


    「問題ない」


    「白はく望ぼう義塾に比べたら、授業が簡単で物足りないんじゃねえか？」


    「学習など、どこでやっても同じだ。学校で学ぶことなど知れている」


    「そんなお前にいいコトを教えよう。養護教諭・蛇へび塚づか先生の、今日のパンツの色だ！」


    「私はそんなものに興味はない。お前も大人になるんだな、小こ林ばやし」


    　一人称が「私」とは、昭和の仮面ライダーみたいな男だ。


    （やっぱり、こいつには主人公オーラがある。これまで観察してきて分かったが、アギトは俺が思っていた以上の逸いつ材ざいだ。深入りしちまうと危険なほどに……）


    　──阿義斗は秀才のクセして、授業をよくサボる。


    　どこに行っていたのかと訊きくと、「屋上で昼寝していた」と言う。非常に怪しいが、抜け出して確認することはできない。龍牙に叱しかられる。


    　──休み時間は大抵、何やら小難しい本を読んでいる。


    　辞書のごとき分厚い書物で、表紙には「レメゲトン」と書かれていた。Ｘ線についての本だろうか。意外と医者志望なのかもしれない。


    　──また、稀まれに独り言を呟つぶやいていたりする。


    　一度だけ聞き取れたのは、「言いたいことは分かる」「だが待って欲しい」みたいな、誰かと対話しているようなセリフだった。左手に宿った何かと話しているのかもしれない。


    （担任の峰みね岸ぎしも、実のところ転校理由をよく知らないようだし……明らかにアギトは只ただ者ものじゃねえ。昨日なんて、四メートルはある学校のフェンスを跳び越えて帰っていったからな）


    　あれは衝しよう撃げきだった。俺はそれを見て、阿あ義ぎ斗とが普通の高校生じゃないことを確信した。


    　あんな芸当ができるのは、龍りゆう牙がたちメインキャラくらいのものだろう。俺でもギリギリだった。足が引っかかるところだった。


    　めげずに下校する阿義斗を、ストーカーよろしく尾行していると。俺はさらなる衝撃シーンを目撃することになった。


    　それは彼が、ビルの建築現場を通りかかったとき。その頭上に鉄骨が落ちてきたのだ。


    　俺が息を呑のんだ瞬間──信じられないことに、阿義斗は鉄骨を受け止めてしまった。片手一本で、軽々と。昭和の仮面ライダーみたいに。


    （アレを見ちまったら、さすがにバンド物の主人公だとは思えねえ。てコトは……アギトは異能力者か？）


    　きっとそうなんだろう。彼は龍牙とは別口で、人知れず世界の平和を守っているヒーローなんだろう。龍牙とジャンルが被かぶってしまうが、そこは諦あきらめるしかない。


    　そもそも俺は日常パート以外で、阿義斗に絡むつもりは毛頭ない。彼がライダーだろうとセイントだろうと超ロボット生命体だろうと関係ないのだ。


    　これはあくまでリハビリなのだから。俺の本命は、火ひ乃の森もり龍牙なのだから。


    　心配なのは、お互いのストーリーがカチ合ってしまわないかということだ。そうなれば非常にややこしくなってしまう。


    　もし龍牙と阿義斗が共演するような展開があるとすれば、それは劇場版……一回限りのお祭り的な特別編だろう。他にも主人公が集結するかもしれない。


    （もしリューガより先に、アギトと出会っていたら……あいつ専属の友人キャラになっていたら……俺はどうなっていたんだろう）


    　そんな存在しない過去に、ふと思いを馳はせる。


    　が、どっちみち同じのような気がした。俺にトウテツが宿っていた以上、龍牙の物語に関わらないわけにはいかないんだから。


    （もうアギトの秘密を詮せん索さくするのはやめよう。絡むのは学校だけにしとこう。俺はリューガの物語のキャラなんだから……アギトの物語に【魔神】を持ち込むわけにはいかねえ）


    　──ようやく頭が冷えてきた頃には、すでに金曜日の朝。


    　今日も体育の授業があるので、龍牙を気にせず阿義斗と話せるだろう。ただし、当たり障りのない雑談に留とどめるつもりだ。お調子者の変態として。


    （アギトを笑わせることができたら、それで満足するとしよう。下へ手たにあっちのストーリーに関わったら、面倒なことになるもんな）


    　朝食のトーストにかじりつきながら、そんなことを考えていると。


    　テーブルの対面に座っている魅ミ怨オンが、時計を見上げつつ言ってきた。


    「一いち郎ろうくん。そろそろ学校に行かなくていいの？　もう八時前よ」


    「おっと、もうそんな時間か」


    　急いでトーストを平らげ、次いで目玉焼きに箸はしを伸ばす。すると。


    　目玉焼きに、黄身がなかった。くり貫ぬかれて白身のみとなっていた。


    「油断大敵でしゅ。一郎男爵」


    　隣にいる忌キ綺キがニヤリと笑ってくる。その口に黄身がついていた。


    　やられた。考え事をしていて、全く気付かなかった。
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    　間もなく家を出た俺は、阿あ義ぎ斗ととのトークのシミュレーションをしつつ学校への道を歩いていた。


    　傍かたわらには四車線の道路があり、ひっきりなしに車が通り過ぎていく。追い越していったバスの中に、ウチの生徒らの姿が見えた。


    （今日こそアギトを笑わせてやる。いかにあいつのツボが特殊でも、普遍的な笑いというものは必ずあるはず。それが苦笑だろうと失笑だろうと……笑わせれば俺の勝ちだ）


    　下準備はバッチリ。トウテツ相手に何度も練習をした。【魔神】からは「文化祭で漫才でもやるんですかい？」と言われた。


    （まさにアギトに始まって、アギトに終わる一週間になっちまったな。それもいいだろう。俺があいつにしてやれるコトは、これくらいしかないんだから）


    　と、その時。


    　後ろから小走りに駆けてくる足音がして、誰かが俺の横に並んできた。


    「一郎様、よかったらご一緒に登校しませんか？」


    　顔を確認する前に、声で呪ジユ理リだと分かった。


    　モデルのごとき長身のブロンド美女が、嫣えん然ぜんとこちらに微ほほ笑えんでくる。今は白衣を着ていないので、ブラウスをはち切らんばかりの爆乳がより目立っていた。


    「お前な、なるべく学校以外では接触しない約束だろ？　雪ゆき宮みやさんに尾行された件といい、ちょっと弛んでるんじゃないのか」


    　当然ながら、俺と蛇へび塚づか先生が同どう棲せいしているのはトップシークレットである。いつも時間をずらして別々に家を出るし、帰りだって呪理はわざわざ遠回りしているという。


    「たまにはいいじゃありませんか。たまたま途中で一緒になっただけだと言えば。他の生徒たちとも同伴出勤したことはありますよ？」


    「キャバ嬢みたいに言うんじゃない。仮にも先生ってのは聖職者だぞ」


    「はい。性職者です。なので学校以外でも接触をお許し下さい。このように」


    　そう言って、あろうことか腕を組んでくる蛇へび塚づか先生。恐ろしいことに俺の右腕が、その谷間にズッポリと埋まってしまった。何て深い峡谷だ！


    「やめろ！　歩きにくいだろ！　メインキャラに見られたらどうする！」


    「最近の一いち郎ろう様、夜よ這ばいを断るんですもの。ならば朝這いをするしかないかと」


    「そんな単語ねえよ！　早くこの乳固めを解け！」


    　楽しげにクスクスと笑い、程なく呪ジユ理リが離れてくれた。お陰で歩きやすくなったが、別の意味で歩行が困難なままだった。主に下半身の事情で。


    　何とか矛ほこを収めるべく、母親の顔を思い浮かべていると。


    　不意に後方からやってきた一台の車が、俺たちを通り越したすぐ先で停とまった。見ると路側に寄って、ハザードランプを点滅させている。


    　黒塗りで重厚なボディの、この辺ではあまり見かけない高級車……それが誰の車なのかを俺は知っていた。


    「あれって確か、雪ゆき宮みやさんの……」


    　そう。彼女が学校への送迎に使っている車だ。俺も何度か乗ったことがある。


    　ということは、今日から学校へ来るのだろうか？　と思いながら近寄ってみると、運転席のドアが開いて燕えん尾び服ふくの初老男性が出てきた。


    　白髪交じりだが、ポマードでキッチリと固められた頭髪。綺き麗れいに整えられた口髭ひげ。そして日本人離れした、彫りの深い顔立ち。


    　果たしてそれは、セバスチャンさんだった。


    　雪宮さんの世話役でありお目付け役である、ダンディーな執事さんだった。


    「小こ林ばやし様、おはようございます。壮健そうで何よりです」


    　恭うやうやしく頭を下げ、低音ボイスでそう挨あい拶さつしてくるセバスチャンさん。おそらく五十代だと思われるが、腹は全く出ていない。むしろ筋肉質だといっていい。


    「おはようございますセバスチャンさん。雪宮さん、今日から学校に復帰するんですか？」


    「いえ。汐しお莉りお嬢様は、まだしばらくお休みさせて頂くことになるかと……今も自宅にて静養なされております」


    　それではセバスチャンさんは、どうしてこんな所にいるのだろう？


    　雪宮さんの家は、ここから車で三十分くらいかかる。送迎以外で彼がこの辺りに来る理由はないはずだが……。


    「小林様。本日は、貴方あなたをお迎えに上がった次第でございます」


    「え？」


    「甚はなはだぶしつけではありますが、このまま雪宮邸ていにご同行を願えないでしょうか。そして、お嬢様に会って頂けないでしょうか」


    　唐突な招しよう聘へい要請に、俺は如によ実じつに鼻白む。横では呪ジユ理リもポカンと呆ほうけていた。


    　……マズいことになった。このまま誘いに応じれば、二時限目の体育に間に合わないかもしれない。徹夜して練り上げた「アギトを笑わせよう作戦」が、水すい泡ほうに帰きしてしまう。


    　いや、それよりも重大な問題がある。これは間違いなく──雪ゆき宮みやさんエピソードが本格始動したということだろう。俺はまたそこに、いの一番に巻き込まれようとしている。


    （できれば断りたい。俺じゃなくてリューガを誘ってもらいたい。でも何か……断れる雰囲気じゃねえ）


    　セバスチャンさんの表情には、どこか切羽詰まるものがあった。落ち着いた物腰からは分かりにくいが、何やら酷ひどく困っているように感じる。


    「どうかお願い致します小こ林ばやし様。これは──小林様にしかご相談できないことなのです」


    「小林くんが行くというなら、私も同行させてもらいますが、よろしいかしら？」


    　そこで呪理が一歩踏み出し、セバスチャンさんに言った。


    　初老執事の目が、初めて彼女を見る。会話に割り込まれたことが気に障ったのだろうか、まるで彼のものとは思えない、冷たく鋭い眼まな差ざしだった。


    「……貴女あなたは？」


    「央おう明めい高校の養護教諭・蛇へび塚づかよ。私も雪宮さんのことは心配しています。是非とも容態を確認しておきたいわ」


    「蛇塚……」


    　気のせいか、二人の空気がピリピリしている。互いを警戒するように、しばし剣けん呑のんに眼光をぶつけ合う。どちらも明らかに「らしくない」態度だった。


    　が、ややあって折れたのは、セバスチャンさんの方だった。


    「……致し方ありません。こちらとしては、揉もめている時間が惜しい。では蛇塚様も、ご一緒に車へどうぞ」


    　そんなこんなで、なし崩し的に雪宮邸ていへ行くことが決定してしまった。


    （ああ、やっぱりこうなっちまうのか……でもこれ以上、雪宮さんエピソードを遅らせるのもよくないしなあ……）


    　諦あきらめの境地で後部座席に乗り込もうとしたとき。ふと呪理の呟つぶやきがボソリと聞こえた。


    「あの男……」


    　未いまだ険けわしい表情をキープしたままのキングコブラ使徒は、運転席へと戻るセバスチャンさんをじっと見詰めていた。まるで敵を睨にらむように。


    　何がそんなに気に入らないんだろうか。オジサマは趣味じゃないんだろうか。


    



    　それから約三十分後。


    　自然公園のごとき私有地を抜けて、車は雪宮邸に到着した。


    　いつ来ても非常識なまでに巨大な洋館が、俺たちを出迎える。下へ手たをすると学校よりもでかいかもしれない。俺が住人なら、とりあえず屋内専用の自転車を買うだろう。


    （ここなら俺の家と違って、配下の使徒がどれだけ増えても部屋が余るだろうな。さすがは天下の雪ゆき宮みやグループ……）


    　毎度のように気後れすると同時に、今回の俺は気疲れもしていた。


    　その理由は、呪ジユ理リとセバスチャンさんだ。道中の車内でも、二人がずっとピリピリしていたからだ。


    　会話の一切ない、ひたすら重い沈黙だけが続くドライブだった。しかも二人は、時おりバックミラー越しにガンを飛ばし合うのだ。お互いを牽けん制せいするかのごとく。


    （全く、何だってんだよ……あれが初対面の大人同士のするコトか？　俺まで緊張して、車酔いしちゃったじゃねえか）


    　このバッドコンディションで、もし雪宮さんの手料理を食わされたら……俺は確実にリバースする自信がある。朝食のトーストと、目玉焼きの白身ごと。


    　いや。いっそのこと、そんな用件であってくれた方がいいのかもしれない。


    　つまり雪宮さんは、料理が作れるほど元気だということだ。用事は単なる毒味だったということだ。まあ、そんな都合のいい展開など、今まであったためしはないのだが。


    「それでは、どうぞこちらへ」


    　先行するセバスチャンさんに従い、俺と呪理がやってきた部屋には──しかし雪宮さんの姿はなかった。


    　中央にソファーと長机が置かれた、応接室のような場所だ。全てがヨーロッパ風の調度で統一されており、どれもかなり高価っぽい。奥にはもう一つドアがあり、そこから寝室が垣かい間ま見えていた。


    　聞けばここは、セバスチャンさんの私室だとのこと。


    　雪宮グループともなると、執事さんでもこれほど豪華な部屋に住めるのか。


    「汐しお莉りお嬢様の私室は、この隣でございます。ただその前に、お断りしておきたいことが」


    　入室するや否いなや、セバスチャンさんがこちらへ告げてくる。有う無むを言わさぬ、キッパリとした口調で。


    「会って頂くのは、小こ林ばやし様のみでございます。残念ながら蛇へび塚づか様には、ここでお待ち頂くことになります」


    「どういうことかしら？　私もあの子の様子を見るために来たんだけど」


    「蛇塚様を呼ぶようには、仰おおせつかっておりませんので」


    「それで納得すると思う？」


    　またしても両者の間に、張り詰めた空気が流れる。というか、もはや殺さつ伐ばつと形容していいだろう。今にも取っ組み合いが始まりそうな雰囲気だった。


    　だから何でそんなに不仲なんだよ！　前世で殺し合いでもしたのか！


    「……お前をつれてきたのは、別の理由だ」


    　と、セバスチャンさんの言葉遣いが変わった。


    　かつて見たことのない、それは俺が全く知らない彼だった。


    「幻げん将しよう・呪ジユ理リ。お前は黙ってここにいろ。死にたくなければな」


    　──次の瞬間、セバスチャンさんから凄すさまじい邪じや気きが放出される。思わずたたらを踏んでしまうほどの、濁流のごとく強烈で凶悪な邪気だった。


    「なっ!?　なっ!?」


    　これはどういうことだ？　何でセバスチャンさんが邪気を発散させている!?　しかも何で蛇へび塚づか先生の正体を知っている!?


    （え、もしやこの人って、そうなのか？　使徒なのかっ？　単なるベタな名前のテンプレ執事じゃなかったのか!?　お嬢様キャラのオプションじゃなかったのか!?）


    　俺が惑わく乱らんに陥おちいる一方、呪理は微動だにせず邪気を受け流している。俺はここに至って、彼女がやたらピリピリしていた意味を理解した。


    　そうか。呪理は気付いていたのだ。セバスチャンさんの正体を。


    　彼が──自分の同胞だということを。


    「やっぱり貴方あなた、屡ル贄ニエだったのね。人間体を見たのは初めてだから分からなかったわ」
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    　長いブロンドをザワザワとうねらせて、キングコブラ使徒が顎あごをしゃくる。次いで俺に忠告をよこしてくる。


    「一いち郎ろう様、お気をつけ下さい。この男は戮りく将しよう・屡ル贄ニエ……『奈な落らくの八はつ傑けつ』において最強と呼ばれた将軍使徒です」


    　八傑において最強？　それって要するに、使徒の中で最強ということでは？　セバスチャンさんが？　このロマンスグレーが？


    「屡贄。どうして貴方あなたが、雪ゆき宮みや汐しお莉りの執事なんてやっているの？　何百年も前から行方ゆくえ不明だと聞いていたけど」


    「私の行動理念は、ただ一つ。お前も将軍使徒ならば知っていよう」


    「そうね。戮将・屡贄が仕える【魔神】様は、いかなるときもトウコツ様のみ……その貴方が雪宮汐莉に仕えているということは──」


    「そういうことだ。故ゆえに、お前には会わせられぬ。トウテツ様に従うお前は、すなわちトウコツ様の敵ということになるからな」


    　ちょっと待て。待ってくれ。


    　一いつ触しよく即そく発はつのところ悪いけど、状況を整理させてくれ。


    【魔神】トウコツ。それは『奈落の使徒』の王たる、四凶の一体だ。この物語におけるラスボスの一人だ。


    　コントン、トウテツ、キュウキ、そしてトウコツ──太古より人類を脅おびやかしてきた、単体でも人間界を滅ぼせる戦闘力を有した、恐るべき【魔神】たち。


    　その最後の一体が。第四部のラスボスを務めるはずの【魔神】が。トウテツと微妙に紛まぎらわしい名前のソイツが。


    　すでに復活しているってことか？　まだキュウキを処理してないのに？


    （それはマズいだろ……シリーズ構成が無茶苦茶になっちまうじゃねえか……今って、第何部なんだ？　第三部のキュウキ編じゃなかったのかっ？　ちゃんと順番を守ってくれ！）


    　……違う。そうじゃない。


    　本当に危き惧ぐせねばならない点は、もっと他にある。


    　セバスチャンこと屡贄は、【魔神】トウコツに忠誠を誓っている将軍使徒とのこと。そして彼は、俺を迎えにきた。「お嬢様に会って頂きたい」と。


    　最近の雪宮さんは、極度に体力を失っていた。異能力さえ発動しないほどに。


    （それはつまり、【魔神】トウコツの器は……）


    　俺の脳裏に、先日の龍りゆう牙がの言葉が蘇よみがえる。


    　──汐莉の状態を見てると……嫌なことを思い出しちゃうんだよね。


    　──前にも似たようなことがあったでしょ？　コントンが復活したとき、ウチの杏きよう花かもいきなり体調不良に──


    　全身に嫌な汗をかいている俺をよそに、戮りく将しよう・屡ル贄ニエが言い放つ。もはや以前のキャラクターとはすっかり趣おもむきが異なる、不ふ遜そんで威圧的な態度だった。


    「呪ジユ理リ。お前は付き添いではなく人質だ。では小こ林ばやし様、お一人で隣室へお向かい下さい。そこで我が主あるじがお待ちです」


    「…………」


    「くれぐれも物騒な行動はお控え願います。その時は──人質の命は保証致しかねます」


    　ヤベえ。雪ゆき宮みやさんエピソード、とんでもない展開をぶっ込んできた。


    　四し神じんの【白びやつ虎こ】だけでなく、【魔神】をその身に宿していた。ある意味で俺と同じく、「神様の二体持ち」だった。


    　そりゃ最後に回されるわけだ。


    



    　　　　　　　　　　３


    



    　雪宮汐しお莉りが、【魔神】トウコツの器だった──


    　セバスチャンさんは、そのトウコツに仕える『奈な落らくの八はつ傑けつ』の一人だった──


    　いきなり突きつけられた驚きよう愕がくの事実に、俺はしばし硬直してしまった。部屋の片隅に置かれてある、大理石の立像と同じように。


    （まさか俺以外に、宿主の掛け持ちができる人間がいたなんて……）


    　しかもその人物が、メインキャラたる四神の中にいたとは。


    　確かに治ち癒ゆ能力に特化した【白虎】の継承者は、本人の生命力も桁けた違いだという。ヒロインキャラが【魔神】の依より代しろにされてしまう展開は、アリといえばアリなんだろう。


    　だが。この物語に限っては違う。それをやるには、あまりにワンパターンな展開を重ね過ぎてしまった。


    　これまで【魔神】の器になってきたのは、杏きよう花かちゃんと俺。


    　すなわち「主人公の妹」と「主人公の親友」である。


    　その次が「主人公の仲間」とくれば、身内ばっかりでラスボスを回している形になってしまう。作者の引き出しのなさを疑われてしまう。


    （しかも雪宮さんが敵に回れば、リューガたちは究極の必殺技が放てなくなる）


    　守護神が五神合体した、『みんなでドン（名称の変更希望）』──第一部のコントン、第二部のトウテツを葬ほうむってきたあの技が、使用不可になってしまうのだ。


    　ちなみに全メンバーが揃そろっていなくても、『みんなでドン』は発動できる。第一部では黒くろ亀がめさんを欠いた状態で、コントンを討ち果たすことに成功した。でも。


    （今さら不完全な『みんなでドン』を誰が見たいというのか？　普通は必殺技って、スケールアップしていくもんだろ？）


    　これは大幅なスケジュール変更が必要かもしれない。


    　第三部のラスボスを、キュウキからトウコツに入れ替えねばならない。そして早いとこ雪ゆき宮みやさんに戻ってきてもらわねばならない。


    （まさか敵への寝返りネタが、エルミーラさんじゃなく雪宮さんだったとは……）


    　動揺しつつも、俺がプラン調整に頭を悩ませていたところ。


    　傍かたわらにいる呪ジユ理リが、凄すさまじい邪じや気きを発散させた。


    「うおっ！　お前もかよ！」


    　セバスチャン改め屡ル贄ニエのそれに劣らぬ、強大で禍まが々まがしい邪気だった。風圧で部屋の隅まで飛ばされた俺は、思わず大理石の立像に抱き着いてしまう。


    　互いの邪気が、室内で海流のごとくぶつかる。もはや憚はばかることなく敵意、害意、殺意を撒まき散らし、渦を巻いて絡み合う。


    「私が人質？　舐なめてくれるわね。たかが八はつ傑けつごときが、三さん姫きの長女を止められると思っているの？」


    「やめておけ呪理。お前では私に勝てぬ。誇りなき使徒など、この屡贄の敵ではない」


    「誇りがない？　ずいぶんな言い草ね」


    「そうであろう。その時代に復活した【魔神】様によって、コロコロと主君を変える……それはお前たちに使徒の誇りがない証左だ」


    「ご復活なされた【魔神】様にお仕えするのは、使徒として当然のことでしょ」


    「私は違う。この戮りく将しよう・屡贄がお仕えするのは、いかなるときでもトウコツ様のみ──それが私の誇りだ」


    「頑固ジジイなだけじゃないの？　配下というよりストーカーね」


    　もはや対話は無用とばかりに、両者が床を蹴けろうとした直前。


    　俺はすんでのところで転がり込むように間へ割って入り、そのバトルを制止した。


    「待て！　こんなトコで戦うんじゃねえ！　仮にも養護教諭と執事が！」


    　将軍クラスの二人がやり合えば、双方ともただでは済まない。この館には、約三十人の使用人が暮らしていると聞いている。騒ぎを起こせば誰かが駆けつけてくるだろう。


    　それに雪宮さんは、否いな、【魔神】トウコツは、俺と会うことを希望している。その意図も分からないうちから敵対するのは早計だ。


    　残念ながらこの役目は、やはり龍りゆう牙がでは駄目だったのだ。【魔神】の器である、俺でなければならなかったのだ。


    「呪理、頼むからおとなしく待っててくれ。俺はとにかく、雪宮さんに会ってくる」


    「しかし、一いち郎ろう様」


    「それでいいんだろ屡贄。その代わり、呪理にお茶くらい出してやってくれるか」


    　俺の言葉に、ややあって屡贄から邪気が消える。


    　彼は一度だけ呪ジユ理リを瞥べつ見けんしたのち、こちらへ慇いん懃ぎんに頭を下げてきた。


    「……かしこまりました。我が主あるじの要望をお聞き入れ下さり、まことに恐縮でございます」


    　我が主。


    　彼がそう称した存在が、長年仕えてきた雪ゆき宮みや汐しお莉りではないことに──俺は何とも言えないわだかまりを感じた。


    



    　それからすぐに部屋を出ると、俺は雪宮さんの私室へと向かった。


    　隣といっても、普通の家と同じように考えてはいけない。ドアの前に到着するまで十秒もかかってしまった。


    （今この中にいるのは……雪宮さんであって雪宮さんじゃない。【魔神】トウコツだ）


    　宿主を兼任できる雪宮さんは、確かに驚異的な精神力・生命力の持ち主なのだろう。が、さすがに『折しやく伏ぶく』まではできていないことは、すでに屡ル贄ニエから確認を取ってある。


    　つまり雪宮さんは今、意識を乗っ取られた状態ということだ。


    　思えば彼女が「別人みたいなときがある」と噂うわさされていたのは──そういうことだったのだろう。それはきっと、トウコツが出てきていたのだろう。


    （俺に何の用事があるのかは知らねえけど……こうなった以上、俺にもトウコツと話しておきたいことがある）


    　まず、どうして勇み足で復活しちゃったのかを問い詰めたい。次に、すぐにでも動き出すつもりなのかを確認したい。そして、負けたときには「龍りゆう牙がサイドに助力する存在」となってもらえるよう談合を結びたい。


    （雪宮さんの体調不良が、【魔神】の復活する前兆だったなら……おそらくトウコツはまだ目覚めて間もないはず。本調子じゃない今のうちに、こちらの要求を呑のませてやる！）


    　念のため自分の中に声をかけてみたが、トウテツとコントンは眠っているようだった。


    　この一大事に、何て呑のん気きな……と思ったが、まあいいだろう。もしもバトルになってしまったときは、嫌でも飛び起きてくるはずだ。多分。


    （よし、行くぜ）


    　いささか緊張した面おも持もちで、ドアをノックしてみる。


    　すぐに中から「どうぞ」と返事があった。それは雪宮さんの声だったが、【魔神】トウコツが応えたものだと思われる。


    　恐る恐るドアを開け、中へと足を踏み入れると……想像していた通り、呆あきれるほど広く、絢けん爛らんな内観だった。石油王の部屋かと思った。


    　頭上に空中都市のようなシャンデリアが三つもぶら下がっている。キングサイズのベッドには天てん蓋がいがついている。テレビは教室の黒板の倍近くあり、勉強机は勉強ではなく国務でもするのかというくらい巨大だった。


    （この館には何度も訪れてきたが、雪ゆき宮みやさんの私室に来るのは初めてだ。ここまでのセレブだったのか……部屋に噴水付きの池まであるとは……）


    　早くも呑のまれてしまった俺の、三メートルほど前方。


    　ちょうど部屋の中央辺りに、雪宮さんは立っていた。学校の制服姿のまま、うなだれるように下を向いて。


    　しばらく待ってみたが、リアクションが何もない。俺はドアを閉めると、意を決して彼女へと数歩近付いた。


    「えっと、トウコツでいいのかな？　それとも……もしかして雪宮さん？」


    　思わずそう訊きいてしまったのは、相手に全く【魔神】らしさがなかったからだ。


    　正直、拍子抜けだった。いきなり胸ぐらを掴つかまれ「ワシが【魔神】トウコツや！　オンドレが小こ林ばやしか！　おう、調子コイとったらイテまうど！」と凄すごまれる覚悟をしていた。そんな雪宮汐しお莉りを、心のどこかで期待していた。


    　が、目の前にいる彼女は、一見する限りは普段と変わらずしおらしい。


    　両手を前で組み、しきりにモジモジしている。うつむいた顔は、何な故ぜだか紅潮しているように見えた。


    「君は──どっちなんだ？」


    　改めて尋ねたところ、ようやく雪宮さんが顔を上げた。


    　しかし俺と目を合わせようとせず、視線を宙に泳がせている。モジモジを加速させ、桜色の唇くちびるをキュッと噛かみ締めている。


    　これが本当に【魔神】なのか？　邪じや気きどころか、覇は気きにも元気にも欠けている。いや、油断はできない。こちらの出方を窺うかがっている可能性もある。


    「とりあえず挨あい拶さつさせてもらうぞ。俺は小林──」


    「は、はずめますて……【魔神】トウコツだす」


    　…………え？


    　ペコリと一礼してきた雪宮さんに、俺はフリーズしてしまった。やっぱりトウコツらしいのだが、口調が変だった。物凄く訛なまっていた。


    「よろしくお願いするだ。気さくに『トッコちゃん』って呼んでけろ」


    　気のせいじゃなかった。訛ってた。頼むから気のせいであって欲しかった。


    （何か別の意味で、猛烈に悪い予感がしてきた……）


    　どうやらトウコツは、女性の【魔神】みたいだ。四凶の紅一点ということか。


    　それは大いに結構なのだが、思ってたのと違う。【女魔神】であるからには、もっと高飛車なキャラがよかった。破壊と殺さつ戮りくにエクスタシーを覚えるような。


    「さっき隣の部屋で、強い邪気を二つ感じたけんど……屡ル贄ニエが何か失礼なコトをしなかったべか？　もう一つの邪気は、もしかして呪ジユ理リちゃんだべか？」


    　繰り返すが、思ってたのと違う。そりゃトウテツやコントンだって大概だけど、これはとりわけ、ひときわ、なかんずく違う。


    　俺の背中に、冷たい汗が伝う。「だす」「だべ」「けろ」……それらは全て【魔神】のＮＧワードと言っていい。呪ジユ理リに「ちゃん」をつけるのも頂けない。


    　これが、最後の【魔神】？　この純朴そうな、牛ベコでも飼ってそうな少女が？　俺はこいつに第四部の、大トリのラスボスを任せようとしていたのか？


    　カラカラに干上がった声で、俺は念を押して確認する。


    「えっと……トッコちゃん？」


    「んだ」


    「君は……【魔神】トウコツ？」


    「んだ」


    「ご出身はどちら？」


    「異界だす」


    　いちいち律りち儀ぎに頭を下げてくる【魔神】。雪ゆき宮みやさんの姿でそんなモッサリした返事をしないで！　人気が落ちちゃう！


    「君は四凶の一体なんだよな？　太古より人類を脅おびやかしてきた、単体でも人間界を滅ぼせる戦闘力を持った、恐るべき【魔神】なんだよな？」


    「そうだす。だども、とっくに懲こりただ。もう人間とは揉もめたぐねえだ」


    「…………」


    「これからは人間と共存して、静かに暮らしていぐつもりだ。一いち郎ろうどんも賛成だべ？　どうぞ仲良ぐしてけろ」


    　……ヤベえ。エラいのが出てきた。


    　最後に残ってた【魔神】、一番弱そうだった。


    　しかも一番やる気がなさそうだった。


    （大変なことになった……これはアカン。絶対にアカン……）


    　軽く目め眩まいがして、俺がフラリとヨロめいた瞬間。


    　いきなり俺の背後に、トウテツとコントンが並んで顕けん現げんした。同時に出てきているので、例によってどちらも腰の辺りまでだが。


    　期せずして、三体の【魔神】が一堂に会する形となる。王たちはキョトンと目を丸め、しばし互いを見詰め合っていた。


    「お？　まさかお前って、トッコか？」


    　数秒後、そう言ったのはトウテツだった。続いてコントンが無精髭ひげを撫なでつつ頷うなずく。


    「間違いねえな。こりゃまた懐なつかしい顔に会ったもんだぜ。これで同じ時代に、全ての四凶が揃そろったワケだ」


    　一方のトウコツは、つぶらな瞳ひとみに驚きよう愕がくを浮かばせて、ウチの「オッサンの方」を刮かつ目もくしていた。姿が雪ゆき宮みやさんなので何ともややこしい。


    「あんれ、トンちゃん!?　なしてこげなトコさいるだ！　一いち郎ろうどんは、テッちゃんの器じゃなかっただか!?」


    「色々あって、今はテッちゃんとシェア中だ。この坊主、凄すげえんだぞ？　【魔神】を二体も宿せるなんざ、前ぜん代だい未み聞もんにして空前絶後だ」


    「ほえ～……一郎どんって、とんでもねえお人なんだなあ……」


    「俺様が大丈夫だったんだ。試しにトッコも来てみるか？」


    「や、やんだ！　トンちゃんやテッちゃんと同居なんてできねえだ！」


    「がはははは。相変わらず人見知りな奴やつだぜ」


    　薄々と危き惧ぐしていたことだが、【魔神】らしさの欠片かけらもない会話だった。隣の部屋で殺さつ伐ばつとしている配下たちとは大違いだ。


    　というかお前ら、ニックネームで呼び合うんじゃない。あとトウコツ改めトッコちゃん、できれば「一郎どん」はやめてくれないか。


    「んだば、トンちゃんとテッちゃんは、すっかり仲直りしたんだか？　もしかしてキュウちゃんともお友達になる気だか？」


    　トッコの問いに、今度はトウテツがぶっきらぼうに答える。


    「あいつは別だ。シズマを狙ねらった上に、家にカチコミかけてきやがったからな」


    「喧けん嘩かはよぐねえだよ。オラよりも、キュウちゃんに引っ越しを勧めてみたらどうだべ？　一郎どんを宿主の三冠王にするだ」


    　とんでもないことを提案する【モッサリ魔神】。おいやめろ！　他ひ人と事ごとだと思って滅多なことを言うんじゃない！　あとキュウキを漬け物みたいに呼ぶんじゃない！


    　そこでトウテツが、トッコをしげしげと観察しながら「それにしても」と話題を戻す。


    「おいトッコ。どうして雪宮なんかに憑ついてんだよ。そいつの料理がクソ不ま味ずいと知ってのことか」


    「知らねえだ。これには肥こえ溜だめより深いワケがあるだ。そもそもオラは、最初から汐しお莉りちゃんを器にしてたわけじゃ──」


    　その時。屋敷全体がズズンと揺れた。


    　地震かと思ったが、そうではなかった。揺れは一度きり。しかもその震源地は──明らかに隣の部屋だった。


    　俺とトッコが、同時にハッとする。何が起こったのかなど考えるまでもない。漂ってくる獰どう猛もうな邪じや気きから明白だ。


    「呪ジユ理リとセバスチャンさんが、またバトルを……！」


    「と、止めるべっ」


    　ひとまず会談を中断し、俺たちは隣室へと急いだ。


    「全く屡ル贄ニエったら、あれほど他の使徒と仲良ぐしろって……」


    　頬ほっぺを膨ふくらませてプンスカしている雪ゆき宮みやトッコには、やっぱり【魔神】の恐ろしさなど微み塵じんもなかった。
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    　それから十秒と経たず。


    　隣室に飛び込んだ俺たちが見たのは、案の定バトルをおっ始めようとしている呪ジユ理リと屡贄の姿だった。


    「消えなさいムッツリ執事。せっかくだから最強使徒の称号、私が貰もらってあげるわ」


    「消えるのはお前だ淫いん猥わい教諭。じきに魅ミ怨オンと忌キ綺キも送り届けてやろう」


    　すでに使徒の姿となっている二人の将軍に、間一髪で待ったをかける。


    　ラミアのごとく下半身が大だい蛇じやと化している呪理に対し、屡贄は六本腕の異容だった。あとで聞いたところ、彼のモチーフはオニグモ型だとのこと。両足を入れて八本ってことか。


    「おい呪理、やめろって！　またお前の悪い癖が出てるぞ！　使命感で突っ走るのは、もうナシにする約束だろ！」


    「屡贄もやめるだっ。悪い子はナマハゲにつれていかれるだよっ」


    　トッコだけでなく、俺の背後にトウテツとコントンまでいるのを見て、二人はすぐさま人間体に戻った。同時にその場へ片膝ひざをつき、深々と頭こうべを垂れてくる。


    「も、申し訳ありません。この呪理としたことが、【魔神】様たちの前で醜しゆう態たいを……」


    「この屡贄めも、いささか戯たわむれが過ぎたようでございます。どうぞ罰をお与え下さい」


    　とにかく場が収まると、そのまま応接室にてトッコとの会話を再開することにした。


    　俺とトッコがテーブルを挟んで向かい合うように座ると、間もなく屡贄がお茶を出してくれる。次いで彼はトッコの傍かたわらに直立し、それきり押し黙ってしまった。同じく俺の傍らに直立する呪理と、相変わらずガンを飛ばし合っていたが。


    「それじゃあトッコ。話の続きをしようか」


    　お茶をズズズとすすりつつ、「すんべすんべ」と頷うなずくトッコ。


    　つくづく学園のアイドルたる王道ヒロイン・雪宮汐しお莉りにあるまじき返事だった。こりゃクラスメートに噂うわさされて当然だ。


    「改めて訊きくけど、どうしてよりによって雪宮さんを器に選んだんだ？　さっき『深いワケがある』って言ってたよな？」


    「……オラが汐莉ちゃんに憑ついたのは、つい半年ほど前のことだべ。ずっと汐莉ちゃんに宿ってたワケじゃねえだ」


    　半年前？　そんな最近？　ということは、それまでは別の人間を器にしていたのか。


    （もしやセバスチャンさんが雪ゆき宮みや家の執事をしていると知って、引っ越してきたのか？　確かこの人、雪宮グループに勤務して二十年以上だったはずだし……）


    　ふと屡ル贄ニエと視線が合うと、彼は俺の思考を察したのだろう。トッコに「どうか発言をお許し下さい」と断りを入れてから、いつもの調子で語り出した。


    「我が主あるじのことを話す前に、まず私が雪宮家にいる経緯を説明させて頂きましょう。そちらの方が、小こ林ばやし様のご理解もお早いかと……よろしいですか？」


    　俺が頷うなずくと、一度コホンと咳せき払いするオニグモ執事。


    「先ほども申し上げました通り、私がお仕えするのは【魔神】トウコツ様のみ。ですが三百年前、我が主が火ひ乃の森もりとの戦いに敗れ、眠りについた際……誰がその器なのかが分からなくなってしまったのです」


    「…………」


    「そこで私は一いつ旦たん、僅わずかに残った部下と共にヨーロッパへと身を隠すことにしました。追ってきた【朱す雀ざく】の継承者によって、部下は全て討たれてしまいましたが」


    　ああ、そこに繋つながるのか。


    　エルミーラさんのご先祖は、ヨーロッパに逃げた使徒を追って日本を離れ、現地でヴァンパイアの血族と融合したと聞いている。


    　つまりエルミーラさんがヴァンパイアなのは、セバスチャンのせいだったことになる。


    「それから長い年月が経ち、そろそろほとぼりの冷めた頃合いだろうと判断した私は、フランス人と偽いつわって日本に戻って参りました。そして──」


    「セバスチャンと称して、雪宮家に潜り込んだと？」


    「はい。理由は二つございます。一つは【白びやつ虎こ】を伝える雪宮家の監視……ここにいれば、火乃森家や他の四し神じんの動向も把握できるだろうと考えました」


    「もう一つは？」


    「もちろん、トウコツ様の器となっている人間を捜すためです。雪宮グループの情報網に期待したのですが……そちらは思惑が外れてしまいました。私は二十年以上、トウコツ様を発見することができなかったのです」


    「じゃあ、こうしてトッコと屡贄が再会してるのは……」


    「はい。全くの偶然でございます。喜び半分、戸惑い半分といった心境でしょうか」


    　屡贄が雪宮家の執事となったのは、結果的に大正解だったと言える。


    　監視目的で【白虎】の継承者に近付いたら、そのままホントのご主人様になってしまったのだから。しかもトウコツは、発見して僅か半年で復活するというラッキーコンボで。


    「屡贄って、運がいいな……」


    　ついそんな感想を口にしてしまうと、初老執事は肩をすくめて苦笑を返してきた。


    「それはどうでしょうか。代償として二十年もセバスチャンをやることになりました。それに加えて、ご復活なされたトウコツ様は……」


    　屡ル贄ニエが言い淀よどみながら、チラリと主人たる少女を見る。


    　なるほど。俺を迎えにきたとき、彼がどこか困ったような顔をしていたのは──こういうことか。


    　せっかくトウコツが復活し、「さあ、今度こそ人間界を滅ぼすぞ」と意気込んでいたのに、当の【魔神】が「もう人間とは揉もめたぐね」などと言い出したのだ。


    　それを聞いたときの、ズッコケる屡贄が目に浮かぶようだった。


    「もちろんトウコツ様のこともそうですが、私は今しがた、それに劣らぬほどの驚きよう愕がくと困惑にも見舞われてしまいました」


    　俺が「え？」と目をしばたたかせると、彼は遠慮がちに、俺の背後にいる二体のスタンドたちに視線を向けた。


    　……ああ、こいつらのことか。気持ちはよく分かる。


    　雪ゆき宮みやさんが俺の状況を、わざわざセバスチャンに話すわけもない。だから屡贄は知らなかったのだろう。俺が【魔神】の二体持ちになったことを。


    「小こ林ばやし様がトウテツ様の器であることは知っておりましたが、まさかコントン様の器にまでなられているとは……しかも、またもや『折しやく伏ぶく』してしまうとは……」


    　感服したように唸うなる屡贄に、すかさずコントンが横柄に告げる。


    「勘違いすんなよ。俺様は一時的に間借りしてるだけだ。俺様が媚こびへつらうのは、杏きよう花かたんのみ……よく覚えとけ」


    　情けないセリフとは裏腹に、偉そうに腕を組んでいるコントン。


    　一方のトウテツは、先ほどからキョロキョロと室内を見回し「凄すげぇ」だの「住みてぇ」だの呟つぶやいていた。トッコにも屡贄にも、さほど関心がないようだ。


    　そんな同胞を白い目で一いち瞥べつし、続きコントンがジロリと屡贄を睨ねめつける。


    「おう屡贄。テメェが誰に忠誠を誓おうが、俺様の知ったことじゃねえ。だが、杏花たんに手え出しやがったら──その時は覚悟しとけや。生なま半はん可かな殺し方じゃ済まさねえぞ」


    　それを聞いた呪ジユ理リがニヤリとし、コントンにサムズアップを送る。コントンもサムズアップを返してみせる。何のコンタクトだ。


    「……コントン様のお言葉、肝きもに銘じておきます。トウコツ様の配下とはいえ、私にとって全ての【魔神】様は敬意と畏い怖ふの対象……お怒りを買うような愚は犯さぬつもりです」


    　恭うやうやしく一礼した屡贄が、次いで俺を見てくる。片手を胸に添えながら。


    「小林様、私の話は以上にございます。お時間を頂き、まことに恐縮です」


    　ともあれ屡贄がセバスチャンをやっていた経緯は、ひとまず理解した。


    　次は肝心の、トッコが雪宮さんへ引っ越してきた経緯だ。そう思って彼女に向き直ると。


    　……寝ていた。


    　ソファーに座ったまま、うつらうつらと船を漕こいでいた。口を半開きにして。


    「おい起きろ！　そんな締まりのない顔を、雪ゆき宮みやさんにさせるんじゃない！　あとヨダレを垂らすな！　鼻提ちよう灯ちんも控えろ！」


    　俺の叱しつ責せきに気付いて、トッコが「ほえ？」と目を開ける。慌あわてて口と鼻を拭ぬぐい、澄まし顔でピンと姿勢を正してみせる。


    「ね、寝てねえだよ？　精神統一してただけだよ？　オラ、【魔神】だもの」


    　そのオラっていう一人称、やめてくれないかな……お前は雪宮さんなんだぞ？　悟ご空くうじゃないんだぞ？


    「次はお前の番だ。どうしてトッコは、あえて【白びやつ虎こ】の継承者を器にしたんだ？」


    「実はオラ、汐しお莉りちゃんが【白虎】を宿してるなんて知らなかっただ。分かっていたのは、亜あ矢やちゃんの姪めいっ子さんってコトだけで……」


    「亜矢ちゃん？」


    「んだ。オラの以前の地主は、朝あさ比ひ奈な亜矢という女性だ。とっても素敵な人だったべ」


    　詳しい情報を訊きくと、三十代後半のＯＬさんであるとのこと。


    　未婚のキャリアウーマンだったそうだが、亜矢さんには巴ともえという妹がおり、こちらはかなりの若さでとある御おん曹ぞう司しに嫁いだらしい。玉の輿こしというやつか。


    「だども亜矢ちゃんは……半年前に病気になって、そのまま帰らぬ人となってしまっただ。復活する前だったオラは、一度も挨あい拶さつすらできなかっただ。ずっとお世話になったのに……」


    　ションボリと肩を落とすトッコに、コントンとトウテツが同情の目を向ける。


    「分かるぜトッコ。俺様も杏きよう花かたんが死にそうになったときは、この世の終わりだと思ったからな。【魔神】にとって、宿主は半身みたいな存在だ。情も湧わくってもんだぜ」


    「俺も龍りゆう牙がたんが死んだら、ショックなんてモンじゃないだろうなぁ。きっと後を追うだろうなぁ」


    　何でそこに俺の名前が出てこないんだ。お前らの器、俺なんだけど。


    「亜矢ちゃんのことは、確かに辛つらかったけんど……悲しんでばかりもいられなかっただ。地主が死んだ以上、オラは新しい器を探さなくちゃいけなくなっただ」


    　そこでまず頼ったのが、亜矢さんの妹・巴さんだったそうだ。


    　小こ林ばやし家もそうだが、「器の素質」には血筋というものが大きく影響する。朝比奈家もまた、それに恵まれた家系なんだろう。だからトッコも当てにしたのだ。だが。


    「妹の巴ちゃんが嫁いだのは、雪宮文ふみ比ひ呂ろって人だっただ。すでに二人の間には、高校生になる娘が一人いて……驚いたことに、その子は物凄すごい生命力に溢あふれていただ」


    　要するに、それが雪宮汐莉だったってことか。


    「オラは予定を変更して、巴ちゃんでなくその子に引っ越しさせてもらうことにしただ。新居からの許可はいらねえから、すんなりと宿ることができたんだども……何と先客がいただ。それがビャトランだべ」


    「ビャトラン……」


    「お察しの通り、【白びやつ虎こ】だよ。汐しお莉りちゃんは守護神をそう呼んでるだ」


    　もう呼称に突っ込むのはやめにして、とりあえず話を整理する。


    　宿主・朝あさ比ひ奈な亜あ矢やさんを失ってしまったトッコは、その血筋を頼って妹の巴ともえさんの元へ向かった。迂う闊かつにも「雪ゆき宮みや」という名字にピンとくることなく。


    　でもその娘・汐莉の方がより良い器だと判断し、急きゆう遽きよ引っ越し先を変えた。それが今から半年前のこと。


    　何の因果か、そこには屡ル贄ニエが執事として働いていて、しかも新たな宿主は【白虎】の継承者だった──と。


    「努力の甲か斐いあって、ビャトランとはだいぶ打ち解けてきただ。当初は本気で咬かみついてきたけんど、今では甘咬み程度になっただ。お腹を撫なでてやると、とても喜ぶだ」


    　ここにも馴なれ合っている奴やつらがいたか。


    「オラはもともと、暴力は好きじゃねえべ。地主の汐莉ちゃんにも迷惑はかけたぐねえ。だから一いち郎ろうどん、どうかお願いするだ」


    「…………」


    「火ひ乃の森もり龍りゆう牙がくんと和解するための──パイプ役になって欲しいだ。今日わざわざ家に来てもらったのは、そういう用件だべ」


    　……これはマズい。マズいこれは（倒置法）。


    　懸け念ねんしていた通り、【魔神】トウコツが登場した時点で改心している。戦うことなく味方になる勢いを見せている。宿主を地主と呼んでいる。


    　キュウキ編改め、トウコツ編となった第三部。


    　通常なら、どんどん戦いが激化していくべきなのに……敵は強大かつ悪あく辣らつになっていくべきなのに……かつてないほどグダグダになろうとしている。思いっきりコメディ路線に舵かじを切ろうとしている。


    （ここに来たのが俺でよかった。もしリューガだったら、あいつは二つ返事で和解に応じていただろう。第三部を、光の速さで終わらせていただろう）


    　八や百お長ちようでもいい。トッコには、何とか龍牙たちの前に立ち塞ふさがってもらいたい。これまでのパターンをちゃんと踏とう襲しゆうしてもらいたい。シナリオは俺が考えるから！


    「な、なあトッコ。平和主義はいいコトだと思うんだけど……一回だけでもリューガたちと戦ってみない？　その上で味方になれない？」


    「やんだ。痛えのは嫌いだべ。お転てん婆ばだとも思われたぐね」


    「そんなコト言わないで！　屡贄だって困ってるじゃん！」


    「やんだ。田でん畑ぱたでも耕して、まったりと暮らすだ」


    　プイと横を向きつつ、あろうことか小指で鼻をほじくり出す雪ゆき宮みやさん。やめて！　ここ映さないで！　モザイクかけて！


    　……それから必死に食い下がってみたのだが、【モッサリ魔神】は頑として聞き入れてくれなかった。


    　さすがにトウテツすら呆あきれたようで、「もっと【魔神】としての自覚を持てよな」とトッコに説教をしていた。全くもってその通りなんだが、どの口が言っている。


    「【魔神】としての自覚が足りねえのは、テッちゃんも同じだろうが。火ひ乃の森もり家の娘に熱を上げてやがるんだからよ」


    　そのトウテツに、今度はコントンが突っ込んだ。どの口が言っている。


    「そんなワケで、今日はここまでにするだ。あまりオラが出てきてると、汐しお莉りちゃんに迷惑がかかってしまうべ。オラ、地主に優しい【魔神】だから」


    「…………」


    「一いち郎ろうどん、これからも相談に乗ってけろ。それから呪ジユ理リちゃん」


    　慌あわてて「は、はっ」と応じる呪理。相手が雪宮さんなので、目に見えて戸惑っていた。


    「魅ミ怨オンちゃんと忌キ綺キちゃんに、よろしく伝えといてけろ。いつか女子会するべっ」


    「ぎょ、御意にございます……」


    　何とも複雑げな表情で、呪理がその場に片膝ひざをつく。


    　四凶の一人、【魔神】トッコ──ある意味でキュウキよりも厄やつ介かいな奴やつが登場した。


    （とにかく根気よく説得して、第三部のラスボスを受けてもらうしかねえ……大トリの第四部は、キュウキに託すしかねえ）


    　こうなった以上、もはや頼れるのはあいつだけだ。


    　キュウキ、お前──責任重大だぞ。


    



    　　　　　　　　　　５


    



    　その後。俺と呪理は、再び屡ル贄ニエの車で自宅へと送られることになった。


    　オニグモ執事からは「学校じゃなくてよろしいのですか？」と訊きかれたが、今日はもう欠席するつもりだ。どうせ今から行っても、二時限目の体育には間に合わない。


    「我が主あるじのことは、さぞ困惑なされたでしょう。私も少々、弱っておりまして……」


    　丁てい寧ねいに車を運転しながら、屡贄がそんなことを愚ぐ痴ちってくる。トッコから釘くぎをさされたためか、もう呪理と睨にらみ合うようなこともなかった。


    「私としましては、是非ともトウコツ様にやる気を出して頂きたいのですが……小こ林ばやし様の仰おつしやる通り、一度くらいは火乃森龍りゆう牙がと戦ってもらえないかと」


    「屡ル贄ニエは、人間との共存に反対なのか？」


    「私も人間界に来て、ずいぶんと経ちます。使徒と人間が共存することが不可能ではないことは、自身の経験から理解しております。ただ……漠ばく然ぜんとではありますが、『それで本当にいいのか』という思いがございまして」


    　無理もない。太古より続く「人間との戦いの歴史」を考えれば、簡単に割り切れるものじゃないのだろう。


    　ずっと異界にいた呪ジユ理リたち三さん姫きと違って、おそらく屡贄は常に最前線でバトルをしてきたのだ。龍りゆう牙がの先祖や、雪ゆき宮みやさんの先祖と。


    （だったら、まだやる気のあるキュウキ陣営に行けばいいんじゃ……）


    　と思ったのだが、それもまたできない相談なのだろう。


    　戮りく将しよう・屡贄は、トッコの腹心。彼女以外の【魔神】に仕えるつもりなど、彼には金こん輪りん際ざいないはずだ。主君の鞍くら替えなんて不忠は、使徒としての誇りが許さないはず。


    　つくづく難儀な話になったなあ……と、俺が小さく溜ため息いきをついたとき。


    　不意に俺の肩口に、コントンが顔だけをニュッと出してきた。狭い車内なのでそうするしかないんだろうけど、すこぶる気持ち悪い。


    「おう屡贄。一応訊きくだけ訊いとくが、お前以外にトッコ陣営にゃ手て駒ごまはいるのか？　お前も将軍クラスなんだから、五百人ほど兵隊を持ってたはずだろ？」


    　その問いに対し屡贄は、「運転中ですので、前を向いたままの応対をお許し下さい」と、まず断りを入れた。律りち儀ぎな使徒だ。


    「まことに恐れながら、こちら側の戦力を正直に申し上げるわけには参りません。と言いたいところですが……現在のところ、私一人のみにございます」


    「お前一人かよ。部下はどうした？」


    「三百年前の戦いで、ほぼ全ての者が倒されてしまいました。今頃は異界にて復活しているはずですが、まだ呼ぶつもりはありません。その手立てもありませんから」


    「俺様が復活したとき、扉とびらを開いてやったろうが。その前だって、時空の裂け目とかあったはずだろ？」


    「私の兵とは、すなわちトウコツ様の兵。主あるじの許可なく動かすことはできません」


    「クソ真ま面じ目めな野郎だ……悪いが、もう扉は開かねえぞ。坊主の命令なら別だがよ」


    　またそうやって、俺を重要人物みたいに扱うんだから……。


    　俺の指示一つで大量の使徒がやってくるなんて、敵の大首領みたいじゃないか。言っとくけど、同じ奴やつが二度もラスボスをやるのは論外だからな。ネタ切れの極致だからな。


    「おう屡贄。渋った割にゃ、やたら素直に内情をバラすじゃねえか。どういう腹だ？」


    「あえて述べるなら、誠意だとお受け取り下さい。我が主は火ひ乃の森もり龍牙との和解を望み、その仲介役として小こ林ばやし様を頼っておられます。ならば隠すのは不実かと」


    「まあ、一応は信じといてやる。俺様とテッちゃんが同盟を組んでる以上、こっちにゃ万に一つも負ける可能性はねえからな」


    　それはそれで大きな問題だ。


    　俺が【魔神】の二体持ちとなったことで、この物語は明らかにパワーバランスが崩壊している。トウテツに、コントンに、三さん姫きにシズマ……小こ林ばやしサイドが強過ぎるのだ。


    　この上トッコまで味方になってしまったら、さらに八はつ傑けつ最強の屡ル贄ニエまで味方になってしまったら、もうキュウキ側に勝ち目はない。


    　どう考えても負け戦だ。あの【ショタ魔神】が不ふ憫びんになってきた。


    （つくづく宿主の掛け持ちが悔やまれるな……俺が本当に掛け持ちしたかったのは、リューガとアギトの『友人キャラ』なのに）


    　……いっそのこと、トッコとキュウキにも同盟を組んでもらうのはどうだろうか？


    　そうすれば上う手まい具合に、【魔神】が二対二に分かれる。俺が露出を控えれば、バランスは拮きつ抗こうするだろう。緊張感を取り戻せるだろう。


    （この案を採用するかは別として……現状でクリアすべき問題が、少なくとも二つある）


    　まず一つ目。トッコのキャラクターをどうにかせねばならない。


    　あれではとてもラスボスは務まらない。というか、これまでよく務まってきたものだ。龍りゆう牙がのご先祖様たち、アレをどう思ってたんだろう……。


    　そして二つ目。トッコには、雪ゆき宮みやさんから引っ越してもらわねばならない。


    　やはり【魔神】の器が三連続で「主人公の身内」というのは、考えものだと思う。龍牙のリアクションにも限界があるだろう。もう大して驚かないかもしれない。


    （信頼していたセバスチャンが、『奈な落らくの八傑』だった……それだけでも雪宮さんエピソードは充分に成立するはずだ。とはいえ、他に【魔神】の器が務まる人間なんて……）


    　車窓から外を眺めつつ、俺はまた溜ため息いきをつく。


    　……実は頭の中では、ある人物が候補に挙がっていた。


    　間違いなく敵役として映えるだろう、確実に女性層から人気が出るだろう──謎なぞの転校生の姿を思い浮かべていた。


    　天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗と。彼ならば【魔神】の器になれる気がする。余裕で『折しやく伏ぶく』すらできる気がする。あの氏名で無理なわけがない。小林一いち郎ろうでもできるのに。


    （いやいや駄目だ。アギトは多分、別の物語の主人公なんだ。こっちのストーリーに関わらせるワケにはいかねえ。しかも敵役を頼むなんて、失礼にも程がある）


    　阿義斗には阿義斗の、紡つむぐべき物語があるのだ。


    　友人キャラならともかく、主人公が掛け持ちなどできるはずもない。もし龍牙が向こうの物語に関わろうとしても、俺は絶対に止める。劇場版でない限り。


    （アギトのことはともかく、別の器を探すのは急務だな。担任の峰みね岸ぎしとかどうだろう？　華がねえか……なら、家の裏に住んでるサラリーマンの平ひら野のさんはどうかな？　やっぱり華がねえか……なら、またアーサー王を駆り出すか？　駄目だ、それこそネタ切れだ）


    　そんな思索をしているうちに、車が家に到着してしまった。


    「小こ林ばやし様、本日はお疲れ様でございました。今後とも我が主あるじのことを、どうぞよろしくお願い申し上げます」


    　改めて頭を下げてきた屡ル贄ニエに礼を告げ、俺は呪ジユ理リに続いて車を降りる。


    　車のドアを閉める直前。ずっと気にかかっていたことを、この際だから尋ねてみた。


    「なあ屡贄。お前が忠誠心に厚い使徒だってことは分かったけど……トッコが蘇よみがえった今、雪ゆき宮みやさんのことをどう思ってるんだ？」


    「……ご安心を。汐しお莉りお嬢様は、トウコツ様の器です。三さん姫きが貴方あなたに仕えるように、私もこれまで通り、彼女にお仕えする所存です」


    「雪宮さんが、トッコの器だからか」


    　無感情に「無論」と告げてきたオニグモ執事の返答は、俺の期待するものではなかった。


    　生まれたときから雪宮汐莉の傍そばにいたはずの、セバスチャンの言葉として──あまりに薄情な気がした。


    



    「ト、トウコツ様が、雪宮汐莉を器に復活したっ？」


    　その夜。俺は夕飯の席にて、今日あった顛てん末まつを魅ミ怨オンと忌キ綺キにも伝えた。


    　煮込みうどんを箸はしで摘つまみ上げたまま、サイドテール少女が放心している。オカッパ幼女もフォークに巻きつけたうどんを口へ運びかけた状態で、ポカンと固まっていた。


    　俺が二の句を継ぐより先に、ブロンドお姉さんが腹立たしげに頷うなずく。


    「そうなの。しかも執事は、あの屡贄だったわ。ケンカ売ってきたから始末してやろうと思ったんだけど、一いち郎ろう様に止められて」


    　喧けん嘩かを売ったのはお互い様だと思うが、そこは流して会話の主導権を取り戻す。


    「どうもトッコには、リューガたちと戦う意思はないみたいだ。だからお前たちも、とりあえずは静観していてくれ。くれぐれも屡贄とバトルとかしないようにな」


    「うん、分かったわ」


    「了解でしゅ」


    「あと、近いうちにトッコと女子会を開いてやってくれ。先方の希望だ」


    「わ、分かったわ。分かっていいのか疑問だけど」


    「未み曾ぞ有うの馴なれ合いでしゅ」


    　次女と三女が首しゆ肯こうする一方で、長女だけは依い然ぜんとしてご機嫌斜めだった。熱々の煮込みうどんをフーフーすることもなく、ズゾゾゾと乱暴にすすり続けている。


    　使徒の誇りがない──屡贄から言われたあの一言に、よほどカチンときたのだろうか。


    　こいつも使命感は使徒一倍ある方だし……それとも、他に理由があるとか？


    「なあ忌キ綺キ……呪ジユ理リと屡ル贄ニエって、昔から仲が悪かったりするのか？」


    　隣のエゾオオカミ使徒に、耳打ちでボソリと尋ねてみる。


    　しつこいほど煮込みうどんをフーフーしながら、忌綺は小声で答えてきた。


    「二人はいつだったか、異界で大喧げん嘩かしたコトがあるでしゅ。お互いの兵卒同士の小こ競ぜり合いが、組を挙げての大抗争に発展したんでしゅ」


    「組って……」


    　八はつ傑けつや三さん姫きといった将軍クラスは、それぞれ自分の「軍団」を持っている。


    　軍団の構成人数は、約五百。百体前後の兵卒クラスを五つに分け、各隊を部隊長クラスが指揮しているという。


    　そして、それらを統括するのが将軍……忌綺はその組織形態を「組」と例えたのだろう。こいつのことだから「ひまわり組」程度の意味だったのかもしれないけど。


    「キキたちが止めなかったら、死人が出ていたところでしゅ。異界での殺せつ生しよう沙ざ汰たはご法はつ度とでしゅ。もう復活できないでしゅ。だからシジュマの異界行きにも反対だったんでしゅ」


    「そ、そうだったのか……」


    　人間界においては、『奈な落らくの使徒』は倒されても死ぬことはない。魂こん化かした状態で異界へと送還され、二百年ほどかけて再び復活するのだ。


    　でも、本拠地たる異界ではそうじゃないようだ。ホントに死んじゃうそうだ。


    「屡贄はかなり古株の使徒で、とっても強いでしゅ。対する呪理も、当時はブイブイ言わせてたでしゅ。最後は組長同士の、壮絶なタマの取り合いになったでしゅ」


    「そういう言葉、どこで覚えてくるんだよ……」


    　おそらくテレビだろう。この幼女、超がつくほどのテレビっ子だから。


    「奇跡的に、抗争による死者はいなかったでしゅ。キキと一緒に止めに入った鰉ヒガイ亜アが、全治二年の軽傷を負ったくらいでしゅ」


    　それ軽傷じゃねえだろ。巻き添えでタマ取られかけてるだろ。


    　いつしか俺たちの声は、普通のボリュームになっていたらしい。気付けば呪理が、鋭い眼光でこちらを見み据すえていた。


    　慌あわてて口をつぐみ、下を向く俺と忌綺。トウテツとコントンも目を逸そらしていた。キングコブラ姐さんに、【魔神】までもがビビっていた。


    「そんな昔のことは、どうでもいいの。ただ私は、屡贄の言う『誇り』に納得がいってないだけよ。いくらトウコツ様がご復活なされたからって、あいつが今まで仕えてきたのは雪ゆき宮みや汐しお莉りでしょ？　主君をコロコロ変えてるのは、あいつだって同じじゃない」


    　眉まゆを八の字にして「まあ、言いたいことは分かるけど……」と曖あい昧まいに頷うなずいた魅ミ怨オンに、呪理は身を乗り出して言い募つのる。


    「でしょっ？　そう指摘してやったら、いきなり戦闘モードになったのよっ？　『この屡ル贄ニエを侮ぶ辱じよくするのか』とか言って！　図星だからって大人おとなげないと思わない!?」


    　珍しく憤慨している呪ジユ理リを眺めつつ、実のところ俺はちょっと安あん堵どしていた。


    　その指摘で怒ったということは、それを侮辱だと感じたということは、屡贄はセバスチャンを捨ててはいないのかもしれない。


    　彼は主君を「変えた」のではなく──「増えた」のだと認識しているのかも。


    （屡贄はこれまで、ずっと雪ゆき宮みやさんに仕えてきたんだ。下へ手たをすれば赤ちゃんの頃からお世話してきたはずだ。彼女が【白びやつ虎こ】の継承者だと知りながら）


    　そんな雪宮さんに対し、何の感情もないわけがない。単なるトッコの器だと、割り切れるわけがない。


    　雪宮さんを手にかける機会なんて、数え切れないほどあっただろう。それを屡贄がしなかったのは……「そうしたくなかったから」だと思いたかった。


    　張り詰めた空気を何とか変えようと、魅ミ怨オンが苦笑いしながら肩をすくめてみせる。


    「そ、それにしても、まさかトウコツ様まで復活しちゃうなんてね。とうとう【魔神】様の全員集合になっちゃったわ」


    　忌キ綺キもそれに乗っかり、フォークをマイク代わりにしてトウテツに向ける。


    「トウテツ男爵、今の感想はいかがでしゅか？　やっぱり感無量でしゅか？」


    「お、何かヒーローインタビューみたいだな。え～、そうっスねぇ、みんなライバルだと思うんで、レギュラーを奪われないよう……痛ててて！　フォークが口に刺さってるぞ！」


    「続いてコントン男爵、この喜びを誰に伝えたいでしゅか？」


    「そうですね。遠距離恋愛になっている、フィアンセの杏きよう花かたんに……痛ててて！　フォークが口に刺さってるぞ！」


    「一いち郎ろう男爵は、誰に伝えたいでしゅか？」


    「俺は四凶じゃねえ。人間だ。それより忌綺、フォークで刺すなよ？　さすがに二回も見せられたら……熱ちちち！　煮込みうどん！　いつフォークに絡ませたんだ！」


    　そんな俺たちのやり取りを見て、呪理がプッと吹き出す。よかった。とにもかくにも機嫌が直ったようだ。


    　してやったりと、魅怨にサムズアップを送る忌綺。それにサムズアップで応える魅怨。そのコンタクト、使徒の間で流行はやってるのか？


    　食卓の空気が和なごんだところで、俺はグラスで唇くちびるを冷やしながら蛇へび塚づか先生に尋ねる。


    「ところで呪理。お前、学校サボってよかったのか？　仮にも教職員だろ」


    「問題ありません。私が不在でも何とも思わない……全ての教師と生徒に、そういう暗示をかけております。その程度の術は、この幻げん将しよう・呪理にとって造作もありません」


    　そういや、こいつの異い名みようは「幻将」だったか。


    　淫いん将しようとか痴将じゃなかったのか……と思っていたところ、ふと俺のポケットの中で携帯が震えた。メールを着信したのだ。


    　確認してみると、送信者は龍りゆう牙が。用件の察しは大体ついている。俺が欠席した理由についてだろう。


    『一いち郎ろうへ。今日、どうして休んだの？　一郎に限って風か邪ぜじゃないよね？』


    　いきなり失礼な文章だった。人の苦労も知らないで。


    『担任の峰みね岸ぎし先生、怒ってたよ？　無断欠席した罰として、次の授業は全部あいつに問題を当ててやるって』


    　その一文に目を剥むいた直後。呪ジユ理リが嫣えん然ぜんとこちらに微ほほ笑えみかけてきた。


    「ちなみに暗示の対象は、私のみです。一郎様はサボったことになっています」


    



    　　　　　　　　　　６


    



    　最後の四凶たる【魔神】トッコが、予定を繰り上げて復活した。


    　と思ったら、登場するなり白旗を上げていた。


    　……そんな予想外の事態に直面した、翌朝の土曜日。俺は憂ゆう鬱うつな足取りで学校への道をノロノロと歩いていた。


    　我が央おう明めい高校は公立なので、本来は週休二日制だ。しかし進学校でもあるので、近年は少しずつ土曜授業を復活させつつある。今日もその日だった。


    （誰だよ、土曜を復活させやがったの……未いまだ名前も知らねえ、あの脂ぎった校長か？）


    　できれば家で、今後の対策をゆっくり練りたかった。さりとて連続で欠席するわけにもいかず、俺は仕方なく家を出たのだった。もちろん蛇へび塚づか先生と時間をずらして。


    （アギトとガッツリ話せるのは、来週水曜の体育までお預けか。ああ、本格的にあいつの友人キャラをしたくなってきた……もう何もかもやり直したくなってきた）


    　これ以上キーパーソンを続けていると、いつか心労で倒れてしまう。そういえば最近、少し頬ほおがこけた気がする。体重計に乗ってみたら一キロ増えていたが。


    　普通の友人キャラがやりたい──


    　能天気でお調子者の、無力な一般人がやりたい──


    　純粋無む垢くな心で「オッパイ」や「パンツ」と叫びたい──


    　気付けばそんなことばかりを考えている。


    　昨夜は思い余って、深夜ラジオでやっていた人生相談のコーナーに電話してしまった。「脇わき役に戻りたいんですけど」と相談すると、「は？」と言われた。


    （しまいには劇団員だと勘違いされちまったし……チクショウ、何が『主役を任されるのは期待されている証しよう拠こです。頑張ってみてはどうですか？』だ）


    　重い足を引きずり、生徒の人波に紛まぎれて校門を潜くぐったところ。


    「一いち郎ろう、おはよっ」


    　背後からポンと肩を叩かれ、細身の生徒が横に並んできた。龍りゆう牙がだった。


    　ブルーな表情の俺とは反対に、朝から爽さわやかスマイルを浮かべている主人公。黒紐ひもで結ばれた長い後ろ髪が、風を受けて軽やかに泳いでいた。


    「ようリューガ。土曜の学校だってのに元気だな……」


    「そういう一郎は、一日見ないうちに老け込んだね。まさか返信にあった『悪霊に邪魔されて登校できなかった』って、ホントだったの？」


    「まあな。初老のフランス人と、田舎いなか娘の悪霊だった」


    「や、やめてよぉ。私がオバケ嫌いなの知ってるクセに」


    　また「私」と言った龍牙をたしなめつつ、二人して校舎に入る。


    「そういえば昨日さ、クラスのみんなが文化祭の出し物について話し合ってたよ。ほら、ウチってメイド喫茶をやるでしょ？　お揃そろいのメイド服を用意するのって、割と大変で──」


    　そんな龍牙の報告を聞きながら階段を上がり、間もなく教室の目前まで来たとき。


    　我が二年Ｂ組から、二人の女生徒が廊下へと出てきた。長身のポニーテール剣士と、深しん紅くのウェーブヘアーをした西洋人……すなわち蒼あおヶが崎さきさん＆エルミーラさんだった。


    「あれ、怜れいさん？　どうしてウチのクラスにいるの？」


    　キョトンとしている龍牙に、まず「おはよう龍牙。そして小こ林ばやし」と挨あい拶さつしてくる生き真ま面じ目めな蒼ヶ崎さん。


    　その横では、低血圧の吸血鬼が大きな欠伸あくびをしていた。相変わらず対照的なコンビだ。


    「シャキッとしろエルミーラ。朝の挨拶くらいしたらどうだ」


    　蒼ヶ崎さんの説教に、さらなる欠伸で応える『常とこ闇やみの血族』。


    　きっとまた夜更かしをして、小説でも書いていたんだろう。あるいはシズマへの手紙を書いていたんだろう。この間など、文庫本くらい分厚い封筒をトウテツに渡していたから。


    　もはや注意することを諦あきらめた『斬ざん舞ぶの剣士』が、二年Ｂ組にいた理由を語り出す。


    「実はさっき、クラスメートから『雪ゆき宮みやさんが登校しているのを見た』と聞いてな。会いにいく前に、みんなを誘おうと思ったんだ」


    「えっ、汐しお莉りが来てる？」


    「うむ。君たちがいなかったので、エルミーラと二人で行くところだったんだが」


    　そこに黒くろ亀がめさんの名前が出てこないことは、至極当然だった。あの『星せい壁へきの守もり人びと』は、筋金入りの遅刻魔なのだ。来るとしてもチャイムが鳴るギリギリだと思われる。


    「どうだ？　二人も汐莉に会いにいくか？」


    「もちろん行くよっ。鞄かばんを置くから待っててくれ」


    　男バージョンでそう言って、龍牙がいそいそと教室の自席に向かう。俺も後に続く。


    　チラリと阿あ義ぎ斗との席を窺うかがったが、まだ来ていなかった。実は彼も結構、いつも登校してくるのはギリギリなのだ。


    　それから四人で連れ立って、隣の二年Ｃ組を覗のぞいてみる。


    　すると──果たして雪ゆき宮みやさんが椅い子すにチョコンと座っていた。


    （つい昨日、モッサリした雪宮さんを散々見たからな……何か妙な気分だ）


    　昨日のことは、当然ながら龍りゆう牙がたちには内緒である。第三部のプランが固まるまでは。


    　そもそも雪宮さん本人にすら、まだ【魔神】が宿っている自覚がないそうなのだ。つまり昨日、俺と呪ジユ理リが来訪した記憶もないということだ。


    　──火ひ乃の森もり龍牙くんと和解する前に、まず汐しお莉りちゃんにオラのことを打ち明けなきゃ。そのタイミングについても、一いち郎ろうどんと相談したいだ──トッコはそうも言っていた。


    　また一つ秘密を抱え込んでしまった。いよいよメモ帳が必要かもしれない。


    「汐莉、体調は大丈夫なのかい？」


    「学校に来るなら、ワタクシたちにメールくらいしなさいな」


    「ともあれ元気そうで何よりだ」


    　口々にそう言って、雪宮さんの周りを取り囲むメインキャラたち。


    　そんな一同を、何な故ぜか『祝命の巫み女こ』はポカンと呆ほうけて見回していた。目をパチクリさせ、口を半開きにして。まるで初対面の相手を見るかのごとく。


    （……ちょっと待て。このリアクション、まさか……）


    　不吉な予感がする。今の雪宮さんからは、昨日と同じ雰囲気を感じる。


    　……ふと教室内を見渡すと、Ｃ組の生徒たちが一様にこちらを見詰めていた。「その人、雪宮さんで合ってる？」と言わんばかりの瞳ひとみで。


    「汐莉。具合が悪くなったら、すぐ保健室に行くんだよ？　無理は駄目だから」


    　気遣うような龍牙の言葉に、ややあって雪宮さんがコクリと頷うなずく。そして──


    「へ、平気だべ。心配しねえでけろ」


    　トッコだった。疑う余地もなく、完全にトッコだった。


    　何で学校に来ちゃうんだ！　せめて少しは雪宮さんを演じる努力をしろ！　思いっきり地主に迷惑かけてるじゃねえか！


    　トッコの応答に、たちまち龍牙たちが不審げに眉まゆをひそめる。お互いに顔を見合わせて「だべ？　けろ？」と語尾を復唱している。


    　さすがは宿命で結ばれた仲間たち。些さ細さいな違和感を見逃してはくれなかった。いや、些細なんてものじゃないんだけど。Ｃ組の皆さんも不審がってるけど。


    「汐莉。やっぱり静養していた方が……」


    「オラは元気だべ。快食快便だべ」


    「何だか、キャラがおかしくありませんこと？」


    「そ、そんなコトないだよ？　オラ、汐しお莉りちゃんだよ？」


    「まるで悪霊にでも取り憑つかれているような……」


    「な、何を言うだ、木刀を持った人」


    　……このままでは、あと三十秒と経たず正体が見破られてしまうだろう。


    　トッコがこちらへチラリと視線をよこし、救いを求めてくる。が、俺はそれよりも早く、すでにフォローの言葉を発していた。


    「あっ、そうか雪ゆき宮みやさん！　俺が教えた『訛なまりセラピー』を実践してるんだね！」


    　何それ？　といった顔でこちらを注目してくる龍りゆう牙が、エルミーラさん、蒼あおヶが崎さきさん。ついでにトッコ。
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    　俺だって知りてえよ。何だよ『訛りセラピー』って……と思いつつも、口からは適当な言葉がスラスラと流れ出る。ペテン師の面めん目ぼく躍やく如じよだった。誰がペテン師だ。


    「我が小こ林ばやし家に伝わる、滋養の効果があるという健康法だ。平安時代に小林万まん吉きちなる先祖が編み出したもので、訛ることで大気中のマナを取り入れ、体内のソーマと融合させると、経けい絡らく秘孔が刺激されてウンヌンカンヌン──」


    　そうこうしている間にチャイムが鳴ってくれたので、龍牙たちは仕方なくＣ組を去ることにした。納得してもらえたのかは不明だが、とりあえず急場をしのげたようだ。


    「いいかい汐莉。くれぐれも安静にね。また休み時間に来るから」


    　念を押した龍りゆう牙がに、コクコクと頷うなずくトッコ。


    　三人が教室を出た瞬間。俺は素早く反転し、直ただちに雪ゆき宮みやさんの元へと舞い戻る。


    「おいトッコ、学校には来ちゃダメだっ。雪宮さんの立場も考えろってっ」


    「だからこそだよ。オラのせいで出席日数が足りなぐなったら、汐しお莉りちゃん困るべ？」


    「その気遣い、裏目に出てるからっ。家以外での出現はなるべく控えてくれっ。それがリューガとの仲介をする条件だっ」


    「だども……オラも少しくらいは、現代に馴な染じんでおきてえだ。何せ三百年振りだべ」


    　肩にかかった髪をクルクルと人差し指に巻きつけながら、唇くちびるを尖とがらせる雪宮さん。


    　とっても可愛い仕草だったが、次いで椅い子すの上で胡座あぐらをかこうとしたので、俺は電光石火で止めた。危うく学園のアイドルが大股開きになるところだった。


    「とにかく、学校に来るのはやめろっ。街の観光案内くらいなら、今度してやるからっ。今日のところは早退してくれっ」


    「え、観光案内してくれるだか？」


    　途端にトッコの目が、キラキラと輝く。


    「それは嬉うれしいだあ。屡ル贄ニエがつれてってくれるのは、美術館とか図書館なんだもの。オラ、もっとゲーセンとかボウリング場とかに行きたいのに」


    　どうして【魔神】って、こう揃そろいも揃って庶民的なんだろうか。


    「ところで一いち郎ろうどん。さっきの三人って……」


    「ああ。あれが主人公とヒロインズ……雪宮さんの仲間たちだ。木刀を持った人が、【青せい龍りゆう】の蒼あおヶが崎さき怜れいさん。赤い髪の西洋人が、【朱す雀ざく】のエルミーラ＝マッカートニーさん。そして後ろ髪の長い、華のある美少年が──【黄こう龍りゆう】の火ひ乃の森もり龍牙だ」


    「ほえ～、あの子が現代の【黄龍】だべか。カッコいい人だあ。サイン欲しいだあ」


    　ラスボスにあるまじきセリフを吐いている【魔神】に、俺は改めて頼んでみる。すでにチャイムは鳴っているのだが、先生が来るまで粘るつもりだった。


    「なあトッコ。人間と『奈な落らくの使徒』の間には、何千年にもわたる戦いの歴史がある。それは分かるよな？」


    「んだ」


    「だからこそ、言葉だけで和解するのは難しいんだ。コントンやテッちゃんだって、バトルをしたからこそ和解できたんだ。そういう説得力が必要なんだ」


    「だどもオラ、暴力では何も生まれねえと気付いただ」


    「うん。その通りだね。でも、それは自分で悟るんじゃなく、できればリューガに敗れることで悟って欲しいんだ。主人公に諭されて、初めて気付く形にして欲しいんだ」


    「諭されるまでもなぐ、もう分かってるだ」


    「うん。そうだね。そうなんだけど、物語の都合ってものがあってね」


    「きっと話せば分かってもらえるだよ」


    「うん。だからね……」


    　駄目だ。埒らちが明かない。


    　なおも説得を続けようとした矢先、とうとうＣ組の担任がやってきてしまった。残念ながら時間切れだ。


    　できるだけ速すみやかに早退するようトッコに釘くぎをさし、俺は足早にＢ組へと帰還する。戻ってみると、幸いにも担任の峰みね岸ぎしは来ていなかった。


    （全く、屡ル贄ニエも甘やかさずに登校を止めろっての……ん？）


    　教室に足を踏み入れた瞬間、俺は二歩目をピタリと止める。


    　先生が遅れていることで、まだクラスメートらは各所で雑談に興じている。ガヤガヤと賑にぎやかな喧けん騒そうが、室内を包み込んでいる。


    　そんな中──窓際の最後尾で。教室の隅っこで。


    　二人の男子生徒が、至近距離で向かい合っていた。


    　俺が友人キャラを担当している二人の主人公が。火ひ乃の森もり龍りゆう牙がと、天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とが。


    （な、何であいつらが一緒にいるんだ？　しかも……様子が変じゃねえか？）


    　戸惑いながらも、俺はすぐさま二人の元へと急ぐ。事情は分からないが、直感的にマズいと思った。二人の間に漂う空気が、明らかに友好的な感じに見えない。


    　龍牙は席から立ち上がり、学校では滅多に見せない炯けい眼がんで阿義斗を見上げている。対する阿義斗は、いつものポーカーフェイスで龍牙を見下ろしている。


    　……おそらく阿義斗から近寄り、龍牙に何らかの行動を示したのだと思われる。


    　いくら阿義斗に良い印象を持っていないからといって、龍牙がクラスメートにあんな怖い顔をするのは普通じゃない。一体何があった？　カンチョーでもされたのか？


    「ようリューガ、アギト。おいおい、朝からどうしたんだ？　二人とも顔が怖こええぞ？」


    　努めて明るい口調で割り入ると、阿義斗が黙したまま俺を一いち瞥べつしてくる。微かすかに敵意すら籠った、氷刃のごとき鋭利な眼まな差ざしだった。


    「……では火乃森。明日を楽しみにしている」


    　俺が事情を尋ねる暇ひまもなく、そのままクルリと踵きびすを返す阿義斗。


    　自席へと戻っていく彼の背中を、龍牙は相変わらず険けわしい表情で睨にらんでいた。眉み間けんに皺しわを寄せ、両手をグッと握り締めながら。


    （こりゃ只ただ事ごとじゃねえ……そうだ、エルミーラさんなら何か知ってるんじゃ？）


    　そう思って深しん紅くの頭を捜すと、自分の机に突っ伏して爆睡していた。何と使えないヴァンパイアだ。俺がいないときは、お前がフォローしてくれよ！


    「な、なあリューガ。何があったんだ？　アギトに何を言われたんだ？」


    　やむを得ず本人に尋ねてみると、やがて龍牙はポツリと呟つぶやいた。


    「……一いち郎ろう、どうしよう。面倒なことになっちゃった」


    「え？」


    「天てん涼りよう院いんに言われたんだ。『お前が女だということは分かっている』って。『それを口外しない代わりに、一つ要求がある』って」


    「な──」


    　阿あ義ぎ斗とに、見抜かれていた？　龍りゆう牙がが女の子であることを？


    「そ、それでお前、どう答えたんだ？　素直に白状したのか？」


    「もちろん、ごまかしたよ。馬鹿なこと言わないでくれって。けど、全く聞く耳を持ってくれなくて……どうも俺を女だと確信してる感じだった」


    　そして阿義斗は、それをネタに何かを要求してきた？　そんなの主人公がするコトじゃねえぞ！　どうしたんだ阿義斗！　お前ともあろう者が！


    「リューガ。アギトの要求って何だったんだっ？　まさか金銭じゃねえよなっ？　アイツそこまで落ちぶれてねえよなっ？」


    　すがるように問い詰めると。そこで龍牙の顔が、初めて弱気な色を帯びた。


    　しばし逡しゆん巡じゆんしたのち、彼女は脱力したように椅い子すへ座り、深く嘆息しながら言った。


    「それが……明日の日曜日、デートしたいっていうの」


    「デー、ト？」


    「うん。学校では男を演じる必要があるなら、プライベートで会おうって。本当の俺と話がしたいって」


    　その報告に、俺は目を見開く。口をアングリさせ、体をマナーモードのようにブルブルと震わせる。それは皮肉にも、コントンと同じリアクションだった。


    　杏きよう花かちゃんがデートする──そう聞いたときの、あのオッサンの気持ちがよく分かった。人はショックを受けるとマナーモードになるようだ。


    「ゴメンね一郎。断ることができなくて、オーケーしちゃった……でも安心して。一郎も同席させるって条件をつけたから」


    　何をどう安心したらいいのか分からねえ。


    「一郎以外の男の子とデートなんてしたくないし……だから彼氏が同伴するって形で納得してくれると嬉うれしいな」


    　何をどう納得したらいいのか分からねえ。


    「もともと日曜日は、一郎とデートする約束だったもんね。ケーキバイキングとボウリングを奢おごってくれるって」


    　そうだった。こいつが阿義斗にツンツンしているのは、そもそも俺のせいなのだ。俺が友人キャラの掛け持ちを企たくらんだのが原因なのだ。


    （ただでさえトッコの件で頭が痛いってのに……）


    　浮気は身を滅ぼす……それを猛烈に痛感しているうちに、担任の峰みね岸ぎしが来てしまった。
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    　その日。朝から二つのトラブルに連続で見舞われた俺は、すでにお疲れモードだった。


    　──トッコによるゲリラ登校。


    　──阿あ義ぎ斗とによる龍りゆう牙がへの接触。


    　それだけでも大概なのに、英語の授業では予告通り、峰岸から死ぬほど問題を当てられまくった。今日がお昼までの土曜授業じゃなかったら、白髪頭になっていただろう。


    （幸いトッコは、一時限目の休み時間で早退してくれたらしい。あいつのコトはひとまず置いとくとして……当面の問題は、明日のデートだ）


    　まさか阿義斗の方から、龍牙にちょっかいを出してくるとは思わなかった。


    　こっちの物語に巻き込まないよう、俺としては配慮していたのに……一体どういうつもりなんだ？　トッコの器になってもらってもいいのか？


    （もしかしてアギトは、『異能力バトル物』の主人公じゃなかったのかもしれない。例えば彼の物語は、『恋愛物』だという可能性はないだろうか？　そのヒロインとして、リューガを選んだんじゃ……）


    　引っかかるのは、アギトが高い戦闘力を持っていることだが……まあ、エッセンスとしてバトル要素も入った恋愛物なのかもしれない。最近では珍しくない。


    　だが正直、それは困る。


    　悪いが「恋愛ストーリー」とは、極めて小規模で個人的な世界観だ。対して「異能バトルストーリー」には、人類の命運が懸かかっているのだ。重大さが違うのだ。


    （とにかくもう一度、事の詳細をリューガに確認しておこう）


    　そう考えた俺は、彼女と一緒に下校しながら改めて事情聴取することにした。


    　龍りゆう牙がは何度も溜ため息いきを挟みながら、憂ゆう鬱うつそうに説明してくれた。朝の爽さわやかスマイルが嘘うそのような渋じゆう面めんで。


    「汐しお莉りの教室から帰ってきて席に着こうとしたとき、天てん涼りよう院いんから声をかけられたの。あいつが話しかけてきた時点で、ちょっと嫌な予感はしたんだけど……」


    　もはや呼び捨てにしている。それどころか「あいつ」呼ばわりしている。


    「そこから先は、教室で話した通りだよ。女であることを指摘されて、それを追及しない代わりにデートして欲しいって言われて……転校一週間で私の秘密を看破するなんて、あいつ絶対に只ただ者ものじゃないよ」


    　その発言には、素直に同意しかねる。最近の龍牙はナチュラルに女の子が出るので、俺はヒヤヒヤしているのだ。しかし話の腰を折るのもアレなので、ここは頷うなずいておく。


    「それにしても、デートか……まあ普通に考えたら、お前に気があるってコトだよな」


    「多分そうだと思う。だってあいつ、凄すごいニコニコしながら言ってきたもん。こっちは背筋がゾワゾワしちゃったよ」


    「ニ、ニコニコ？　アギトが？」


    　聞き捨てならない。


    　あの阿あ義ぎ斗とが笑っただと？　未いまだ俺には一度も笑顔なんて見せてくれないのに。いくらボケたってクスリともしてくれないのに。


    　これが主人公と脇わき役の、扱いの差ということか……この時ばかりは龍牙が羨うらやましかった。俺も見たい。ニコニコ阿義斗を。


    「なあリューガ。ちなみにアギトの笑顔、写メで撮ってたりは……」


    「撮るワケないでしょっ。一いち郎ろう以外の男の子なんてっ」


    　やはりそうか。携帯の待ち受けにしたかったのに。シズマの画像と日替わりで。


    「それにニコニコしてたのは、デートを申し込んでくるまでだよ。『一郎も同席するなら会ってもいい。君と二人きりはゴメンだ』って言ったら、いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻ったから」


    　そりゃそうだろう。阿義斗は龍牙のことを、女の子だと確信して誘っているのだ。男を同伴してくるなんて嫌がらせ以外の何でもない。


    （こりゃ確実に、俺の心証が悪くなっちまうな……）


    　つくづく面倒な事態になってしまった。主人公が主人公に惚ほれるなんて。


    　だが、もはや両者の物語はクロスオーバーしてしまった。二大主人公による、デートイベントが起こってしまった。


    　確かに天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とには、龍りゆう牙がの恋人として相応ふさわしいスター性がある。あいつほど龍牙にお似合いの男は、この世に二人といないかもしれない。


    　でも、できれば今回限りにして欲しい。ちゃんと住み分けて欲しい。


    （それでなくても今、こっちはこっちで取り込んでるんだ。この上リューガが向こうの『恋愛ストーリー』のヒロインになったら、もうシッチャカメッチャカだ）


    　そんなことを考えていたところ。隣を歩く龍牙が、ふと俺との間隔を詰めてきた。


    　いつもながら男同士とは思えない距離だ。また出ちゃってるよ、乙おと女めフォームが……。


    「一いち郎ろう。もし天涼院が私にヘンなコトしてきたら、ちゃんと守ってね。彼氏としてビシッと言ってやってね」


    「いや、女だと認めるのはマズいだろ……」


    「その時は仕方ないから、『男同士だけど付き合ってる』って言っちゃおう。女の子だとバレるよりはマシだよ」


    　それでは新たな疑惑を阿義斗に与えるだけだ。あと、エルミーラさんに小説のネタを与えるだけだ。


    「あ～あ。本当なら、明日は一郎とのデートだったはずなのに……天涼院にメアドまで教えちゃったし、もうサイアクだよ」


    　龍牙が言うには、すでに朝から三回も阿義斗からメールが送られているらしい。


    　内容までは訊きかなかったが、龍牙曰いわく「何かポエムみたいな歯の浮く文章」だとのこと。明らかに口く説どこうとしているとのこと。


    「この分じゃ、明日までにあと何通来るか……まあ、文才があるのは認めるけど」


    「そ、そうなのか」


    「うん。でも、さすがに見せるのはやめとくね。個人的なメールだから」


    　……この込み上げるモヤモヤは何だろうか。


    　もしや俺は、ヤキモチを焼いているのか？　龍牙が男子とメールしていることに。


    （べ、別に怒ることじゃねえ。ポエムじみたメールなら、俺だって蒼あおヶが崎さきさんから貰もらったことがあるじゃないか）


    　確か『夜風も柔らかな十六夜いざよい、君も同じ月を見ているのだろうか』とか書いてあったか。あんな返信に困るメールは初めてだった。


    　とにかく、明日は阿義斗を上う手まく説き伏せて、龍牙のことを諦あきらめてもらわねばならない。彼には別のヒロインを選び直してもらって、「恋愛ストーリー」を頑張って欲しい。


    「ねえ一郎。今回のコト……ちょっとは妬やいてくれてる？」


    「え？」


    　心中を悟られたかのような一言に、俺は思わずギクリとする。


    「自分の彼女が言い寄られたことに、憤慨してくれてる？　彼氏として」


    　期待を込めた瞳ひとみで見上げてくる龍りゆう牙がに、何と返答すべきか頭をフル回転させる。


    　……確かに、今回のことが面白くないのは事実だ。こういう手段でデートに誘うなんて、俺の中で「阿あ義ぎ斗との株」が大きく下落してしまったのは否いなめない。


    　傲ごう岸がん不ふ遜そんな主人公も悪くはないのだが、脅迫まがいの要求は駄目だ。あいつの今後のためにも、そこは反省してもらわないと。


    「大丈夫だリューガ。アギトには、ちゃんとお前のことを諦あきらめてもらうから」


    「ホントにっ？　はっきり天てん涼りよう院いんに言ってくれるっ？」


    「ああ。でもそれは彼氏としてっていうか、ストーリープランナーとして──」


    「きゃああ～！　嬉うれしい！」


    　女の子全開で快かい哉さいを叫び、俺の腕にしがみついてくる主人公。一見すると軽率な行動だが、周りに人がいないことを確認した上でやっているのだろう。


    「実はこういうのって、密ひそかに憧れてたんだっ。か弱い私が他の人からアプローチされて困っていると、一いち郎ろうが男らしく追い払ってくれるのっ。そして二人は、これまでより一層ラブラブになっちゃうの！」
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    　それこそベタな「恋愛物」じゃないか。お前は「バトル物」の主人公なんだぞ？　ついでに言っとくと、か弱さなんて欠片かけらもないぞ？


    「別の意味で、少しだけ天てん涼りよう院いんに感謝してもいいかなっ。お陰で一いち郎ろうがヤキモチ焼いてくれたもん。今だってこんなにくっついてきてるしっ」


    「くっついてきてんのはお前だろ！　おい、離れろ！　腕を組むな！　どこで誰が見てるか分からねえぞ！」


    　俺たちが歩いている歩道は、ちょうど昨日セバスチャンの車に拾われた辺りだ。


    　通行人が見当たらないからって油断はできない。通り過ぎる車やバスから目撃される恐れだってあるのだ。男二人がベタベタしているところを。


    「そうだ一郎っ、明日はお揃そろいのストラップでもつけていこっか。さりげなく付き合ってるアピールを──」


    　声を弾ませて提案する龍りゆう牙がのセリフが、不意にピタリと止まった。次いでスススと俺から離れ、常識的な間隔を取る。


    　その理由は、遠い前方から通行人がやってきたからだった。やたら図体がでかい、袈け裟さを着た一人の僧そう侶りよが。


    （托たく鉢はつってやつかな？　百円だけでも喜き捨しやした方がいいんだろうか）


    　距離が近付いてくると、思っていた以上に大柄なのが分かった。


    　百九十センチは優に超えているだろうか。網あ代じろ笠がさを深く被かぶっているので顔は見えないが、鈴をチリンチリンと鳴らし、お経らしきものをブツブツと呟つぶやいている。


    （かなり鍛きたえてるな……衣の上からでもムキムキなのが分かるぞ）


    　龍牙と一緒に端っこへ寄り、俺たちは道を空ける。そのまま相手とすれ違い、五歩ほど行ったところで。


    「──もし。つかぬことを尋ねるが」


    　背後から声をかけられた。振り向くと、ムキムキ僧侶が足を止めてこちらを見ていた。


    「は、はい。何でしょうか」


    　無駄に威圧感のある巨きよ躯くに気け圧おされつつも、俺は返事をする。


    　龍牙はというと、俺の背中で何やらゴソゴソしていた。見ると、財さい布ふから小銭を取り出そうとしている。僧侶に渡すつもりなんだろう。


    「この辺りで……仏らしき者を見たことはなかろうか」


    「へ？」


    　言っている意味がよく分からなかった。


    　仏らしき者って何だ？　頭部がボツボツしているのか？　後光でも背負ってるのか？　もしくは、死体のことか？


    「いや……ちょっと心当たりはありませんけど」


    　戸惑いながらそう答えると、ムキムキ僧そう侶りよは「そうか。失礼した」と小さく会釈し、そのまま歩き去ってしまった。相変わらずチリンチリンと鈴を鳴らしながら。


    （仏って、聞き込みで捜し回るモンなんだろうか……）


    　首をひねりつつその後ろ姿を見送っていると、俺の肩越しに龍りゆう牙ががヒョコリと顔を出してきて、同じように僧侶を眺める。


    「お布ふ施せを渡す前に行っちゃった……変なお坊さんだね」


    「ああ。まさかリューガのことじゃねえよな？　お前の黄金オーラって、後光が差してるように見えなくもないけど」


    「勝手に仏様にしないでよ。私、ピチピチの女子高生だよ？」


    「男子高生な」


    　やがて僧侶の姿が見えなくなると、俺たちも身を返して歩き出した。確かに変な坊さんだったが、これ以上気にしていても仕方ないだろう。


    　とにかく今は、明日のデートに専念するべきだ。早々に帰宅し、魅ミ怨オンに小遣いの前借りをお願いしなければ。お布施してもらわねば。


    「そういえば一いち郎ろう。シズマくんはどうしてるの？　ちゃんと無事でいる？」


    「ああ。この前テッちゃんに、ビデオカメラを持っていかせたよ。向こうで順調に仲間を増やしてるみたいだ」


    　二度目の報告によると、新たに是ゼ流ル刃バなるハヤブサ型の使徒を配下にしたそうだ。どうも魅怨の側近だったらしく、これで三さん姫きの各部隊長を従えたことになる。


    「へえ……聞いてた以上に凄すごい子なんだね。この分じゃ、あっという間に異界を統制しちゃうかも。今度は私も手紙を書こうかな？　『頑張ってね』って」


    「そうしてやってくれ。あいつも喜ぶだろうから」


    　何たって龍牙は、シズマの初恋の相手なのだから。そう考えるとこいつって、凄い奴やつにばっかりモテるんだな……阿あ義ぎ斗とといい、シズマといい、トウテツといい。


    （そういやトッコも今朝、リューガのことを『カッコいい』って言ってたか。あいつはリューガが女だって知ってたっけ？）


    　再びくっついてこようとする龍牙をいなしながら、俺は眉み間けんに片手を添える。


    　まだ昼なのに、今日はとても疲れた。神経がすり減った。だが。


    　明日のデートで、もっと疲れる羽目になることを──この時の俺はまだ知らなかった。
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    　そして翌日の日曜日。


    　前もって合流した俺と龍牙は、阿義斗との待ち合わせ場所である駅前へと向かった。


    　時刻は午前十一時。阿あ義ぎ斗ととは三十分後に落ち合う予定だ。そのままケーキバイキングにてランチを兼ねた会談を行うつもりなのだが、それは阿義斗も了承済みらしい。


    「いいかリューガ。悪いが今日のメインは、あくまでお前とアギトだ。俺は介入すべき状況になるまで、なるべくおとなしくしておく」


    「え～、ビシッと言ってくれないの？」


    　不服げな顔をした龍りゆう牙がは、日曜だというのに制服姿だ。ちなみに俺も同様である。


    　龍牙が「何かしらをお揃そろいにしたい」と言うので、仕方なく取った措そ置ちだった。曲がりなりにもデートなのに、いつもの男子制服なんて……阿義斗はガッカリするかもしれない。


    「もちろん機会を窺うかがって、『リューガのことは諦あきらめろ』とは言うよ。でもアギトにとって、明らかに俺は邪魔者だ。いきなり説得しても聞いちゃくれないだろう」


    　昨日の氷刃のごとき眼まな差ざしを見れば、それは明白だ。


    　思えばファーストコンタクトだった体育の授業でも、阿義斗は俺に訊きいてきた。「お前は、火ひ乃の森もり龍牙と親しいのか？」と。


    　おそらく彼は、かなり早い段階から龍牙を意識していたのだろう。しかし横には常に地味な友人キャラがいて、彼女を独占しているのだ。その忌いま々いましさは察するに余りある。


    （しかもそのお調子者が、自分にまでしつこく絡んでくるんだから……神経を逆さか撫なでされる気分だったはず）


    　何だか言い知れぬ罪悪感に囚とらわれる。だって、そんなこと知らなかったんだもの。俺は純粋に阿義斗の友人キャラになりたかっただけなんだもの。


    　心で釈明しているうちに、駅前の広場が見えてきてしまった。


    （日曜だけに、やっぱり人が多いな……見知った顔に会わなきゃいいけど）


    　俺たちの最寄り駅は「央おう明めい町」といって、ウチの高校と同じ名称である。駅周辺にはモールや繁華街やオフィス街があって、かなり乗降客が多い。快速電車だって停とまる。


    　もともとこの土地は、古くから幾度も【魔神】との決戦場となってきた場所。それだけ異界との縁も深いのだと龍牙から聞いている。


    　大昔の火乃森家は異界を「冥界」だと思っており、この辺りを「近おう冥めい」と呼んでいたそうだ。しかし縁起が悪いと人々に思われたのか、「央明」と改められたとのこと。


    （確かに奈な落らくっていえば、冥界を連想しがちだもんな……ウチの町名にそんな裏設定があるなんて知らなかったぜ）


    　ひっきりなしに行き交う人々をすり抜け、程なく待ち合わせ場所へ到着すると。


    　すでに阿義斗はやってきていた。俺たちと違い、もちろん私服姿で。


    　レザーのロングコートに、レザーの黒ズボン。首に巻きついているストールも、やっぱり黒だった。左手には相変わらずフィンガーレスのグローブをしており、ほとんどの指にリングが填はめられている。それらは髑どく髏ろや五ご芒ぼう星せいなど、不穏なデザインばかりだ。


    （そういやアギトって、バンドやってるんだっけ。格好から察するに、耽たん美び派ビジュアル系って感じか……コレで『放課後ティータイム』みたいな楽曲はやらねえだろうし）


    　側そばまで来た俺と龍りゆう牙がを、いつものポーカーフェイスで迎える阿あ義ぎ斗と。俺の方を一いち瞥べつすらしない辺り、いないものと考えているのかもしれない。


    「やあ火ひ乃の森もり。少し期待していたのだが、やはり男の格好か」


    「当たり前だろ。男なんだから」


    　ぶっきらぼうな龍牙の言い草にも、阿義斗は気分を害している様子はない。むしろ普段よりセリフ量が多めである。


    「ご希望はケーキバイキングだったか。もっと高級な店でも構わないぞ。金は私が出す」


    「結構だよ。今日は全部、一いち郎ろうに奢おごってもらう予定だから。俺がそういうコトをしてもらうのは、アツアツの親友である一郎だけ──」


    　早くも無駄に俺との親密度をアピールする、そんな龍牙の言葉を遮さえぎって。


    「テメェかぁぁぁぁぁー！」


    　咆ほう哮こうのごとき怒声が、俺の中から発せられた。


    　当然ながら、俺が叫んだわけじゃない。トウテツだった。この馬鹿……事情は昨夜、一通り説明したろうが！


    （おいテッちゃん！　やめろ！）


    「誰に断ってちょっかい出してんだぁぁぁー！　龍牙たんは俺のだぁぁぁー！」


    　トウテツがやめないので、俺は仕方なく口パクで合わせる。セリフで激げき昂こうしつつ、態度で平謝りするという、何ともけったいな人になっていた。


    　阿義斗が怪け訝げんそうに、初めて俺を見る。周りの人たちも怪訝そうに俺を見てくる。


    （いいから落ち着け！　通報されるぞ！　警察につれていかれたら、リューガとアギトが二人きりになっちゃうぞ！）


    「上等っスよ！　どうせ逮捕されるなら、この場でコイツをぶっ殺しやしょう！　そうすりゃデートは終了でさぁ！」


    （俺の人生も終了だ！）


    　今にも顕けん現げんしようとするトウテツを、必死に押し留とどめていると。


    　いきなり龍牙が、俺の頭に「えいっ」とチョップを食らわせてきた。次いで耳元に顔を寄せてきて、囁ささやくように【魔神】をたしなめる。


    「トウテツ。ちゃんと一郎の言うコトを聞いて。そうしたら今度、バニーガールの格好でアイスミルクをお酌してあげるから」


    「えっ、ホント!?」


    「うん。だから今日はおとなしくしていて。君が短慮を起こすと、私も困るんだ」


    　即座に「はい！」と元気よく返事して、そのままトウテツは静かになってくれた。


    　俺はすかさず自身の両頬ほほをベチベチと叩き、改めて阿あ義ぎ斗とに頭を下げる。


    「悪いアギト。一瞬だけ悪霊が取り憑ついてしまったようだ。もう除霊したから、気にせずデートに移ってくれ」


    「……別に気にしてなどいない。お前の奇行には、もう慣れている」


    　よかった。何事にも動じない男で。不幸中の幸いながら、いつもの面白くないボケだと思ってくれたようだ。


    （あの【ボンクラ魔神】め……いきなりビシッと言っちまったじゃねえか……『リューガは俺のだ』って）


    　これ以上の失態は避けたい。阿義斗からの好感度を下げたくない。


    　それからの俺は貝のように押し黙り、二人の後ろを従者のごとくついていった。


    　……間もなく到着したケーキバイキングでは、待たされることなく窓際の四人掛けテーブルを確保することができた。


    　龍りゆう牙がが当然のように俺の隣へ座ったので、対面にいる阿義斗と向かい合う形となる。いくつものプチケーキを皿に盛っている俺たちとは反対に、阿義斗の前にあるのはホットコーヒーだけだった。


    （もしかして、あまりスイーツは好きじゃないんだろうか。言ってくれれば従者のごとく取ってくるのに）


    　申し出るべきかどうか躊ちゆう躇ちよしていたところ。


    「……では火ひ乃の森もり。まずは単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きこう」


    　阿義斗がおもむろに口を開いた。真まっ直すぐに龍牙を見詰めて。


    「お前は何な故ぜ、男のフリをしている？　それはどういう理由だ？」


    「まだその話をするつもりか？　フリなんてしていない。俺は男だよ」


    　辟へき易えきと返しながら、ケーキにパクつく龍牙。いつもより食べ方が粗野なのは、頑張って男アピールをしているからだろう。


    「そりゃ、ちょっと顔立ちが女っぽいのは認めるけどさ……こっちこそ訊きたいな、どうして俺をそこまで女だと疑うんだ？」


    「まず一つ。戸籍を調べた。火乃森家の子は、長女と次女……どちらも女だ」


    　さらりと言ってのけた阿義斗に、俺と龍牙はポカンと呆あつ気けに取られる。


    　他人の戸籍を見るなんて、簡単にできるのか？　というか普通、そこまで調べるか？


    「二つ。お前は体育の授業に出ない。生まれつき病弱で通院を続けているそうだが、どこの病院にもその記録はない。学校に提出している診断書は、医者の協力だと思われる」


    　これまた普通、そこまで調べるか？


    　ここだけの話、確かに龍牙の診断書は偽物である。地元の央おう明めい総合病院は、古くから火乃森家と付き合いのある一族が経営しており、何かと手助けをしてくれているのだ。


    　使徒による怪事件が頻ひん発ぱつする央おう明めい町では、病院ともそういう繋つながりができても不思議じゃない。俺も二度ほど入院して世話になったが、使徒割引にしてもらった。


    「そして三つ。これが最も重要だ」


    「…………」


    「この天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とが──男に情欲を覚えることはあり得ない」


    　最後の理由だけ、思いっきり主観だった。情欲とか言っちゃった。


    　チラリと横目で龍りゆう牙がを窺うかがうと、果たして引いている。「戸籍」「診断書」というキレのある変化球からの、「情欲」という豪速球のストレートに、明らかな動揺を見せていた。


    「て、て、天涼院！　お前、何を言って……！」


    「私に言わせれば、火ひ乃の森もりを男だと思う方がどうかしている。『こいつを抱きたい』と思ったのは、人生でお前が初めてだ。もっとも、それにはまず……火乃森に女であることを認めてもらわねばならないが」


    「だ、だから、俺は男だって！　ちゃんとオチンチンあるって！」


    「いや。ないな」


    「あるってば！」


    「ないな。お前にオチンチンなど言ごん語ご道どう断だんだ」


    「あるよ！　立派なオチンチン！」


    「ならば出してみろ。オチンチン」


    「出さないし！」


    　大半が女性客であるケーキバイキングで、オチンチン問答を続ける二人の美少年。それを黙って聞いている、一人の地味なツレ。


    　こちらを見てヒソヒソと呟つぶやく周囲を、しかし龍牙は気にする余裕がないようだった。


    「大体、天涼院の調査だって何かの間違いだ！　それに、もし仮に俺が女だとしても、自分のことを勝手に嗅かぎ回るヤツを好きになるワケないだろ！」


    「人の感情など変わるものだ。たとえ最初のイメージが悪くとも、そんなものは些さ細さいなきっかけで容易たやすく覆くつがえる。それが男女というものだ」


    　……さすがは「恋愛物」の主人公（推測）。その理論はあながち的外れではない。


    　初期段階では「何なのコイツ！」「大っ嫌い！」と主人公を忌き避ひしているヒロインが、何だかんだで徐々に惹ひかれていく……それはラブストーリーの定じよう石せきだ。


    　基本的に女の子とは、強引なアプローチが嫌いではないのだ。だからこそ定石なのだ。


    「火乃森。いずれお前は、必ず私を愛するようになる。そうだ、今度ライブに招待しよう。私の刻むリズムを聴けば、お前の体は疼うずき出すはず。雌の本能の赴おもむくままに」
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    　もはや阿義斗には、何を言っても無駄だと判断したのだろう。龍牙が半泣きになって俺に耳打ちしてきた。


    「一いち郎ろう、助けてよお……こいつ絶対おかしいよ……何でこんなに自信満々なの？　何なのよ雌の本能って……キモチ悪いったらないよ」


    「リューガ、よその主人公をディスっちゃ駄目だ」


    「ね、こうなったら言っちゃおっ。私たち付き合ってるって。卒業後は同性婚が認められている、カナダへ移住する気だって」


    「待てっ。早まるなっ。分かったからカナダ行きは勘弁してくれっ」


    　ともあれ、ここらが介入のタイミングだろう。


    　俺は龍りゆう牙がを、阿あ義ぎ斗とにくれてやるつもりはない。二人をこれ以上、互いの物語に関わらせるつもりもない。


    （アギトには、リューガを諦あきらめてもらう。その代わり、俺もアギトの友人キャラを諦める。少し未練はあるが、この上は是非もねえ）


    　コホンと咳せき払いをして、俺は居住まいを正す。次いで阿義斗に向かって、毅然と意見しようとした、その刹せつ那な。


    　──傍かたわらの窓の外。十メートルほど離れた場所を、一人の少女が歩いていくのが見えた。


    「！」


    　角度的に、龍牙からは見えていないはずだ。阿義斗も外など興味はないようで、ずっと龍牙を見詰めている。


    　だから彼女に──雪ゆき宮みや汐しお莉りに気付いたのは、俺だけだった。


    （ゆ、雪宮さん？　いや違う。アレは……トッコか!?）


    　そう思った理由はシンプルだった。


    　雪宮さんなら、唐から草くさ模様の風ふ呂ろ敷しき包みを背負ってたりしない。あんなにキョロキョロと街を見回したりしない。口の動きが「ほえ～、でっけえビルだあ」と言ってたりしない。


    （あいつ、また勝手に出歩きやがったのか！　よりによってこんなときに！）


    　放っておくわけにはいかない。速すみやかに確保しなければ。


    「すまない！　五分ほど席を外す！」


    　ガバリと立ち上がった俺に、龍りゆう牙がが「えっ？　えっ？」と困惑している。


    「ま、待ってよ一いち郎ろうっ。天てん涼りよう院いんと二人きりにしないでっ」


    「お前のストーリーの緊急事態なんだっ。会話したくないなら、ケーキでも選んで時間を稼いどいてくれっ。その間に戻ってくるからっ」


    　涙目になっている龍牙を小声で説得し、力付けるように頭をポンポンしてやる。


    　それを見て阿あ義ぎ斗とが不快げな表情をしたが、構わず猛ダッシュで店を飛び出る。


    （あまり時間的余裕はねえ。トッコを捕まえて、屡ル贄ニエが迎えにくるまで動かないよう言い聞かせる。そのあと即座に店へ舞い戻る！）


    　──日曜だけに、見知った顔に会わなきゃいいけど──


    　先ほど迂う闊かつにそんなフラグを立てた自分を、張り倒してやりたかった。
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    「おいコラ！　待てトッコ！」


    　ケーキバイキングを出て、ちょうど一分後。


    　俺は繁華街の中で、人混みに揉もまれてヨタヨタと歩いているトッコの背中を発見し、雄お叫たけびのごとく声を投げた。


    　ビクッと反応して足を止めたトッコに、通行人を巧みにかわして駆け寄る。そのまま彼女の手を引き、道の脇わきへとつれていく。


    「い、一郎どん？　あ～ビックリしただあ。人攫さらいかと思っただあ」


    「【魔神】を誘ゆう拐かいするチャレンジャーがいるか！　それより、何で出歩いてんだよ！　観光案内なら今度してやるって言ったろ！」


    「汐莉ちゃんが寝てたから、今がチャンスだと思って……大丈夫だよ、言われた通り、もう学校には行かねえから」


    「繁華街にも来ちゃ駄目！　というか屡贄は何やってんだ！　監督不行き届きだぞ！」


    「撒まいてきただ。オラ、一人で電車に乗って来ただよ？　凄すごいべ？」


    　エヘンと胸を張ったトッコに、俺は軽い頭痛を覚える。


    　聞けば風ふ呂ろ敷しき包みの中には、町の地図やら救急箱やら望遠鏡やらが入っているらしい。完全におのぼりさんだ。


    「とにかく、屡ル贄ニエに迎えにきてもらおう。携帯は持ってるな？　すぐに電話して──」


    「やんだ。オラ、街を見物するだ」


    　子供のように頬ほおを膨ふくらませて、プイとそっぽを向くトッコ。ここでゴネやがるとは、何て極悪な【魔神】だ。


    「ワガママ言うんじゃありません！　都会は怖いところなんだぞ！　何かあったら雪ゆき宮みやさんにも迷惑がかかるんだぞ！」


    「じゃあせめて、ゲーセンに行きたいだ。プリクラとクレーンゲームだけやって帰るだ」


    「くっ、ゲーセンか……それで本当に帰るんだな？」


    「んだ。また機会を改めて、一いち郎ろうどんに案内してもらうとするだ」


    　この要望を却きやつ下かすれば、ますます機嫌を損ねてしまうだろう。


    　無念だが、付き合ってやるしかない。が、いつまでもケーキバイキングを不在にするのもよろしくない。


    （できれば使いたくない手段だけど……背に腹はかえられねえ）


    　そこで俺は自分の中へと声をかけ、トウテツを呼び出した。


    　たちまち俺の横に、同じビジュアルをした地味な制服男子が顕けん現げんする。こちらを見てきた表情からして、召しよう喚かんされた理由は察しているみたいだ。


    「テッちゃん。お前との内線通信、どれくらいの距離まで可能なんだ？」


    「そうっスね、約二キロってトコでしょうか。それ以上離れると、ノイズが入りやす。会話にもタイムラグが生じやす」


    　海外との衛星中継かよ、と突っ込んでる場合じゃない。


    　オフィス街の方にあるアミューズメント施設の二階に、大きなゲーセンがある。そこなら一キロも離れていないし、プリクラとクレーンゲームも充実していたはず。


    「いいかテッちゃん。お前はケーキバイキングに戻って、リューガの側そばにいてやってくれ。何も喋しやべらなくていい。喋るとアギトに怪しまれるからな」


    「了解しやした！」


    「あと、現場の状況を逐一知らせてくれ。いよいよマズいときは、すぐに戻るから」


    「任せといて下さい！　あの野郎を撲殺するのは、次の機会にしまさぁ。リューガたんとも約束しやしたからね。今日はおとなしくしてるって」


    　若じやつ干かんの不安を感じつつも、とにかくトウテツに五千円札を握らせる。


    　ケーキバイキングは六十分で、一人につき千五百円。たとえアギトの分も奢おごることになったとしても、それだけあれば足りるだろう。


    　俺の手持ちは二千円になってしまうが、こちらも何とか足りるだろう。


    （モタモタしてはいられねえ。さっさとゲーセンでゲームしなければ！）


    　主人公ズのことをトウテツに託した俺は、「何だか分からねえけど頑張るだよ～」と同胞に手を振っているトッコをつれて、競歩のごとく歩き出した。


    　このデート、無事に終わってくれるんだろうか……。


    　トウテツの奴やつ、ちゃんとお釣りを返すだろうか……。


    



    　それから十分ほどのち。


    　目的地であるゲーセンに辿たどり着くなり、トッコのテンションが一気に跳ね上がった。


    「す、凄すげえだあ！　まるで夢の国だべ！」


    　広大なフロアが一面、丸々ゲーセンになっているのを見て「ほえ～」だの「はわ～」だの感嘆の呻うめきを漏らしているトッコ。その外見は雪ゆき宮みやさんなので、世間知らずのお嬢様に見えなくもない。


    （五分で来るつもりだったのに、予想外に時間をロスしてしまった……）


    　何せこの【魔神】、繁華街に軒のきを連ねる店を見ては、いちいち入ろうとするのだ。


    　挙げ句の果てには「このクレープっていうの食べたいだ」「このソフトクリームっていうの食べたいだ」とねだり始め、すでに俺の手持ちは千円となっていた。


    　令嬢の雪宮さんにとっては微々たる出費だろうが、彼女の財さい布ふから出させるわけにはいかなかった。本人の与あずかり知らぬところで、勝手にお金を使わせるのは駄目だ。


    「一いち郎ろうどん！　あの太鼓のやつは何だべ!?　やりたいだ！」


    「待てっ。そんなに予算はないからなっ？　可及的速すみやかにプリクラとクレーンゲームのみをやってくれ！」


    「一郎どん！　あのレースゲームもやりたいだ！　ちゃんと運転席があるだ！」


    「ダメ！　あれ二百円だから！　今の俺には痛過ぎるから！」


    　興奮しながらフロアを右う往おう左さ往おうするトッコを追いかける一方、内線でトウテツにあちらの状況を尋ねる。五分ごとに確認することにしていた。


    （テッちゃん、そっちはどんな感じだ？）


    （天てん涼りよう院いんが一人で喋しやべり続けてやす。あと、龍りゆう牙がたんには正体がバレちまいやした。『旦那は朝から腹を下してて、ウンコが止まらない』と言っときやした）


    （もっとカッコいい理由にして欲しかったが……まあそれでいい）


    （あと、龍牙たんの暴食がエラいことになってやす。こんなに食べて太らないかな……バニーガール衣装が入らなくならないかなぁ……）


    （十個を超えたら止めろ。何かあったらすぐに知らせてくれ）


    （最後にもう一つ。ここのチョコレートケーキ、絶品っス）


    （そうか。お前は好きなだけ食え）


    　ひとまず通信を切り、トッコの手を引いてクレーンゲームのコーナーに向かう。周りからはデートに見えるだろうが、実際のところは引率に近かった。


    「あの巨大マグロのクッションをゲットするだ。よし、頑張んべ！」


    「頼むから、一回で取ってくれ……！」


    　真剣な目つきで角度を測り、アームを動かすトッコ。しかし巨大マグロは、掴つかんだ瞬間にあえなくアームからヌルリと落ちてしまった。


    「ああん、失敗だあ。このアーム、握力ゼロだべ」


    「持ち上げるんじゃなく、爪つめに引っかけて穴へ転がす方がいいんじゃないか？」


    「なるほどっ。一いち郎ろうどんは、黒くろ田だ官かん兵べ衛えのごとき軍師だべっ」


    「よく言われるよ」


    「お世せ辞じだべ」


    　そこから五百円を費やして、トッコはマグロクッションのゲットに成功した。


    　マグロを抱き締めて「やっただあ～！」とピョンピョン跳ねている姿は、素材が美少女だけに凄すさまじく可愛かった。


    　そういえば、本来のトッコはどんな外見をしているんだろうか……などと考えていると。


    （旦那！　店を出ることになっちまいやした！）


    　トウテツからのエマージェンシーが入った。何だと!?　それはマズい！


    （何か、ボウリングに行く流れになってやす！　それなら天てん涼りよう院いんとあまり会話せずに済むだろうという、龍りゆう牙がたんの判断みたいでさぁ！）


    （ボウリング……）


    　この辺りでボウリング場といえば、一つしかない。


    　俺たちが今いる、このアミューズメント施設の三階だ。これは幸運と言うべきだろう。


    （分かった。こっちも同じ建物にいるから、そのまま向かってくれ。着いたら一いつ旦たん入れ替わろう。残金はどうなってる？）


    （天涼院が自分の料金を出したので、俺の手元にあるのは二千円っス！）


    　ボウリングもリューガに奢おごるとなると、ワンゲーム以上は予算が足りない。今さらながらにトッコの存在が悔やまれた。


    （いっそ俺は見学して、盛り上げ役に徹するとしようか。ボウリングくらいなら、二大主人公が競い合っても問題ないはずだ）


    　そんな算段をしていたところ。


    　不意に現場のトウテツ特派員が、「あっ！」と叫んだ。


    （天涼院の野郎、龍牙たんの肩を抱こうとしやがりやした！　でも、龍牙たんがそれをヌルリとかわしやした！　まるでクレーンゲームの景品みたいに！）


    　皮肉にもその光景が、容易たやすく想像できてしまった。そんなマグロを見たばかりだから。


    　あっちはあっちで、似たようなことになっていた。
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    　龍りゆう牙がたち一向は、ものの五分ほどでアミューズメント施設にやってきた。


    　二階ゲーセンの物陰から窺うかがう俺に気付かず、龍牙と阿あ義ぎ斗とが三階へのエスカレーターを上がっていく。その隙すきを突いてトウテツと入れ替わり、互いの持ち金も交換する。


    「よしテッちゃん。悪いが、今度はトッコのお守りを頼む」


    「残金、たった五百円っスか？」


    「ああ。クレーンゲームは終わったから、あとはプリクラをやってくれ」


    「トホホ……何で【魔神】同士でそんなモンを……」


    　肩を落としているトウテツに「今度ゲームソフトを買ってやる」と告げ、急ぎ三階のボウリング場へ向かう。財政がどんどん逼ひつ迫ぱくしていくことを嘆きながら。


    　エスカレーターを上がりきると、すぐに龍牙の姿を発見することができた。どうやら阿義斗はトイレに行ったらしく、彼女は一人でぽつねんと壁際に佇たたずんでいた。


    　何食わぬ顔をして近付いたところ、龍牙に一瞬で正体を見破られる。


    「あ、一いち郎ろう。お腹は大丈夫？」


    「あ、ああ。ごめんなリューガ、あんなタイミングで席を外しちまって」


    「ホントだよお。スッゴい不安だったんだから。ワケの分からない音楽談義を延々と聞かされるしさ……ああいうメタルっぽい曲、怜れいちゃんなら好きなんだろうけど」


    「ところでリューガ、もう一つ謝ることがある。実は色々と想定外の事態があって、財さい布ふの中が非常に寂しいことになっている。俺、ボウリングは見学してもいいかな？」


    「そうなの？　じゃあ私が奢おごろうか？　一郎に出してもらうのは、今度ちゃんと二人でデートするときに──」


    　そこまで言って、ふと龍牙が言葉を止めた。何かを思いついたように。


    「そうだ、こうしようっ」


    「どうするんだ？」


    「私と一郎が二人一組になって、天てん涼りよう院いんとゲームするの！　それなら私たちの料金は一人分でいいはずだよ！」


    「いや、でもそれは」


    「恋人の絆で、あのお邪魔虫をやっつけちゃおう！　一応できるかどうか、受付で確認してくるね！　ついでに申し込んどくね！」


    　善は急げとばかりに、受付へと駆けていく龍牙。


    　阿あ義ぎ斗とがお邪魔虫にされてしまった。


    　今回のデートにおけるお邪魔虫は、どう考えても俺なんだけど……。


    



    　龍りゆう牙がの提案は可能だったらしく、ボウリングは二対一による勝負という形になった。


    「不本意だな。ペアを組むなら、私と火ひ乃の森もりであるべきだろう。これではやる気も殺そがれようというもの」


    　このゲーム形式に、阿義斗はかなり不満そうだった。体育の授業でも、それくらいの気持ちで俺とペアを組んでもらいたい。


    「もう申し込んだんだからブツクサ言わないっ。それじゃあ一投目、俺が投げるよ！」


    　早速ながら龍牙が、流れるように綺き麗れいなフォームでストライクを取る。


    　俺が惜しみない拍手を送る一方で、阿義斗もまた感心していた。


    「ふむ。さすがは私の見込んだ女だ」


    「男だよっ」


    　ベーと舌を出し、龍牙がピッタリと俺の横に座ってくる。ベーはやめるんだ龍牙。かえって女の子っぽくなっちゃってるぞ。


    　……それからしばし、何事もなくゲームが進行する。


    （さすがは主人公たちだ。遊びをやらせてもそつがねえ）


    　全ての投球でストライクを叩き出す龍牙と阿義斗に、俺はただただ舌を巻く。しかしそれと同時に、ずっと二階のゲーセンのことも気にかかっていた。


    （テッちゃんとトッコ、仲良くやってるだろうか……確か【魔神】って、顔を合わせれば争いを始めるって話だけど）


    　まあ今や、昔とは事情が違う。この前トウテツも言っていた。基本的に険悪な関係にあったのは、自分とコントンとキュウキだと。トッコは割と蚊帳かやの外だったと。


    「……天てん涼りよう院いんの奴やつ、なかなかやるね。コテンパンにするつもりだったのに」


    　肩を寄せて囁ささやいてきた龍牙に、俺は我に返って頷うなずいてみせる。


    　七投目に入ろうとしている阿義斗は、まだ一度もミスをしていない。すなわち六連続のストライク……シックスパックというそうだが、それは俺たちも同じだ。


    （次に俺の番が来たら、そろそろミスをやらかすべきか……リューガには悪いけど、俺は友人キャラだからな。ガーターはあざといから、端っこのピンを一本だけ倒すとしよう）


    　それは俺の得意技・『裾すそ刈り』である。本来なら反対側のもう一本も倒すことで完成するのだが、今日は龍牙とのペアなので仕方ない。


    　ちなみに三本ずつ刈ることを『モヒカン』という。俺はその状態を自在に作り出すことができる「ボウリングのカリスマ美容師」なのだ。中学時代、プロボウラーを目指していた楠くす本もとくんをプロデュースしたついでに磨いた技だ。


    （この勝負は、別に何かが賭かけられているワケでもねえ。ならば勝ちはアギトに譲ゆずる。そうすりゃ少しは機嫌を直してくれるはずだ）


    　そんな良からぬ計画を立てていると、またぞろ俺の脳内にトウテツの声が響いた。


    （旦那！　緊急事態です！　マズいことになりやした！）


    （ど、どうしたテッちゃん！　まさか資金が尽きたのか!?）


    （違いやす！　雪ゆき宮みやが起きちまいやした！　驚いたトッコが引っ込んじまって、雪宮が雪宮になりやした！）


    　一瞬よく分からない報告だったが、俺には完全に意味が理解できた。


    　……何ということだ。ここで雪宮さんが出てきちゃうとは！　間違いなく本人はポカンとしているはず！　ゲーセンなんかにいる自分に！


    （分かった！　すぐに行く！　もう一度入れ替わるぞ！）


    　俺は「腹の具合がまた悪くなってきた」と龍りゆう牙がに告げ、矢のごとくゲーセンへと走った。


    　何だか本当に胃が痛くなってきた。


    



    　エスカレーターですれ違ったトウテツに三階のことを託しつつ、二階へ急行すると。


    　果たして雪宮さんが、レースゲームの筐きよう体たいの前で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。風ふ呂ろ敷しき包みを背負い、巨大マグロのクッションを抱いたまま。


    「ゆ、雪宮さん！　大丈夫か!?」


    「小こ林ばやし、さん……？」


    　駆け寄ってきた俺を見詰め、困惑の声を漏らす『祝命の巫み女こ』。思っていた通り、何が何やら分からないという表情だった。


    「えっと、ここはどこでしょうか？　どうして私、こんな場所に……」


    　今ここで全てを教えるのは得策じゃない。


    　トッコの存在は、もっと落ち着いた状況で話すべきだろう。


    　真実を伝えるということは、すなわちセバスチャンの正体も伝えるということ。なので屡ル贄ニエとも事前に相談し、コンセンサスを得なければならない。


    　そこで俺は、悪いと思いながらも当面はすっトボケることにした。


    「や、やだなあ雪宮さん。俺とゲーセンに遊びに来たんじゃないか。クレーンゲームをしたいっていうから」


    「ゲームセンター……？　私がそう言ったのですか？　小林さんに？」


    　当然そんな記憶などない雪宮さんは、胸に抱いたマグロクッションをじっと見詰める。十秒ほどそうしたのち、やがて思い詰めた表情で俺を見上げてきた。


    「小林さん。最近、私……変なんです」


    「へ、変？」


    「こういう風に記憶が抜けていることが頻ひん繁ぱんにあって……学校を休んでいるのも、実は体調不良というより……それが理由でして」


    　自分に異変が起こっていることを、少なからず察しているのか。


    　そりゃ不安で仕方ないだろう。こうなったら真相を語る席を、早さつ急きゆうに設けてやるべきだ。いつまでもこんな状態でいては、本当に雪ゆき宮みやさんの心身に障ってしまう。


    「小こ林ばやしさん。私、怖いんです。私の中に、知らない誰かがいるような気がして……」


    　弱々しい声で呟つぶやき、俺の袖そでをキュッと握ってくる雪宮さん。


    　その恐れを払ふつ拭しよくさせるべく、俺は努めて冷静な口調で答える。


    「雪宮さん。実は俺、知ってるんだ。君に何が起こっているのかを」


    「え──」


    「もちろん、折を見てちゃんと説明するつもりだった。ただ、そのためには準備がちょっと必要で……できれば二、三日だけ待って欲しいんだ」


    「私に何が起こっているのかを、小林さんが知っている……？」


    　繰り返した雪宮さんを、とりあえず傍かたわらにあった椅い子すに座らせる。風ふ呂ろ敷しきとマグロも持ってやる。


    「ああ。これはまだ、リューガたちも知らないことだ。今言えるのは、君がそこまで怯おびえる事態じゃないということ。その対処方法も、俺が責任を持って考えるということだ」


    「…………」


    「雪宮さんの問題は、俺が必ず解決する。だから、俺を信じてくれないか」


    「……分かりました。小林さんがそう言ってくれるのでしたら、従うことにします。小林さんは──私の『専属アドバイザー』ですから」


    　コクリと頷うなずいてくれた雪宮さんに、俺は胸を撫なで下ろした。宿っている【魔神】より、よっぽど聞き分けのいい子だ。


    　一時はどうなることかと思ったが、トッコが引っ込んでくれたのはラッキーと言える。このままセバスチャンに電話して、迎えにきてもらおう……と思っていた矢先。


    「ああ、ビックリしただあ。汐しお莉りちゃん、いきなり起きるんだもの」


    　雪宮さんが一転してモッサリ口調になった。あまつさえ、椅子に胡座あぐらをかき出した。


    「おい！　出てくるな！」


    「だども、こんなところでチェンジしても、汐莉ちゃん混乱するだけだべ。ちゃんと責任を持って、オラがお家に帰らないと」


    「その心は？」


    「まだプリクラ撮ってないだ」


    　あっけらかんと笑っているトッコに、立ち眩くらみを覚えていると。


    （旦那！　またしても一大事っス！）


    　ボウリング場のトウテツ特派員が、またまたエマージェンシーを通達してきた。


    （今度は何だ？　リューガが『裾すそ刈り』でも完成させたか？）


    （違いやす！　四し神じんっス！　蒼あおヶが崎さきとエルミーラと黒くろ亀がめが、たまたまボウリング場に来てやした！　天てん涼りよう院いんがハーレム状態っス！）


    （な……）


    　それは確かに一大事だ。まさかここで、龍りゆう牙がサイドのメインキャラが勢揃ぞろいするとは！


    （しかも俺に対して『あれ、トウテツ？』とか言ってやす！　思いっきりバレてやす！　しかも龍牙たん、みんなが来てちょっと嬉うれしそうっス！　天涼院は超不機嫌っス！）


    （すぐに行く！　また入れ替わるぞ！）


    　トッコにじっとしているよう命じ、俺は再びエスカレーターにダッシュした。


    　もう何か、帰りたくなってきた。
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    「やあ小こ林ばやし。こんな場所で会うとは奇遇だな」


    「アナタ、トイレに行ったんじゃなくて？　ずいぶん迅速な大便ですこと」


    「イッくん、対決しよ！　私たち三人と、そっちの三人で！」


    　トウテツと入れ替わって三階へ戻ってくると、果たして蒼ヶ崎さん、エルミーラさん、黒亀さんのお三人がいた。


    　聞けば彼女らは一時間ほど前から来ていたらしく、すでにボウリングをワンゲーム消化しているとのこと。まだ続けるかを相談していたとき、龍牙の姿を発見したんだそうだ。


    「みんな、改めて紹介するよ。ウチのクラスに転校してきた天涼院阿あ義ぎ斗とだ。もちろんエルは知ってるだろうけど」


    　龍牙の言葉に、阿義斗は仏ぶつ頂ちよう面づらのままヒロインズを一いち瞥べつするのみ。


    　うん、明らかに不機嫌だ。さらに三名もお邪魔虫が追加されたことに、如によ実じつな不満顔をしている。


    　迷惑なのは分かるけど、ウチの自慢のヒロインズなんだ。そう邪険にしないでくれ。


    「ほう、君が噂うわさの転校生か。私は──」


    　例によって生き真ま面じ目めな蒼ヶ崎さんが、挨あい拶さつをしようとすると。


    　それを遮さえぎって阿義斗が口を開いた。


    「自己紹介の必要はない。蒼ヶ崎怜れい、エルミーラ＝マッカートニー、黒亀里り菜な……お前たちの風聞は、学校にいれば嫌でも入ってくる。もう一人、雪ゆき宮みや汐しお莉りも含めてな」


    　ヒロインズは一瞬だけ戸惑ったものの、互いに顔を見合わせて苦笑した。学校の有名人である自覚は、みんな持っているのだろう。


    　そこで龍りゆう牙がが、場を仕切るようにパンと手を叩く。ヒロインズの登場を僥ぎよう倖こうだと捉とらえた彼女は、ニコニコ顔で一同に提案した。


    「よし。せっかくだから里り菜なの言う通り、三対三でゲームしようか。いいだろ天てん涼りよう院いん？　お前のパートナーは、俺と一いち郎ろうだ」


    　不承不承ではあるが、阿あ義ぎ斗とはそれに頷うなずいた。希望していた龍牙との共同プレイができることで妥協したようだ。俺というオマケ付きだが。


    　……そんなわけで、ニューゲームが始まった。


    「里菜さん、しっかり気張りなさいな！　たとえ遊びといえど、敗北は許しません！」


    「ちゃっはー。エルちゃんってば鬼軍曹」


    　自信なさげに頭を掻かきつつも、ちゃっかりストライクを取る黒くろ亀がめさん。ピンを粉砕せんばかりの火の玉ストレートだった。


    　その後も阿義斗、蒼あおヶが崎さきさん、龍牙、エルミーラさんと、当たり前のようにストライクを連発させていく。凄すさまじくハイレベルなボウリングである。


    （いい流れだ。ここで俺がやらかせば、高確率で笑いを取れるはず。五連続の『丸刈り』からの、満まんを持じしての『裾すそ刈り』……こんなオイシイ場面はねえ）


    　ちなみに今回のゲームは六人形式なので、俺も一人分の料金を払う必要がある。結局のところ龍牙が奢おごってくれることになった。


    　主人公の厚意に応えるためにも、この場を盛り上げなくては！


    「よし、次は俺の番だな。まあ見ていてくれ。俺の華麗なストライクを」


    　不敵な表情で立ち上がり、俺は悠然とボールに手を伸ばす。ネタ振りは万全だ。


    　……だが。まことに遺い憾かんなことに。


    （旦那！　またトラブルが発生しやした！）


    　ゲーセンにいるトウテツ特派員からの通信が入った。何と間の悪い【魔神】だろう。


    （何だよ！　今イイところなんだ！　ちょっと待てねえのか！）


    （ゲーセンに魅ミ怨オンと忌キ綺キが来やした！　たまたま遊びにきたそうです！）


    　何で今日に限って、見知った顔が全員集合しちゃうんだ！　この建物に！


    （今の雪ゆき宮みやがトッコだと知って、二人とも凄すげぇ動揺してやす！　プリクラ撮ったんですが、あいつらの顔がムチャクチャ引き攣つってやす！）


    （くっ……とりあえずそっちに向かう！　また入れ替わるぞ！）


    　断腸の思いで『裾刈り』を諦あきらめ、俺はストライクを取った。ボケている余裕はない。直ただちに二階へ行かねばならない。


    「ほう。やるじゃないか小こ林ばやし。宣言通りの華麗なストライクだ」


    「そこはガーターをやらかすトコじゃありませんの？　流れからいって」


    「そうだよイッくん！　お約束を守りなよ！」


    　そんなヒロインズ三人のコメントが、とても耳に痛かった。


    



    　エスカレーターの途中でトウテツとスイッチし、ゲーセンに駆けつけると。


    「……あっ、一いち郎ろうくん！　どこ行ってたのよ！」


    「一郎男爵！　ちゃんと【魔神】様のお世話をしないとダメでしゅ！」


    　トッコへの対応に弱り果てていた魅ミ怨オンと忌キ綺キが、同時にすがりついてきた。


    　そのトッコはというと、先ほど興味を示していたレースゲームをプレイしてキャッキャと喜んでいる。どうやら魅怨がお金を出してやったようだ。


    「どうしてトウコツ様が、お一人でゲーセンにいるの？　屡ル贄ニエの奴やつ、何してるのっ？」


    「現代に馴な染じんでいないトウコツ様を放置するなんて、腹心失格でしゅ！」


    　そうしているうちにゲームオーバーとなったトッコが、筐きよう体たいの運転席からよっこらせと出てきた。俺たちに向けてエヘヘと笑い、頭を掻かいてみせる。


    「思ったより難しかっただ。ぶっちぎりの最下位だったべ……ところで魅怨ちゃん、忌綺ちゃん。その『トウコツ様』っての、可愛ぐないからやめて欲しいだ。オラのことは親しみを込めて、トッコちゃんと呼んで欲しいだ」


    「は、はっ。失礼致しました、トッコ様……」


    「かしこまりでしゅ。トッコ伯爵」


    　エゾオオカミ幼女が、トッコを「伯爵」と呼称する。


    　おそらく【女魔神】に対して「男爵」と呼ぶのが引っかかったんだろう。本来はそういう意味じゃないんだけど……というか、俺やトウテツより爵位が上じゃねえか。


    「魅怨ちゃん。ゲーム代を出してくれて、どうもありがとうだ」


    「い、いえ、滅相もございません」


    「ところで、呪ジユ理リちゃんはどうしただ？　来てねえだか？」


    「呪理はエステの予約が入っておりまして……ご希望とあれば、すぐに呼び出しますが」


    「それは悪いだよ。今の三さん姫きは、テッちゃんの配下だもの。それより二人とも、せっかぐだから遊ぶだ！　今度はあの太鼓ゲームすんべ！」


    　忌綺の手を引いて行ってしまう雪ゆき宮みやトッコ。とても三階のメインキャラたちには見せられない光景だ。


    （こりゃ、プリクラとクレーンゲームだけじゃ終わりそうにねえな……）


    　俺は仕方なく、傍かたわらのシラサギ少女に現在の状況を説明する。


    　上で龍りゆう牙がたちがボウリングをしていることを告げると、優秀な腹心はすぐに事情を把握してくれた。こいつはきっと、いいお嫁さんになる。


    「なるほどね。昨日言ってた火ひ乃の森もり龍牙のデートと、トッコ様の観光案内が重なっちゃったワケね。で、トウテツ様と入れ替わりで対処していると」


    「そういうことだ。なあ魅ミ怨オン、しばらくトッコに付き合ってやってくれないか？　お前なら安心して任せられる」


    「ゲーム代、全部出しちゃっていいの？　忌キ綺キもいるのよ？」


    「ああ。接待交際費だと考えよう。あと、俺にも追加資金をくれないか。すでに残金が底を尽きかけている」


    「いいけど……一いち郎ろうくんの来月のお小遣い、ゼロになっちゃうわよ？」


    「接待交際費で落ちねえのか！」


    「ダメ。遊ぶためのお金でしょ？　それも、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がたちと」


    「…………」


    　こいつはきっと、いいお嫁さんになる。改めてそう痛感していたところ。


    （旦那、ヤベえっス！　また問題が発生しやした！）


    　もう何度目か分からないトウテツからの緊急コールが入った。


    （またかよ……今度は何だ？）


    （ガラの悪い奴やつが来て、天てん涼りよう院いんが絡まれてやす！　『女を何人もはべらせて、いい身分じゃねえか』って！）


    　何てこった。まさか阿あ義ぎ斗とがヤンキーに因いん縁ねんをつけられるとは！


    （すぐに行く！　いいか、くれぐれもヤンキーをぶっ飛ばすなよ！　お前は暴れるなよ！）


    （分かってまさぁ。もとより天涼院を助けてやる気はねぇっス。というか俺、そろそろ疲れてきたんスけど……）


    （俺もだ！　でもしょうがねえだろ！）


    　急ぎ魅怨から二千円を受け取り、俺は三階へと走った。


    　もはや龍牙と阿義斗のデートは、ほぼほぼ破は綻たんしていた。


    



    　三階からエスカレーターで降りてくるトウテツとの入れ替わりも、すっかりタイミングがバッチリになっていた。


    「旦那ぁ。もう引っ込んじゃ駄目っスか？　下には魅怨と忌綺がいるんでしょ？」


    「魅怨が『不安だから一緒にいて欲しい』ってよ。もう少しだけ踏ん張ってくれ」


    「トホホ……今日は厄日だなぁ」


    　泣き言をこぼしつつ二階へ去っていくトウテツに心から同意し、俺はエスカレーターを駆け上がる。グズグズしていられない。阿義斗がヤンキーに絡まれているのだ……と思いきや。


    　幸いにもトラブルは、あっさりと解決された。


    　阿義斗に絡んでいたヤンキーというのは、どうやら彼の知り合いだったようなのだ。しかも集団ではなく、一人の女子高生だったのだ。


    「よう色男。転校先でも早速ハーレムを作ってんのかよ。そのうちバチ当たるぜ？」


    「ハーレムを作った覚えなど、かつて一度もない。勝手に群がってくるだけだ」


    　ムスリと答えた阿あ義ぎ斗との肩に手を回し、ゲラゲラ笑っている粗暴な少女。その馴なれ馴れしい態度からして、そこそこ親しい間柄のようだ。


    （何だよ、慌あわてて損したぜ……）


    　確かに、お世せ辞じにもガラが良いとは言えない少女である。髪は銀色、制服は改造、おまけに肌は小麦色。首にも腕にも足にも、装飾品がジャラジャラとついていた。


    　いわゆる黒ギャルの部類に入るんだろうか。よく見るとかなり美人だし、スタイルもいいのに……何だかもったいない気がした。


    （見かけない制服だけど、どこの学校だろ。アギトって、こんな子とも交流があるのか）


    　俺をはじめ、龍りゆう牙がたちも戸惑いの視線を送る中。


    　阿義斗が無表情のまま、事務的に黒ギャルを紹介してきた。


    「こいつの名前はシーマという。私のバンドでギターをやっている女だ」


    「ヨロシクな。アタイのコトは気にすんな。阿義斗に金をせびりにきただけだから」


    　パチリとウィンクしながら、ニッと笑ってみせるシーマさん。なるほど、阿義斗のバンドメンバーだったのか。
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    　彼に認められているということは、見かけによらず凄すごいギタリストなのかも。メンバーからカツアゲするって、一体どんなバンドだ。


    「しっかし、今回はこれまで以上に上玉が揃そろってるじゃん。っと、そっちは男か？」


    　シーマさんの言葉に、「ああ」と頷うなずいてみせる龍りゆう牙が。


    　俺は思わず、チラリと『斬ざん舞ぶの剣士』を見てしまった。彼女もこちらを見ており、微かすかに肩をすくめてきた。蒼あおヶが崎さきさんは龍牙の性別を知る、数少ない秘密の共有者なのだ。


    （考えてみたら、蒼ヶ崎さんにはアギトの件を相談してよかったんじゃ？　リューガを諦あきらめてもらう方法を、一緒に考えてくれるかも……黒くろ亀がめさんは当てにならないだろうけど）


    　のちほど龍牙に提言してみよう……と考える俺をよそに、依い然ぜんとしてシーマさんは阿あ義ぎ斗とに絡み続けている。思った以上に気さくなキャラだ。


    「よお、そこの女子三人。一つ忠告しとくが、こんな無愛想なトーヘンボクはやめといた方がいいぜ？　そっちの兄ちゃん二人の方が、よっぽどイケてると思うぜ？」


    　そう言って、何な故ぜか俺のところへ寄ってくるシーマさん。


    　龍牙のことはいいとして、俺を「イケてる」と評するのはやめて欲しい。それは友人キャラにとって誉ほめ言葉でも何でもないのだから……などと内心で抗議していると。


    　いきなりシーマさんが、俺の肩に手を回してきた。


    「特にアタイは、こっちの兄ちゃんがタイプだな。地味なはずなのに、何かクセになる感じっつーか……なあ、今から二人で遊ばね？」


    　途端に龍牙、蒼ヶ崎さん、エルミーラさんのこめかみに、ビキリと血管が浮く。


    　怒気を発散させる仲間たちを、黒亀さんが不思議そうに見回していた。


    「な、何をしてますのアナタ！　当たってますわよ！　ムニリと！　片乳が！」


    「当ててんだよ」


    「破は廉れん恥ちな行為はやめろ！　早さつ急きゆうに離れねば敵と見なすぞ！」


    「はっはん。何だあんたら、実はこの兄ちゃんが本命かい？」


    　エルミーラさんと蒼ヶ崎さんが、同時にウグッと口ごもる。


    　俺としても複雑だった。まさか二大主人公を差し置いてモテてしまうとは……。


    「もういいシーマ。お前はさっさと帰れ」


    　煩わずらわしげに一万円札を二枚も渡し、阿義斗が掌てのひらをヒラヒラとさせる。助けてくれたのはありがたいが、ちょっと羽振りが良過ぎるんじゃないだろうか。


    　シーマさんは「サンキュー」と軽く返し、早々にクルリと反転して去ってしまった。もしかして俺、からかわれただけなんだろうか。推定だが九十のＦカップと見た。


    「ウチのメンバーが失礼をした。ではゲームを続行するとしよう」


    　何事もなかったかのように阿義斗が仕切り直す。龍牙たちも仕方なくゲームに戻る。


    （何はともあれ、面倒な事態にならなくてよかったぜ）


    　俺もしばしボウリングに専念できる……と思ったものの、そうは問屋が卸さなかった。


    　俺の脳内に、トウテツの声が響く。もう泣きたくなってきた。


    （旦那、大変でさぁ！　トッコが太鼓ゲームで凄すげぇスコアを出してやす！　こいつ太鼓ゲームだけ超上う手まいっス！）


    （何だそりゃ！　そんな報告は別にいいよ！）


    （でも、周りにギャラリーが集まってやす！　動画で撮ってる奴やつもいやす！）


    　すぐさまゲーセンに急行し、トッコを自じ重ちようさせる。ギャラリーにも解散してもらう。


    （旦那、大変でさぁ！　天てん涼りよう院いんと蒼あおヶが崎さきが、何やら不穏な雰囲気になってやす！　お互いメタル音楽が好きだけど、趣味が合わないみたいっス！）


    　すぐさまボウリング場に急行し、蒼ヶ崎さんをなだめる。阿あ義ぎ斗とに謝っておく。


    （旦那！　トッコがリズムゲーで阿あ波わ踊りしてやす！　またギャラリーができてやす！）


    　すぐさまゲーセンに急行し、トッコを自重させる。音楽ゲームを禁止する。


    （旦那！　黒くろ亀がめがボウリング球を砕いちまいやした！　冗談で頭突きをしたら！）


    　すぐさまボウリング場に急行し、亀かめを自重させる。破片を片付けておく。


    （旦那！　忌キ綺キがクレーンゲームを揺らしてやす！　スペクタクルマンの怪獣ソフビが、なかなか取れないことに癇かん癪しやくを起こして！）


    　すぐさまゲーセンに急行し、忌綺を自重させる。代わりに怪獣をゲットしてやる。


    （旦那！　パンチラっス！　投球のとき、エルミーラがパンチラしやした！　意外にも水玉模様でさぁ！）


    　すぐさまボウリング場へ──行きかけてやめた。だからどうした。


    「……一いち郎ろうくん、大丈夫？　顔に死相が出てるわよ」


    　ゲーセンで大の字になっている俺を、魅ミ怨オンが心配そうに覗のぞき込んでくる。駄目だ、そろそろ過労死してしまいそうだ。


    　だが、これで何とか終わってくれるだろう。


    　トッコは充分に満足したようだし、ボウリングもすでにゲームセット……龍りゆう牙がは夕方には帰ると言っていたから、これ以上どこかへ行くこともないはずだ。


    「大丈夫だ魅怨。もうトラブルは起こらないと思──」


    （旦那！　お会計っス！　俺、スッカラカンっス！）


    　俺は最後の気力を振り絞り、ボウリング場へと走った。
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    　ともかく無事に……というわけでもないが、俺のミッションは終了した。


    「では火ひ乃の森もり。また学校で会おう」


    　建物を出たところで、そのまま阿義斗とは別れることになった。ヒロインズ三人も書店に寄るというので、俺は龍牙と一緒に帰宅する運びとなる。


    　ちなみに魅ミ怨オンと忌キ綺キには、トッコを家まで送り届けるよう頼んだ。トウテツはとっくに俺の中へ引っ込み、早くもイビキをかいている。よほど疲れたんだろう。


    （やれやれ、散々な一日だった……）


    　駅前の喧けん騒そうを離れ、龍りゆう牙がと並んで自宅への道を歩いていく。彼女も疲れたのか、ずっと無言のままだった。先ほどから覇は気きなく下を向いている。


    　……結局、『リューガのことは諦あきらめてくれ』と阿あ義ぎ斗とに言うことができなかった。


    　ケーキバイキングを出てからは、もうそんな余裕がなかったというのが本音だが、それは言い訳に過ぎない。ちゃんと龍牙に詫わびておこうと口を開きかけたとき。


    　俺より早く、龍牙がポツリと呟つぶやいてきた。


    「……一いち郎ろう。さっき、みんなでお会計を出し合ってたときにね」


    「あ、ああ」


    「天てん涼りよう院いんから、はっきり言われたよ。『私の恋人になって欲しい』って」


    　とうとう告白までしてきたのか。龍牙が男であるなんて、意地でも認めないようだ。


    「もちろん、その場で断ったよ？　『男なのに男とは付き合えない』って。『仮に同性で付き合うとしたら、一郎しか考えられない』って」


    　後半のは言わない方がよかったんじゃ……と思ったが、たしなめる資格など俺にはない。


    　きっと龍牙も、諦めてもらうために必死だったのだ。


    「そうしたら天涼院がね、『ならばいずれ、小こ林ばやしと決着をつけるまで』なんてコト言うの。ごめんね一郎、また巻き込んじゃった」


    「いや、それでいい。つまりアギトが話をつけるべき相手は、リューガじゃなくて俺になったわけだ。かえって好都合だよ」


    　俺にしてみれば、「これは私と火ひ乃の森もりの問題だ。お前は口を挟むな」と言われる方がよっぽど厄やつ介かいだった。これで堂々と介入する名めい分ぶんができた。


    （それにしても、主人公を巡って別の主人公と対決する羽目になるとは……俺って、アギトの物語の方でも重要キャラになっちまってねえか？）


    　主人公の恋のライバルなんて、正直なところ俺には荷が重い。


    　そういうのは普通、主人公に匹ひつ敵てきする高スペックを持った、カッコいいイケメンが務めるべきなのだ。俺みたいなショボいのに勝ったところで、何のカタルシスがあるというのか。


    「一郎、負けちゃ嫌だからね？　天涼院なんかに」


    「ああ。任せとけ」


    　阿義斗がどういう勝負をする気なのかは分からないが、こればっかりは勝ちを譲ゆずるわけにもいかない。龍牙が懸かかっているのだから。


    　雪ゆき宮みやさんエピソードが始まったからには、もう阿義斗に構っている場合じゃないのだ。俺はともかく、少なくとも龍牙は。


    　と、そんな時。不意に龍りゆう牙がが、上目遣いで俺を見上げてきた。


    「ねえ一いち郎ろう。こういうコト、あまり言いたくないんだけど」


    「何だ？」


    「天てん涼りよう院いんに『恋人になって欲しい』って言われたとき……少しだけドキドキしちゃった」


    「へっ!?」


    　思わず刮かつ目もくする俺に、龍牙が慌あわてて首と両手を振る。


    「べ、別に変な意味じゃないよっ？　告白されたのなんて生まれて初めてだったから、動揺しただけっていうか！　もし言ってくれたのが一郎だったら、もっとよかったっていうか！　雌の本能が疼うずいてたっていうか！」


    「アギト語録を持ち出すんじゃない」


    「私は浮気なんかしないもん！　一郎しか見えないもん！　たとえ下痢で彼女をほったらかしにする彼氏だとしても！」


    　トウテツとの交代劇を、割と根に持っているようだ。


    「ね、別の日曜日に改めて二人だけのデートしよ？　次は胃腸を整えておくこと！」


    「できたら再来月まで待ってくれない？　俺、来月の小遣いがゼロになりそうで……」


    「そんなに待てない～！　あと、もう一つ言わせて！　私という彼女がいる前で、シーマさんと密着するってどういうコトっ？　あれオッパイ当たってたでしょ！」


    「ああ。なかなかのモノをお持ちだった」


    「何でそんなに節操がないの！　一郎とベタベタしていいのは私だけなんだから！」


    　そう言って腕にしがみついてきた龍牙を、俺は拒まず好きにさせてやった。


    　今日は色々と迷惑をかけてしまったので、アフターケアをしておくべきだろう。お陰で覇は気きも戻ってきたみたいだし。


    「天涼院なんて、シーマさんと付き合えばいいんだよっ。結構可愛かったし、社交性もありそうだし、ピッタリじゃない！」


    「いや。さすがに今時、黒ギャルのヒロインはなあ……」


    「見た目で判断しちゃダメだよ。女の子には意外な一面がたくさんあるんだから。普段はキリッと男らしいけど、とっても甘えん坊の子だっているんだから」


    「そいつ、蛇へび塚づか先生のマッサージでアンアンよがってるしなあ……」


    「ア、アンアンなんて言ってないよ！」


    　龍牙が真っ赤になって頬ほおを膨ふくらませた瞬間。彼女の肩口に、黄金のチビ龍が姿を現した。


    　どうやらご主人様の激げき昂こうに反応したようだ。全身から金色のオーラを発散させ、こちらへ向けてクルルと唸うなっている。


    「おい、【黄こう龍りゆう】を出すな！　後光で仏様みたいになってるぞ！」


    「アンアンなんて言ってないもん！　あと、この子はロンたんだもん！」


    　ムキになって反論してくる龍りゆう牙がをなだめつつ、ロンたんに頭をかじられつつ、俺は人目を避けるように狭い路地へと入る。


    （とにかく当面の最優先事項は、雪ゆき宮みやさんにトッコの存在を打ち明けることだ。リューガたちとの和解を取り持つ前に、まず雪宮さんとトッコが和解しないことには話にならねえ）


    　屡ル贄ニエの携帯番号は、先ほどトッコから教えてもらっている。まずは夜にでも、彼と段取りを詰めるとしよう……そんな方針を固めていると。


    　俺の額から一筋、ツーっと血が垂れてきた。


    　続いてまた一筋、ツーっと血が垂れてきた。


    　おいロンたん。本気で咬かむんじゃない。グロテスクな表現は控えてくれ。
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    　ふと気付くと、雪宮汐しお莉りは自室のベッドで横になっていた。


    　程なく頭が明瞭になってくると、次第に記憶が蘇よみがえる。そうだ、自分は確か、いつの間にやらゲームセンターにいたのだ。そこで小こ林ばやし一いち郎ろうと会話したのも覚えている。


    （そのあと、また意識がなくなって……もしかして、小林さんが送ってくれたのかな？　それともセバスチャンが迎えにきてくれたとか……？）


    　気けだるい体を起こし、ひとまずセバスチャンを呼ぼうと枕まくら元の受話器に手を伸ばす。その電話は、隣にある彼の私室への直通回線なのだ。


    　が、受話器を取る前に。


    　部屋のドアが、コンコンとノックされた。次いで「……お嬢様。お目覚めでしょうか」という、聞き慣れた執事の声が届いてくる。


    「今ちょうど起きたの。入ってセバスチャン」


    「はい。失礼致します」


    　返事ののちに扉とびらが開き、セバスチャンが一礼して入室する。そのまま真まっ直すぐに汐莉の前まで来ると、再び恭うやうやしく頭を下げてきた。


    　もう十七年の付き合いだというのに、彼はいつも執事としての礼儀を欠かさない。


    　汐莉はそれに尊敬の念を抱きつつ、また一方で若じやつ干かんの寂しさも感じていた。


    「汐莉お嬢様。ご気分はいかがですか？」


    「うん、大丈夫。それよりセバスチャン、一つ訊ききたいのだけど、私は今日──」


    「ならば恐れながら、お伝えしたいことがございます」


    　静かながらも有う無むを言わさぬセバスチャンの声に、汐莉は思わず口をつぐむ。彼がこちらの発言を遮さえぎるなんて、初めてのような気がした。


    「突然ですが、このセバスチャン＝ルニエは──実は人ではございません」


    「……え？」


    「そして場合によっては、お暇ひまを頂くことになるやもしれません」


    　言葉の意味が、汐しお莉りにはよく理解できなかった。


    「セバスチャン、何を言って……」


    「汐莉お嬢様。非常に申し上げにくいことなのですが……もはや私は、セバスチャンであり続けることが困難となりました」


    「お願い、待って。分かるように説明して」


    「私には──貴女あなたより大切な主あるじがいるのです。その主のためならば、喜んで貴女を利用し、さらには排除することも厭いとわぬでしょう」


    「主……？」


    「はい。貴女にお仕えしてきたのも、全てはそのお方のため。だからこそ今日に至るまで、人間にかしずくという屈くつ辱じよくに耐えてきました」


    「…………」


    　汐莉には分からない。目の前にいるのが、本当にあの優しいセバスチャンなのか。


    「いずれトウコツ様も、必ずや【魔神】としてのご宿意を取り戻されるはず。今はまだ目覚めたばかりで、思い出せずにいるだけのはず。その時が来れば……貴女と私は戦うことになりましょう。互いの宿命に従って」


    　そうしてセバスチャンは、ゆっくりと語り出した。


    　己おのれの正体と。


    　汐莉の中にいる「誰か」の正体を。
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    「ほう、今日はそんなことになってたのかよ。大変だったな坊主」


    「そういう事情でしたら、この呪ジユ理リにもお声がけ下されば参上しましたのに」


    　その日の食卓にて。俺は本日の災難劇を、参加しなかったコントンと呪理へ愚ぐ痴ちるように語った。


    　時刻はすでに午後八時。いつもよりやや遅い夕食となっていた。魅ミ怨オンにトッコを送ってもらったことで、料理の支度が遅れたのだ。


    「ホント、大変だったわ。トッコ様ってばすぐにゲームオーバーになっちゃうから、出費が予想以上で……」


    「頑張ってプレイを誉ほめなきゃいけないので、苦労したでしゅ」


    　魅怨が溜ため息いきをつく一方、忌キ綺キは逆にホクホク顔だ。トッコに便乗してたくさんゲームができた上に、怪獣ソフビまでゲットしたからだろう。植物怪獣プラントリアを。


    （さすがに俺もヘトヘトだ。飯食って風呂入ったら、もう休むことにしよう。あ、その前に屡ル贄ニエに電話しておかないと……）


    　シラサギ少女に負けない溜息を吐きながら、俺が飯を平らげたタイミングで。


    　不意にピンポーンと、家のチャイムが鳴らされた。


    「あれ？　こんな時間に珍しいわね。宅配かしら」


    「いいわ魅怨、私が出てくるから。訪問販売かもしれないし」


    　お尻しりを浮かしたシラサギ次女を制して、キングコブラ長女が立ち上がる。


    　確かに訪問販売だとしたら、呪理が応対するのが一番だ。魅怨なら「しつこいわよ！」と相手を蹴けり出してしまうし、忌綺なら「買いましゅ」と即答してしまう。


    　その点さすがは養護教諭だけあって、呪理のコミュニケーション能力はずば抜けて高い。話術と色香を駆使し、かつて訪問販売員に軒のき先のドブ浚さらいをさせたほどである。


    　……が、数秒後。


    　玄関の方から、いきなり呪理の素すっ頓とん狂きような声が届いてきた。


    「な、何で貴女あなたが訪ねてくるのよ!?」


    　俺とコントンと魅怨と忌綺が、思わず顔を見合わせる。


    　猛烈に嫌な予感が込み上げて、俺はすぐさま玄関へと向かった。念のためコントンには引っ込んでもらう。彼はトウテツと違い、俺から三メートル弱しか離れられないのだ。


    「おい呪理。どうした──」


    　玄関にやってきた瞬間、俺は言葉を止めた。やっぱり予感が的中した。


    　ドアの外に立っていたのは、訪問販売員でも宅配員でもなく。


    　央おう明めい高校の制服を着た、亜麻色のロングストレートの美少女……雪ゆき宮みや汐しお莉りだったのだ。


    「ゆ、雪宮さん……」


    「小こ林ばやしさん。連絡もなく押しかけてごめんなさい……今日は三さん姫きが来ていたのですね」


    「え？　あ、そ、そうなんだ！　たまたま来てたんだ！」


    　これ幸いと彼女の誤解に乗っかり、とにかく家に上がってもらう。


    　茶の間にやってきた『祝命の巫み女こ』に、魅ミ怨オンと忌キ綺キも目を丸くしていた。


    　雪宮さんに座ざ布ぶ団とんを勧め、俺はテーブル越しに彼女と向かい合って座る。魅怨がお茶を出したが、彼女は会釈したのみで手をつけようとはしなかった。


    「何よ、毒なんて盛ってないわよ？」


    「い、いえ。そういうわけではありません」


    「晩ご飯も用意できるけど？」


    「結構です。警戒しているのではなく、何も喉のどを通りそうにないというか……」


    　それからしばし、雪宮さんは正座のまま沈黙してしまった。


    　……彼女がここに来た理由は、おおよそ見当がついている。


    　この思い詰めた表情からして一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。きっと雪宮さんは、何らかの弾みで知ってしまったのだろう。自身に起こっている事態を。


    「雪宮さん。三姫がいると話しにくいなら、席を外させようか？」


    　俺の後ろに控えている将軍たちをチラリと窺うかがい、しかし雪宮さんは首を横に振る。


    「いえ、平気です。これは三姫にも無関係なことではありませんから」


    　──そして雪宮汐莉は、一時間ほど前の出来事を俺たちに話し始めた。


    　セバスチャンから、いや戮りく将しよう・屡ル贄ニエから、全てを聞かされたことを。


    「……正直なところ、まだ心の整理がついていません。【魔神】トウコツのことは当然なのですが、何よりセバスチャンが使徒だったことが……今でも信じられなくて」


    　スカートをギュッと握りつつ、雪宮さんが唇くちびるを噛かみ締める。これまで以上に顔色が悪く、その美び貌ぼうには憔しよう悴すいすら見て取れた。


    （屡贄め、一体どういうつもりだ？　何でこんな性急な形で、俺と相談もせず、雪宮さんに打ち明けちまったんだ？）


    　トッコと雪宮さん、どちらへの配慮にも欠けた軽挙だ。とても忠臣のやることじゃない。執事のやることでもない。


    「小林さん。私の記憶が頻ひん繁ぱんに抜け落ちていたのは……トウコツが出てきていたからなのですね。私は小林さんのように【魔神】を『折しやく伏ぶく』できておらず、かつての杏きよう花かちゃんと同じく意識を乗っ取られた状態になっていたと……」


    「……ああ、そうだ」


    「トウコツは私を器にして、再び人間界に君臨するつもりなのですね？　配下のセバスチャンを従えて……」


    「いや雪ゆき宮みやさん、それは違う。トッコ……トウコツは、君はもとより人類に危害を加えるつもりなんてないんだ。屡ル贄ニエから聞かなかったのか？」


    「セバスチャンは、それは一時的なものだと……いずれ【魔神】としての宿意を取り戻してもらう、と」


    　屡贄め、いよいよどういうつもりだ？


    　そりゃトッコがラスボスをやってくれたら、俺としてもありがたい。でもトッコはそれを望んでいない。さすがに無理強いはできないからこそ、俺だって難儀しているのだ。


    「セバスチャンは、私に言いました。【白びやつ虎こ】の継承者を放棄するか、トウコツの器を放棄するか──それを決めて欲しいと。その返答によっては、私と戦うことになると」


    　雪宮さんの目に、とうとう涙が浮かぶ。そして身を乗り出し、すがるような瞳ひとみで俺に救いを求めてくる。


    「小こ林ばやしさん、私はどうしたらいいんですかっ？　もう頭がゴチャゴチャに混乱して──」


    　その時。雪宮さんの言葉がピタリと止まった。泣き顔がみるみる怒り顔に変わり、しまいには「ムキー！」と叫んで立ち上がる。


    「話は聞かせてもらったべ！　屡贄の奴やつ、許さねえだ！」


    　トッコが出てきてしまった。その口振りからして、どうやら事情は今知ったみたいだ。


    「汐しお莉りちゃんを、オラの地主を泣かせるなんて、スイカ泥棒のように悪い奴だべ！　ナマハゲに突き出してやるだ！」


    「おいトッコ。ちょっと引っ込んでてくれ。今は雪宮さんの話を聞かないと」


    「一いち郎ろうどん！　オラも汐莉ちゃんと話がしたいだ！　何とか誤解を解きたいだ！」


    「そんなコト言っても……」


    「オラは、汐莉ちゃんと仲良ぐしたいんだ！　それを分かってもらいたいだ！　それにこのままじゃ、汐莉ちゃんが可か哀わい想そうだべ！」


    　どうしたものかと腕を組んだところ。ふと俺の背後で、野太い声が上がった。


    「おう坊主。トッコと雪宮を対話させたいなら、いい方法があるぜ」


    　振り向くと、そこに大柄なトラ髭ひげのオッサン・コントンがいた。俺の親おや父じの私物であるビデオカメラを携たずさえて。


    「コイツを使えば簡単じゃねえか。便利なモンを発明しやがったもんだぜ、人間もよ」


    「……それって、メッセージビデオを撮るってコトか？」


    「おうよ。周りから間接的にトッコのことを聞かされるより、本人を直接見てもらった方が早えだろ？　百ひやく聞ぶんは一見にしかずってヤツだ」


    　俺が返事をする前に、トッコが「賛成だべ！」と元気よく手を上げた。


    「それなら汐しお莉りちゃんとお話しすることができるべ！　冴えてるだトンちゃん！　デスラー総統も真っ青の知謀だべ！」


    「あいつ元から真っ青だろうが」


    　……まあ、有効な案だと言えなくもない。


    　現状、雪ゆき宮みやさんの声をトッコが聞くことは可能だが、トッコの声を雪宮さんが聞くことは不可能なのだ。だがメッセージビデオという形なら問題が解消される。すぐさま雪宮さんに確認してもらうこともできる。


    　不安と混乱に陥おちいったこんな状態のまま、雪宮さんを帰すわけにはいかない。


    　どのみちトッコと雪宮さんの和解は、当面の最優先事項だったのだ。屡ル贄ニエが自身の正体までバラした以上、もはや段取りの必要もないだろう。


    　俺が了承の視線を送ると、【オッサン魔神】が「よし」と頷うなずく。


    「決まりだな。おうトッコ、そこに座れ。早速始めるぞ」


    「ちょ、ちょっと待ってけろ！」


    　カメラを構えたコントンに、アワアワと待ったをかけるトッコ。急いで手鏡を取り出し、前髪をせっせと整え始める。


    「ああん、こんなコトならお化粧してくるんだったべ。スッピンで汐莉ちゃんに挨あい拶さつするなんて恥ずかしいだ……」


    「いや、本人が見るんだからな？　ビジュアルは雪宮さん自身だからな？」


    「胸にパッドも入れてくるんだったべ。そうだ魅ミ怨オンちゃん、お茶ちや碗わん二つ貸してけろ。オッパイを盛るだ！」


    「余計なことすんな！　逆に溝が深まるぞ！」


    　そんなわけで、なし崩し的にトッコの「ビデオレター撮影」が始まった。
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    「はいっ、キュー！」


    　俺と三さん姫きが見守る中、コントンがカメラを回し出す。


    　そういえばこのオッサン、以前からビデオカメラをやたらと気に入っていたっけ。そのメモリーカードにはゴキブリに大騒ぎする三姫や、異界にいるシズマの映像も入っている。くれぐれも間違えて消さないで欲しい。


    「あ……えっと、そのぉ……」


    　カメラを前にして、トッコがカチンコチンに緊張している。キョロキョロと目を泳がせ、口をパクパクさせている。


    （いけない、これを見せたら雪宮さんがますます不安になってしまう）


    　俺はすかさず画用紙にサインペンを走らせ、『まずは挨あい拶さつから！』と書いたカンペを掲げてみせた。横では魅ミ怨オンが、リラックスするようジェスチャーを送っている。


    「ど、どうもはずめますて……オラ、【魔神】トウコツだす。トッコと呼んでけろ。本日はお日柄もよろしぐ、秋も深まって過ごしやすい季節となり、夏の暑さが懐なつかしぐ感じられる今日この頃でありますだ。今年はお米も豊作のようで、まさに実りの秋といった──」


    　俺はすかさず再びペンを走らせ、『長い！』とカンペを掲げる。横で魅怨も『話を次に進めましょう！』とカンペを出していた。


    「えっと……汐しお莉りちゃん、勝手に体を使って、どうもごめんなさい。三百年振りに復活したもんで、はしゃいじゃっただ。それから……あ、それは確か、地底怪獣ベルベロンだべ」


    　いきなり意味不明の発言をするトッコ。


    　見ると忌キ綺キが、怪獣の絵を描いた画用紙を掲げていた。それはシズマのために描いたものであり、オカッパ幼女の自信作であった。


    「おい忌綺！　変なものを見せるな！」


    「変なものとは何事でしゅかっ。渾こん身しんの力作でしゅっ」


    「分かったから！　上う手まいから！」


    　ドヤ顔でベルベロンを誇示するエゾオオカミ使徒を自粛させ、俺は『無害アピール！』と書いたカンペを出す。


    　本題はこれだ。トッコのほんわかキャラを見れば、雪ゆき宮みやさんのイメージも変わるはず。


    「汐莉ちゃん。屡ル贄ニエが何を言ったかは知らないだども、オラはもう人間界で悪さするつもりはねえだ。できたら汐莉ちゃんとも仲良ぐなりてえだ。もちろん、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がくんたちとも」


    　俺と魅怨と呪ジユ理リが、指で「オッケー」のサインをする。


    「汐莉ちゃんは今、異能力が使えなくて困っているはずだ。その理由は【白びやつ虎こ】のビャトランが、オラのせいで情緒不安定になってるからだべ。だども安心してけろ。それは一過性のもので、すぐ元の状態に戻るはずだ。だからどうか第十一話、『ヤバしスペクタクルマン！　氷河怪獣による暴行！』にご期待下さい」


    　途中までよかったのに、またトッコが意味不明の発言をした。


    　見ると忌綺が、スペクタクルマンの次回予告を書いたカンペを掲げていた。こいつは文字の練習も兼ねて、よくサブタイトルを画用紙にメモっているのだ。


    「おい忌綺！　だから変なものを見せるな！」


    「氷河怪獣とは、言わずもがなウジャランガのことでしゅ。冷凍ガスを吐くでしゅ」


    「知ってるから！　全長六十メートル、体重二万トンだから！」


    　……とりあえず一いつ旦たんそこでカメラを止めて、雪宮さんに見てもらうことにする。


    　トッコが引っ込むと、たちまち雪宮さんがキョトンとした顔で俺たちを見回してきた。手短に事情を説明し、メッセージビデオの視聴を要請する。


    「【魔神】トウコツからの、私へのメッセージ……？」


    「ああ。あいつは自分が敵じゃないことを、何とか雪ゆき宮みやさんに分かって欲しいんだ。その思いを一生懸命、カメラに向けて喋しやべってもらった。見てもらえるかな？」


    「……分かりました。小こ林ばやしさんがそう仰おつしやるのでしたら」


    「ありがとう雪宮さん。途中でスペクタクルマンの次回予告が入るが、気にしないでくれ」


    　コントンからビデオカメラを受け取り、雪宮さんが強こわ張ばった表情でビデオの小画面を見詰める。程なくトッコのメッセージが再生された。


    「こ、これが私……」


    　思いっきり訛なまっている自分に、大きくショックを受けている雪宮さん。


    　やがてメッセージが終わると、彼女はたっぷり二十秒ほど沈黙したのち、決然とした顔で俺を見てきた。


    「小林さん。今ここでトウコツに話しかければ、私の中で彼女は聞いているんですね？」


    「あ、ああ。聞こえてるはずだ」


    　すると雪宮さんは「では」と居住まいを正し、独白のごとく静かに語り出した。


    「【魔神】トウコツ……いえ、トッコと呼んだ方がいいのでしょうか？　貴女あなたが本当に、人類と共存するつもりがあるなら──私に『折しやく伏ぶく』させてくれませんか？　そうすればトウテツさんやコントンさんのように、面と向かってお話ができるでしょう？」


    　……意外にも雪宮さんは、すでに自分の状況を冷静に受け止めていた。


    　確かにその通りだ。トウテツやコントンが顕けん現げんできるのは、俺が彼らを『折伏』しているからに外ほかならない。


    　それができていない雪宮さんは、こうして意識と肉体を【魔神】に明け渡すことになってしまう。杏きよう花かちゃんだって実際にコントンと話したのは、『折伏』してからなのだ。


    　雪宮さんの言葉を受けて、再度トッコが出てくる。コントンも再度カメラを回し出す。


    「汐しお莉りちゃん、お返事ありがとうだ。その件だども……残念ながら【魔神】は、自分から『折伏』されることはできねえだ。制御できるかは地主の精神力次第になっちゃうべ」


    　トッコが申し訳なさそうに頭を下げる。画面に映ろうと背後に回り込んできた忌キ綺キを、チラチラと気にしながら。


    　雪宮さんにスイッチしてもらい、その映像を見せる。幸いにもチョコチョコと映り込んでいるオカッパ幼女のことはスルーしてくれた。


    「小林さんは、どうやってトウテツさんとコントンさんを『折伏』したのですか？」


    「ごめん、それがよく分からないんだ。どうも意識的にやるっていうより、無意識のうちに勝手に組み伏せるものみたいで……」


    「つまり私には、【魔神】を組み伏せるだけの精神力がないということですか……」


    　僅わずかに落胆した表情を浮かべたものの、なおも彼女は気丈にトッコへ語りかける。


    　──そこからしばし、宿主と【魔神】の奇妙なやり取りが行われた。


    「トッコ。私は貴女あなたを『折しやく伏ぶく』することを諦あきらめません。今よりも精神を鍛きたえ上げ、必ず貴女を制御してみせます。それでも構いませんか」


    「そうすることで汐しお莉りちゃんの中に居座らせてもらえるなら、オラは構わねえだ」


    「私は仲間たちと共に、これからも『奈な落らくの使徒』と戦います。もちろん和解を目指していますが、【魔神】キュウキが人々を脅おびやかすなら、力ずくでも阻止します。構いませんか」


    「んだ。キュウちゃんが悪さするなら、オラも汐莉ちゃんに力を貸すだ」


    「セバスチャンから迫られた選択には、こう答えます。私は【白びやつ虎こ】の継承者であることを放棄しません。ただし、トッコの器であることも放棄しません。それが不満だというなら──その時は相手になります、と」


    「カッコいいだ汐莉ちゃん！　さすがはオラの地主だべ！　もちろんオラは、汐莉ちゃんの味方だ！　ビャトランと一緒にお守りするべ！」


    「……ありがとう、トッコ。こうやって貴女と話せたことで、少し不安が消えました。そして覚悟も固まりました」


    「オラも嬉うれしかっただ！　汐莉ちゃんと話せて！」


    「もっと恐ろしい【魔神】かと思っていたんですが……これから時間をゆっくりかけて、対話を重ねていきましょうね。あと、貴女が出てくる時間も改めて相談しましょう」


    「あ、ありがとうだ！　オラね、ゲームセンターが好きなんだ！　部屋にマグロのクッションがあったべっ？　あれは汐莉ちゃんへのプレゼントだよ！　それから──」


    　最後のメッセージを見せると、雪ゆき宮みやさんはクスリと笑った。


    　よかった。どうやらこのビデオレター作戦、結果的に大成功だったようだ。まさかここまで急速に二人が和解できるとは……コントンの奴やつ、大手柄じゃないか。


    （これも雪宮さんの度量が大きいからだな。そういや雪宮さんって、ちょくちょく男前な発言するもんな……）


    　彼女ならいつかトッコを『折伏』し、【白虎】と併用できるようになるかも。そんな期待に目を細めていると。


    「ねえ一いち郎ろうくん。ちょっと思ったんだけど」


    　ふとシラサギ少女が、俺を肘ひじで突っついてきた。


    「何だ魅ミ怨オン」


    「これってビデオじゃなくて、筆談でもよかったんじゃない？」


    「…………」


    　盲点だった。もっと早く言ってくれ。


    　コントンの手柄を根底から覆くつがえした魅怨をよそに、未いまだトッコは興奮冷めやらぬ様子で喜んでいる。忌キ綺キを抱き上げてクルクルと回っている。


    　一見すると『祝命の巫み女こ』と敵幹部が戯たわむれているという、とてもシュールな姿だ。ここは是非カットしてもらいたい。


    「よかっただあ！　これからもっともっと対話をして、汐しお莉りちゃんと仲良ぐなるだ！」


    「おめでとうごじゃいましゅトッコ伯爵。また一緒にゲーセンに行くでしゅ」


    「次はボウリングもするだ！」


    「名案でしゅ。あのコロコロは楽しいでしゅ」


    　……するとそこで、いつの間にやら姿を消していた呪ジユ理リが、お盆にデザートを載せて戻ってきた。魅ミ怨オンに代わってキッチンで梨を剥むいていたらしい。


    「トッコ様。お疲れ様でございました。さあ、お召し上がり下さい」


    　にっこりと微ほほ笑えんだ呪理に、しかしトッコの顔が如によ実じつに警戒を帯びる。たちまち忌キ綺キから離れ、次いで梨を注意深く観察する。


    「毒など……入ってませんよね？」


    「貧乳娘じゃない！　いつスイッチしたのよ！」


    「たった今です！　誰が貧乳娘ですか！」


    「用が済んだなら帰りなさい！　こんな時間に男子の家にいるなんて大問題よ!?」


    「また都合よく蛇へび塚づか先生に……私を追い返すのは、トッコを追い返すのと同義ですよ！」


    「そっちこそ都合よく宿主になるのはやめなさい！　もう少し悩みなさい！」


    　相変わらず、この二人は相性が悪い。


    



    　　　　　　　　　　３


    



    　それからしばらくして。


    　今日のところは帰宅することになった雪ゆき宮みやさんを、俺は近くまで送るべく共に家を出た。タクシーを拾って帰るそうなので、大きな車道まで同行するつもりだ。


    「雪宮さん。屡ル贄ニエに迎えにきてもらえばよかったんじゃ？　あいつが君に危害を加えようとするのは、トッコが許さないと思うし」


    「セバスチャンは、今日から一週間ほどの休暇を申請していたようです。私に全てを話したあと、そのまま屋敷を出ていってしまいました」


    「そ、そうなの？」


    「はい。それに今は、どうやってセバスチャンと向き合ったらいいのか……私にも分かりません。だから自分で帰ります」


    　戮りく将しよう・屡贄のことを、雪宮さんは今でもセバスチャンと呼称し続けている。


    　トッコの件については腹を決めたが、屡贄の件はまだ整理がついていないのだろう。無理もない。かつて彼女は、セバスチャンを「家族同然の存在」と言っていたから。


    「小こ林ばやしさん、今日は本当にありがとうございました。一人で思い詰めず、貴方あなたに会いにいってよかったです。トッコと対話することもできましたし」


    「考えてみたら筆談でもよかったんだけど……でもまあ、最初くらいは映像にして正解だったのかもな。トッコの人となりを、よく知ってもらえただろ？」


    「はい。あんなに朴ぼく訥とつとした【魔神】だとは、思ってもいませんでいた」


    　肩をすくめて苦笑する雪ゆき宮みやさん。夜道の街灯に照らされたその顔は、息を呑のむほど可か憐れんだった。訪ねてきたときと比べ、かなり顔色もいい。


    「小林さんのご提案通り、明日からはノートでやり取りしようと思います。【魔神】と交換日記なんて、何だか不思議な気持ちですけど」


    「そうか。きっとトッコも喜ぶよ」


    　まだ色々と問題は残っているが、雪宮さんに笑顔が戻っただけでも上々だろう。


    　ならばこの機会に、こちらの要望も打診してみるか……そう考えた俺は、意を決して切り出してみることにした。


    「なあ雪宮さん。あと一つ提案があるんだけど」


    「はい。何でしょうか」


    「君がもう少しトッコと分かり合えたら、いずれはリューガたちにも打ち明けなきゃならないと思うんだ。でも、なかなかスムーズにはいかないかもしれない」


    「そうですね。何せトッコは、いつでも私の意識を乗っ取れるのですから……トウテツさんやコントンさんとは事情が違います」


    　しかし、雪宮さんがトッコを『折しやく伏ぶく』できるまで待っている時間はない。下へ手たをすれば数か月、数年かかるかもしれないし、そもそも『折伏』できない恐れだってある。


    　そのためにも、やはりトッコの力を消しよう耗もうさせるべきでは……そう思うのだ。バトルをすれば第三部も成立するだろうし、屡ル贄ニエの希望にも沿うことになる。


    「どうかな雪宮さん、ちょっと荒っぽい方法になるけど──一度だけでもリューガたちと、トッコを戦わせてみないか？」


    「えっ？　ど、どうして……」


    　足を止めて瞠どう目もくしてきた『祝命の巫み女こ』に、俺は慌あわてて説明を補足する。


    「いや、トッコを封じようってワケじゃないんだ。でも思い出してくれ。杏きよう花かちゃんがコントンを『折伏』できたのは、あのオッサンが極度に力を失ったからだということを」


    「…………」


    「バトルによる力の消耗は、【魔神】を大きく弱らせる。その状態のトッコなら……雪宮さんにも『折伏』できる可能性があるんじゃないかな？」


    「それは、そうかもしれませんけど……もっと穏おん便びんな方法はないのでしょうか？　せめて火ひ乃の森もりくんたちに事情を話した上で、模擬バトルをしてもらうとか」


    「心配なのは、果たしてスパーリング程度で【魔神】の力が消しよう耗もうするか？　ってコトだ。加えてリューガたちが、事情を知った上でどこまでトッコを攻撃──」


    　そんなディスカッションをしている最中。


    　チリン、と鈴の音がした。


    　雪ゆき宮みやさんにも聞こえたらしく、二人して周囲を見回す。いつしか俺たちは、墓地の手前に差しかかるところだった。


    「気のせいでしょうか。今、鈴の音が」


    　雪宮さんが言い終わらぬうちに、またチリンと音がした。


    　今度は出で所どころが分かった。前方五メートルほど先にある、墓地の入り口からだ。


    （この鈴の音、前にも聞いたような……）


    　たちまち俺の脳裏に、その記憶が蘇よみがえる。つい昨日、龍りゆう牙がとの下校中に出会った、やけに大柄でムキムキな托たく鉢はつ僧そう侶りよの姿が。


    　──この辺りで、仏らしき者を見たことはなかろうか──そう尋ねてきた、あの奇妙なお坊さんの威容が。


    　耳を澄ませていると、次第に鈴の音が大きくなっていく。さらには墓地の奥より、こちらへと近付いてくる足音が重なる。私事だが、俺はこの墓地にあまりいい思い出がない。


    （今さら素通りしようとしても、入口の前で鉢はち合あわせしちまうな。待つしかねえか……）


    　念のため雪宮さんを下がらせた直後。


    　俺たちの前に、果たして巨漢の僧侶がヌッと現れた。


    「！」


    　その正体は予想していたのだが、それでも俺は目を見開いてしまった。


    　理由は、僧侶に「連れ」がいたからだ。その人物にもまた、見覚えがあったからだ。


    「シ、シーマさん……？」


    　そう。それはまさに今日、ボウリング場で出会った黒ギャルだった。阿あ義ぎ斗とバンドでギターを担当しているという、あの粗暴なカツアゲ女子高生だったのだ。


    「よお、また会ったなコバイチ。今度こそアタイと遊ばね？」


    　ニカッと笑い、片目を閉じてみせるシーマさん。墓地を前にして、坊さんを横にして、よく平然と逆ナンができるものだ。


    「本当は、そっちの【白びやつ虎こ】の姉ちゃんに用があったんだけどさ。コバイチがついてくるなんて、やっぱりアタイたち縁があるんじゃね？」


    「雪宮さんに、用があるだと？」


    　相手の一言で、俺は理解してしまった。同時に気が滅入ってしまった。


    　──この「黒ギャルと僧侶」というミスマッチなペアは、どういう関係なのか？


    　──どうして名乗っていないはずの俺の名前を、シーマさんは知っているのか？


    　──どうして雪ゆき宮みやさんの守護神を知っているのか？


    　──どうして彼らから邪じや気きが漂っているのか？


    　その答えは、二人が『奈な落らくの使徒』だから。全ての疑問は、それで説明がつく。


    「……シーマさん。いや、もうシーマでいいよな？」


    「ああいいぜ。堅苦しいのは嫌いだからよ」


    「お前ら、キュウキの配下だな？　あいつに伝えといてくれねえか。『お前は第四部のラスボスになったから、もうしばらく引っ込んでろ』って」


    「はっはん。いい根性してんなあコバイチ。キュウキ様が気に入るだけのコトはあるぜ」


    　次の瞬間。黒ギャルと僧そう侶りよの体に変化が生じた。


    　シーマの全身がたちまち黄褐色の体毛に覆われ、尻しりから尾が生えてくる。ネコ科特有のしなやかそうな体つき。そして毛並みの各所にちりばめられた黒斑点……チーター型か。


    　僧侶の方は、その巨体をさらに肥大化させていた。黒光りする装甲に身を固めており、眉み間けんからは短い角、頭頂部からは長い角がそれぞれ突き出ている……カブトムシ型のようだ。


    　異い形ぎようとなった二人が、改めて名乗ってくる。


    「アタイは『奈落の八はつ傑けつ』の一人、蛮将・弑シイ麻マだ。ヨロシクな」


    「……拙せつ僧そうは戒将・災サイ蒜ヒルなり。同じく八傑が一人なり」


    　邪気の強大さから予想はしていたが、やはり将軍クラスか。


    　これは非常に面倒なことになった。今の状況だけじゃなく、物語視点から見ても。


    　何な故ぜならこのチーター型使徒は……阿あ義ぎ斗とのバンドメンバーなのだ。向こうのストーリーの登場人物だと思っていた彼女が、『奈落の使徒』だったのだ。


    （またクロスオーバーしちまったのかよ……こうなってくると、さすがに俺も改めざるを得ねえ。アギトに対する認識を）


    　それは以前より、実は薄々感じていたことだった。


    　──もしかして天てん涼りよう院いん阿義斗を主人公とした物語なんて、存在しないのではないか？　あいつは最初から、こっちのお話のキャラだったのではないか？　と。


    （だとしたら、あの人間離れした運動能力にも合点がいく。まさかアギトも八傑の一人なんてことは……いや、今はそれどころじゃねえ。すぐにでもバトルが始ま──）


    　と、その時。後ろの雪宮さんが、やにわに地面を蹴けった。傍かたわらのブロック塀をヒラリと跳び越え、墓地の中へと身を躍らせる。


    「小こ林ばやしさん、墓地の中で対応しましょう！　この時間なら立ち入る人もいないはずです！」


    　否応もなく、俺もすぐさま後に続く。


    　彼女と離れるわけにはいかない。今の雪宮さんは、異能力が使えないのだ。


    （今は俺が頑張るしかねえ。友人キャラとしては目も当てられない事態だが……リューガたちが来るまでは、俺が雪宮さんを守らないと！）


    　雪ゆき宮みやさんの背中を追いながら、龍りゆう牙がに連絡するべく携帯を取り出したところ。


    　疾走する俺の横に、いきなり黒い影が並んできた。何と弑シイ麻マだった。


    「な!?」


    「はっはん。遅えよコバイチ。それじゃこの弑麻さんは撒まけねえぜ？」


    　さすがはチーター型、恐ろしい脚力だ。ブルンブルン揺れているＦカップ（推定）がなかったら、もっと速いかもしれない。


    「駆けっこでアタイに勝てるヤツなんざ、異界にも人間界にもいやしねえよ。諦あきらめな」


    「くっ、この！」


    　走りながら体当たりを試みるも、弑麻はヒラリと俺のチャージをかわす。足を引っかけようとしても、やっぱり駄目だった。


    「ヒャハハハハ！　何やっても無駄だって！」


    「んじゃこうだ！」


    　最後の手段でオッパイを触ってやると、チーター使徒は「ふぎゃあ！」と叫んで前方にひときわ大きく跳ねた。すかさず俺も急ブレーキをかけ、こちらを睨にらんでくる弑麻と対たい峙じする。


    　いつしか俺たちは、とっくに雪宮さんを追い越していた。とんだバカ二人だ。


    「……おいコバイチ、今のはねえだろ。アタイだって女の子なんだぜ？」


    　耳まで赤くなって、弑麻が恨めしげに抗議してくる。意外なリアクションだった。


    「不可抗力だ。大体お前、ボウリング場で自分から押しつけてきたろうが。オッパイ」


    「自分でやんのと相手に揉もまれるのじゃ、話が違うんだよ！」


    「お前を止めるには、ああするしかなかった。その俊足は誉ほめてやるぜ。あと、オッパイの弾力も誉めてやるぜ」


    「うるせえ！　責任取らせてカレシにすっぞ！」


    　犬歯を剥むいてがなり立てる弑麻。するとそこに、ようやく雪宮さんが追いついてきた。ややあって災サイ蒜ヒルも追いついてきた。


    　墓石に囲まれた十字路で、改めて相対する俺たちと将軍二名。あのカブトムシ使徒は図体が図体だけに、かなり動きが鈍どん重じゆうだと見た。


    「んじゃ、仕切り直すとすっか。コバイチとも遊んだコトだし、予定通りメインディッシュの雪宮汐しお莉りを食らうとしようぜ。なあ災蒜」


    「弑麻、お主は突っ走り過ぎだ。その浅慮、戒いましめよ」


    　彼らの攻撃的な邪じや気きが、より一層に濃度を増す。


    　それに混じって、四方からも多数の邪気と気配が迫ってきた。どうやら手勢を引き連れてきていたらしい。


    （軽く見積もっても三十匹はいやがるな……雪宮さんが本調子なら、神楽かぐら鈴すずで敵の動きを封じてもらえるんだけど）


    　が、今の彼女にそれは期待できない。「樹じゆ縛ばく殺さつ」で使徒らを拘こう束そくすることも望めない。


    （完全に囲まれちまったか。墓地に入ったのは失敗だったな……いや、そもそも弑シイ麻マがいる限り、どのみち逃げきるのは不可能だった）


    　普通なら、絶対的ピンチといっていい状況だろう。ハードな物語なら、龍りゆう牙がが駆けつけたときには俺たち二人の無む惨ざんな死体が転がっている……そんな展開だってあり得るだろう。


    　でも生あい憎にく、そうはならない。ここにいるのが小こ林ばやし一いち郎ろうだから。


    　甚はなはだ不本意ながら、こちとら【魔神】の二体持ちなのだ。絶対的ピンチなのは、むしろあちら側といっていい。


    （とはいえ、俺が敵を殲せん滅めつしちまうのは避けたい。一刻も早くリューガを呼ばないと……問題はあの俊足チーターが、連絡する隙すきを与えてくれるかどうかだが）


    　ポケットの中で携帯を握り締める俺の横で、雪ゆき宮みやさんがキッと八はつ傑けつらを睨にらみ据すえる。


    「私をメインディッシュと言いましたね。四し神じんの一角である、【白びやつ虎こ】の継承者の抹まつ殺さつ……それがキュウキの指示ですか」


    　雪宮さんの問いに、しかし弑麻はたちまち愉快げな哄こう笑しようをあげた。


    「ヒャハハハハ！　そうじゃねえだろ？　アンタは【白虎】の宿主である前に、トウコツ様の器だろうが！」


    　同時に息を呑のんだ俺と雪宮さんに、続けて災サイ蒜ヒルが口を開く。


    「トウコツ様の器たる雪宮汐しお莉りの拉ら致ち、もしくは破壊……それが我らの使命なり。トウコツ様は目覚めて間もなく、そのお力を存分に振るえぬ状態のはず。今が好機なり」


    「しかもトウコツ様、すっかり腑ふ抜けになってんだって？　だったらコバイチ、引っ込んでてもらうのはキュウキ様じゃなく、トウコツ様の方じゃね？」


    　……何てこった。キュウキの奴やつ、すでにトッコの復活を知っていたのか。しかもトッコが人類を脅おびやかす気がないことまでも！


    （一体どうやって知った？　この情報は、まだごく一部にしか開示されてないはずだぞ？）


    　それを知っているのは俺、トウテツ、コントン、三さん姫き、雪宮さん本人。そして──


    （セバスチャン、か）


    　考えられる情報源は、彼しかいない。戮りく将しよう・屡ル贄ニエしかいない。


    （まさかあのオニグモ執事、雪宮さんをキュウキに売ったのかっ？　それってつまり、トッコを売ることにもなるんだぞっ？）


    　俺の疑惑を肯こう定ていするように、カブトムシ使徒が低く告げてくる。よく見ると、首から数じゆ珠ずをぶら下げていた。あくまで僧そう侶りよキャラでいくようだ。


    「トウコツ様の腹心たる屡贄は、主君の現状を嘆いている。だからこそ──拙せつ僧そうの言葉に耳を貸したのだろう」


    　災蒜の言葉に、俺はハッとする。セバスチャンが偽いつわっていた国籍を、そこで思い出した。


    　もしやこの坊さんが捜していた「仏らしき者」とは……屡ル贄ニエのことか？　こいつが言ってたのって、「フランスっぽい人」のコトだったのか？　紛まぎらわしいにも程があるぞ！


    （しかも仲間の居どころを、堂々と主人公に尋ねてきやがって……！）


    　俺が歯は噛がみしている間にも、周りから次々と使徒が姿を現し、包囲を狭めてくる。


    　獣けものっぽい奴やつ、虫っぽい奴、魚っぽい奴……夜の墓場にワラワラと異い形ぎようが集うその光景は、知らない人が見れば「妖怪たちの運動会」だと思うかもしれない。


    （テッちゃん、状況は分かってるな？　俺は雪ゆき宮みやさんを守るから、弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルを頼む）


    　内線通信で語りかけると、すぐにトウテツからの返事があった。よかった、また寝てたらどうしようかと思った。


    （任せといて下さい！　ていうかあの女ヤンキー、弑麻だったんスね。あいつの人間体なんてとんと見てなかったんで、すっかり忘れてやした。おまけに日焼けしてるし）


    　呑のん気きなコメントをする【魔神】に、さらにもう一人の【魔神】の声が続く。


    （おう坊主。こんな使えねえ野郎より、俺様に戦わせろや。体が鈍なまってんだ）


    （な、何だとぉ!?　またしゃしゃり出る気かコントン！　こっちは最近、めっきり活躍する機会が減ってるんだよ！　俺のファンにも気を遣え！）


    （いねえよ、テメェのファンなんざ。よし、だったら公平にジャンケンでどうだ？）


    （よっしゃ！　最初はグーな!?　パーを出したら負けだからな!?）


    　俺の中でジャンケンを始める【魔神】たち。緊張感の欠片かけらもない奴らだ。


    （はい、ジャ～ンケ～ンほい！　あいこでほい！　ほい！　ほい！　ほい！　クソっ、埒らちが明かねぇ……こうなりゃシリトリで勝負だ！　はい、リンゴ！）


    　俺の中でシリトリを始める【魔神】たち。いい加減ぶん殴ってやりたくなった。


    （ゴール！）


    （ルンバ！）


    （バイリンガル！）


    （ル、ルーマニア！）


    （アラサーアイドル！）


    （卑ひ怯きようだぞコントン！　『ル』ばっかで攻めてきやがって！）


    「お前ら、どっちでもいいから早くしろ！　そんなだからファンができねえんだぞ！」


    　業を煮やして俺が一いつ喝かつした瞬間。


    　不意に雪宮さんが、音もなく俺の前に一歩進み出た。


    　ゆっくりと周囲を見渡し、やがて前方の弑麻＆災蒜へと視線を戻す『祝命の巫み女こ』。明らかにさっきまでと雰囲気が違う。どす黒いオーラまで漂わせている。これはまさか──


    「……あんたら、オラの地主に手を出す気だか？」


    　訛なまっていた。トッコだった。


    　弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルが、同時に顔色を変える。たちどころに身構え、警戒態勢を取る。


    　周囲の使徒たちも、波が引くように後退する。その顔は一様に、戦せん慄りつに染まっていた。


    　すると間もなく。雪ゆき宮みやさんの背後に、女の黒影がユラリと顕けん現げんした。


    「だったら──許さねえべ」


    　俺がモタモタしているうちに、トッコが参戦を表明してしまった。


    



    　　　　　　　　　　４


    



    　トッコの顕現形態は、コントンのそれと同じだった。


    　ランプの魔人のごとく雪宮さんの頭上に待機し、見下ろすように敵を睥へい睨げいしている。宿主から離れて行動できないのは、トウテツ以外の【魔神】に共通する制約なのだ。


    （これが、トッコの戦闘バージョン……）


    　初めて見た印象は、一言で述べると「若い女幽霊」であった。


    　異様に長い濡ぬれ羽ば色の髪に隠れ、素顔が窺うかがえない。しかしその隙すき間まから覗のぞく両眼だけが、不気味に爛らん々らんと輝いている。


    　病的なまでに華きや奢しやな体躯にまとうのは、薄手の黒ドレス。そこから伸びる枯れ枝のごとく細長い両腕はダラリと垂れ下がり、左右にブラブラと揺れていた。
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    （意外とビジュアル怖こええ！　【魔神】っていうより貞さだ子こだ！）


    　しかも三メートルはあろうかという巨大貞子である。コントンほどのサイズはないが、別の意味での威圧感がある。周りの異い形ぎようたちも含め、最も墓地にフィットした外見だ。


    　普段のモッサリしたキャラに、すっかり騙だまされてしまった。こうなると逆に、訛なまっているのが非常にもったいない。喋しやべらない方がいい。


    「弑シイ麻マ、災サイ蒜ヒル。あんたらはそんなに悪い子だったべか」


    　嘆かわしくも、相変わらずの口調で問い詰めるトッコ。


    　その下では雪ゆき宮みやさんが、魂たましいが抜けたように無表情で佇ちよ立りつしていた。かつての杏きよう花かちゃんと同じく、一種のトランス状態になっているのか。


    「恐れながらトウコツ様。今のアタイらのボスは、キュウキ様でしてね」


    「複数の【魔神】様が目覚められたとき、仕える主君は使徒自身が決める……それが我らの掟おきてなり。どうかご理解頂きたく」


    　そんな将軍たちの言い分に、トッコは邪じや気きの膨張によって応える。


    「そうだか。んだば、お仕置きだべ」


    　直後。トッコの長髪がザワリとうねり、生き物のごとく弑麻と災蒜に襲いかかった。


    　チーター使徒がすんでのところで飛びかわした一方、カブトムシ使徒は髪の毛によって全身を拘こう束そくされる。


    　捕縛された災蒜の巨体が軽々と宙に舞い、物凄すごい勢いで地面に叩きつけられた。


    「ぐぶ！」


    「はっはん。やっぱこうなっちまったか！　まさか【魔神】様とタイマン張る日がくるとは思わなかったぜ！」


    　目にも留まらぬスピードで、器たる雪宮さんへ特攻をかける弑麻。


    　そんなチーター使徒の行動を、トッコは読んでいた。長い右腕が鞭むちのようにしなり、飛び込んでくる相手を迎撃する。


    　が、弑麻もまた【魔神】の動きを読んでいた。彼女は一瞬で方向転換し、五指の鋭利な爪つめでトッコの黒髪を寸断した。災蒜を捕えている、幾条もの髪束を。


    　拘束が弱まった隙すきを突いて、カブトムシ使徒が残る髪を自力で引きちぎって脱出する。あれだけの勢いで叩きつけられたというのに、ほぼ無傷だった。大した装甲だ。


    「よう災蒜。無事か？」


    「問題ない。やはりトウコツ様は、まだ完全に力を取り戻しておられぬ模様……加えて器とも馴な染じんでおらず、対応は可能なり」


    「はっはん。頑張りゃ何とかなるってコトか？　燃えてきたぜ！」


    「が、それでも力の差は歴然。その油断、戒いましめよ」


    「【魔神】様を相手に、誰が油断すっかよ！　死に物ぐるいだっつうの！」


    「それからお主、先ほど『タイマン』と言ったな。それは一対一を指す言葉のはず。こちらは複数であり、タイマンにあらず。その誤ご謬びゆう、戒いましめよ」


    「細けえんだよクソ坊主！」


    　弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルが、改めてトッコへ向き直る。


    　……トッコに集中しているところ悪いが、お前ら俺を忘れてないか？


    　カブトムシ使徒の言う通り、これはタイマンじゃない。出遅れた感はあるが、ここらで俺も参戦させてもらおう。


    （トッコが出てきちまった以上、もうリューガを呼ぶわけにはいかねえ。この状況でトッコと対面したら、間違いなくややこしいコトになるだろうからな）


    　遺い憾かんだが、ここは俺たちだけで何とかするしかない。トッコと協力すれば、五分とかからず撃退できるはず……そう考えていたタイミングで。


    （らっきょ！）


    （杏きよう花かたん！　し、しまった！　『きょ』って言いやがるからあああ！）


    　ちょうど【魔神】たちのシリトリが決着してくれた。


    　負けたのはコントンだった。杏花ちゃんへの強い慕情が災いしたようだ。厳密には『よ』で返さねばならないはずだが、死ぬほどどうでもよかった。


    「よし、終わったな!?　来いテッちゃん！」


    　俺はすぐさまトウテツに顕けん現げん指令を下す。ところが。


    （ンジャメナ！）


    　シリトリが続行されてしまった。トウテツが、アフリカ中央部にあるチャド共和国の首都で返してしまった。


    （し、しまった！　昨日テレビで覚えた教養を、ついひけらかしちまった！）


    （がははは！　馬鹿な野郎だぜ！　だが、まあいいや。坊主も痺しびれを切らせてることだし、今日のところは出番を譲ゆずってやる。ナシゴレン……はい、これで俺様の負け──）


    （ンジャメナ！）


    （もういいっての！　夏みかん！　はい、これで俺様の負け──）


    （ンジャメナ！）


    （ンジャメナ言いたいだけだろうが！　同じワードは二回言ったら負けなんだよ！）


    （お前も言ってみろコントン。ちょっとクセになるぞ。ンジャメナ）


    （ああ？　ンジャメナ、ンジャメナ）


    （ンジャメナ！　ンジャメナ！）


    （ンジャメナ！　ンジャメナ！）


    「いつまでやってんだお前ら！　今はバトル中なんだよ！　おい聞け！　ハモるな！　アルトとソプラノに分かれるな！」


    　俺がンジャメナ合唱団に雷を落とした、その時だった。


    　取り巻く使徒たちの包囲網に、にわかに異変が生じたのは。


    「秘剣！　斬キルロワイヤル！」


    　凛り々りしい少女の叫びが上あがり、巻き起こった竜巻に異い形ぎようたちが呑のみ込まれる。


    「秘伝！　焔かん奏そう・協奏曲コンチエルト！」


    　玲れい瓏ろうな少女の叫びが上がり、統率の取れた鬼火の群れが異形たちを焼き払う。


    「秘拳！　甲骨ナックル！」


    　元気な少女の叫びが上がり、ドカバキと異形たちが殴り飛ばされていく。


    　……その乱入者たちは言うまでもなく、蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさん、黒くろ亀がめさんだった。呼んでもいない四し神じんヒロインズだった。


    （な、何であの三人がここに!?　まさか、四神の仲間のピンチを察してきたのか!?）


    　激しく狼ろう狽ばいする俺をよそに、使徒たちが次々と葬ほうむられていく。応戦しようとする者、逃亡しようとする者……突とつ如じよとして墓場は混乱状態となり、まさに運動会の様相を呈した。


    　やがて四方を埋め尽くしていた約三十体の異形が、残らず一掃されると。


    　俺の右方、左方、後方から、それぞれポニーテールの女剣士、ウェーブヘアーのヴァンパイア、ショートカットの拳けん法ぽう少女が現れた。


    　もしかしたら今、カッコいいＢＧＭが流れているのかもしれない。


    　しかしながら俺の脳内には、ヤバいときのＢＧＭが流れていた。


    　援軍が来たわけだから、本来なら喜ぶべきところなのだが……正直さっきより、よっぽどピンチだった。逆に事態が悪化してしまった。


    「小こ林ばやし、無事か」


    「やれやれ、またこの墓地ですの？」


    「せっかく寝るトコだったのにぃー」


    　口々にコメントを発しながら、こちらへと集まってくるヒロインズ。


    　俺は未いまだに動揺したまま、ひたすら彼女たちを瞠どう目もくしていた。


    （何てこった。この状況でヒロインズが勢揃ぞろいしてしまうとは……いや待て、みんながいるのにアイツだけが来ていないなんてコトがあり得るだろうか？　生まれもっての主人公気質であるアイツが……）


    　そんな俺の危き惧ぐは、果たして当たった。いきなり頭上に細身の影が躍り、俺の眼前にストンと着地してきた者がいた。


    　そいつはすかさずクルリと反転し、俺に背を向けて前方を見み据すえる。紐ひもで縛しばった長い後ろ髪を、夜風になびかせて。


    （……やっぱりお前もいたのかよ）


    　もちろんそれは、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がだった。


    　できれば今回は登場しないで欲しかった、我らが主人公だった。


    「リューガ……それにみんなも、どうしてここに……」


    　思わず訊きいてしまうと、龍りゆう牙がが不ふ可か解かいな返答をよこしてくる。


    「十五分くらい前にメールがあったんだ。『墓地で戦闘が行われている』という、差出人不明のメールが。だからみんなに連絡して駆けつけてきた」


    　十五分くらい前？　それは妙だ。


    　その時間って、俺たちがちょうど弑シイ麻マたちと出くわしたタイミングにならないか？　その差出人は、事前に「弑麻と災サイ蒜ヒルによる襲撃」を知っていたことにならないか？


    「汐しお莉りはまだ体調が万全じゃないだろうから、声をかけなかったんだけど……こんなことになってるなんて……」


    　トッコを顕けん現げんさせている雪ゆき宮みやさんを見詰めながら、龍牙が絞り出すように呟つぶやく。


    　ヒロインズも鬼き気き迫る表情で『祝命の巫み女こ』を凝ぎよう視ししていた。


    「ずっと懸け念ねんはあった。汐莉の体調不良は、杏きよう花かのときとよく似ていたから……俺はその可能性について、もっと深刻に考えるべきだった」


    　ギリリと奥歯を噛かみ締めて自責する龍牙に、ヒロインズがすかさずフォローを入れる。


    「それは私たちも同じだ。だが、今はこの現実を受け止めるしかない。汐莉が【魔神】の器だった──という現実を」


    「もしやあれが、【魔神】キュウキですの？　それとも、まさか【魔神】トウコツ……？」


    「どっちでもいいよ！　キュウキだろうとトウコツだろうと、私たちがやるコトは一つなんだから！　あいつをやっつけて、汐しおちゃんを助ける！　それだけだよ！」


    　鼻息も荒く宣言した黒くろ亀がめさんに、龍牙たちが一斉に頷うなずく。


    　……マズい。彼女らは案の定、トッコを敵だと認識している。


    　確かに俺は、雪宮さんに「龍牙たちとトッコの戦闘」を提案した。それが第三部のベストな流れだと今でも思っている。


    　でも、こんな急ピッチな展開は想定外だ。


    　龍牙たちには、一いつ旦たんこの場から退いてもらいたい。この現実をすんなり受け止めるんじゃなく、大切な仲間が【魔神】の器だったことにもっと葛藤してもらいたい。


    　そして個々に雪宮さんとの日々を反はん芻すうしたりして、それから決意も新たに決戦へと臨んで欲しいのだ。


    　それでこそ第三部は成立するのだ。物語には「溜め」が必要なのだ。


    （今ここで決着がついてしまったら、ダイジェスト感が否いなめねえ。トッコ編が総集編のように片付けられてしまう事態だけは、何とか避けなければ……！）


    　チラリと前方を窺うかがうと、いつしか弑麻と災蒜は、龍牙たちに向き直っていた。まるでトッコを守る従者のように。


    「トウコツ様、下がっててもらえますか。あいつらの始末はアタイらに任せて下さい」


    「これぞ飛んで火に入る夏の虫なり。お主らの命、【魔神】様への供く物もつとしてくれよう」


    　いきなり味方ヅラをし始めた八はつ傑けつ二人に、トッコが「え？　え？」と当惑している。困ったようにこちらを見てきたが、俺もどうすればいいのか分からなかった。


    （弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルめ、一体どういうつもりだ？　まさか自分たちに代わって、リューガたちにトッコを討たせようって腹か？　そのために配下のフリをしてるのか？）


    　いずれにせよ、このままではバトルが始まってしまう。


    　どうする？　トッコが敵じゃないことを、断腸の思いで伝えるべきか？　だが、この状況で龍りゆう牙がたちがそれを聞き入れるだろうか？　なんて逡しゆん巡じゆんしていると。


    「汐しお莉り！　今助けるぞ！」


    　龍牙の声を合図に、メインキャラたちが駆け出してしまった。前方にて待ち構える弑麻、災蒜、そしてトッコへと。


    「はっはん。上等じゃねえか火ひ乃の森もり龍牙！」


    　大将首を狙ねらわんとばかりに、弑麻が五指の爪つめをさらに伸長させて龍牙を迎え撃つ。


    　だが次の瞬間。チーター使徒の前に、長身痩そう躯くの影が舞った。横一文字に走った剣けん閃せんに、弑麻は咄とつ嗟さに身を逸そらす。


    「うおっと！」


    「貴様の相手は、私がしてやろう。この『斬ざん舞ぶの剣士』がな」


    「チッ……後悔すんなよ【青せい龍りゆう】！」


    　その傍かたわらでは、災蒜が地面より噴き出した炎によって、動きを封じられていた。カブトムシ使徒を請け負ったのは、エルミーラさんだった。


    「ぬう。これは……ただの炎ではないな」


    「アナタの同胞である憤ふん将しよう・鰉ヒガイ亜アを葬ほうむった、誇り高き『常とこ闇やみの血族』の炎ですわ。お気に召しまして？」


    「なるほど、お主が【朱す雀ざく】か。その慢心、戒いましめよ」


    　たちまち開始された二つのバトルを尻しり目めに、龍牙と黒くろ亀がめさんが猛然とトッコに迫る。普段なら「さすがに息の合った連係だぜ！」と解説するところだが、今はそんな状況じゃない。


    「ま、待って欲しいだ！　オラは──」


    「やい【魔神】！　汐しおちゃんを返せ！」


    　龍牙と黒亀さんによる拳こぶしと蹴けりの嵐が、容よう赦しやなくトッコへと放たれる。さすがは幼おさな馴な染じみというべきか、やっぱり息の合った連係だ。


    　トッコは長髪を駆使して、何とかその猛攻をしのいでいた。反撃することを躊躇ためらい、少しずつジリジリと後退していく。


    　雪ゆき宮みやさんを取り戻すため、龍牙たちも必死なのは分かる。


    　が、これではまるでイジメっ子である。やっぱこのバトル、やらせちゃいけなかった！


    「待てリューガ！　俺の話を聞いてく──」


    　もはや覚悟を決め、俺が制止の叫びを投げかけようとした刹せつ那な。


    　横合いから猛スピードで滑空してきた鳥影が、龍りゆう牙がと黒くろ亀がめさんを襲った。


    「！」


    　奇襲に気付いた龍牙たちが、間一髪で後方へ飛び退すさる。結果的に二人は、トッコから三メートルほどの距離を取ることになった。


    　地面に舞い降りた襲撃者は、先ほどの弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルのごとく、庇かばうようにして【魔神】の前に立つ。その両脇わきにはいつの間にか、さらなる二つの影が並んでいた。


    「トッコ様。お下がりを」


    　両腕と同化した双翼をバサリと一振りし、シラサギ使徒が【魔神】に告げる。


    「ここは我ら『奈な落らくの三さん姫き』が対応致します」


    　ヘソから下が蛇身と化したキングコブラ使徒が、ブロンドヘアーを掻かき上げる。


    「お仕事、頑張るでしゅ」


    　三角耳でモフモフのエゾオオカミ使徒が、自身の鼻先をペロリと舐なめる。


    　それは言うまでもなく、魅ミ怨オン、呪ジユ理リ、忌キ綺キだった。


    　我が家に居い候そうろうしている、将軍クラスの使徒たちだった。


    「火ひ乃の森もり龍牙。トウコツ様を倒そうというなら──まず私たちが相手になるわ」


    「誤解しないでね。あっちのチーターとカブトムシは、私たちと無関係だから」


    「キキたちはキキたちの意思で、トッコ伯爵にお味方するでしゅ」


    　……何てこった。またしても呼んでもいない援軍が来てしまった。一段と事態がややこしくなってしまった。


    　ここのところ、すっかり馴なれ合い気味になっていたメインキャラたちと三姫。


    　そんな両陣営がここにきて、思わぬ形で……再び敵対関係に戻ろうとしていた。
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    　夜の墓地は現在、風雲急を告げていた。


    　キュウキ配下の八はつ傑けつたる、弑麻＆災蒜の登場。それに怒ったトッコの登場。謎なぞの人物に呼び出された、龍牙＆ヒロインズの登場。挙げ句の果てには三姫の登場──


    　ストーリーの中心人物たちが、ほぼ一堂に会してしまった。未いまだ登場していないのは、ウチの【バカ魔神】二名くらいだ。


    （これ、どう収拾をつければいいんだ……？）


    　蒼あおヶが崎さきさんと弑麻、エルミーラさんと災蒜は、目下バトルを継続中である。


    　その一方で龍りゆう牙がと黒くろ亀がめさんは、【魔神】との戦いに突とつ如じよとして介入してきた三さん姫きと対たい峙じしていた。如によ実じつに困惑した表情を浮かべながら。


    「三姫……一体どういうつもりだ？　どうして【魔神】トウコツに味方する？」


    「あら、『奈な落らくの使徒』が【魔神】様をお守りするのが、そんなにおかしい？」


    　悪びれずに答えた魅ミ怨オンに、龍牙はなおも問い質ただす。


    「君たちの主人は、トウテツじゃなかったのか。他の【魔神】を守る理由は何だ？」


    「火ひ乃の森もり龍牙。何か勘違いしてない？　私たち三姫は、別にあんたの仲間じゃない。こっちの事情をいちいち詮せん索さくされる筋合いはないわ」


    「一つ言えるのは、ここでトウコツ様を討たせるわけにはいかないってこと。それが三姫の総意ってことかしら」


    「トッコ伯爵をイジメるのは許さないでしゅ」


    　三姫に譲ゆずる意思がないことを察した龍牙は、すぐに行動を起こした。そこはやはり生きつ粋すいの主人公というべきか、「何があっても仲間を救う」という目的を最優先にしたようだ。


    　雪ゆき宮みやさんの状態から、きっと龍牙も分かっているのだ。彼女がトッコを『折しやく伏ぶく』できておらず、肉体と意識を乗っ取られていることを。


    「三姫！　邪魔をするなら手加減はしないぞ！」


    「嵐らん将しよう・魅怨をお舐なめじゃないよ！」


    　即座にシラサギ使徒が迎え撃ち、目にも留まらぬ攻防が始まる。そこにエゾオオカミ使徒も参戦し、龍牙は双方への対処を強いられる。


    「くっ……速い！」


    「当然でしゅ。駆けっこでキキに勝てる人は、異界にも人間界にもいないでしゅ」


    「ほら火乃森龍牙！　足下ばかりに気を取られてていいの!?」


    　頭上より急降下してきた魅怨を、紙一重で回避する主人公。


    　二人がかりとはいえ、あの龍牙が手こずっていた。やはり将軍クラスは伊だ達てじゃない。


    　空と地よりのコンビネーション攻撃を、龍牙は天性の戦闘センスでかわす、かわす、またかわす。それだけでも神業わざなのに、一瞬の間隙を突いて反撃すらしてみせる。


    　さすが主人公、驚くべき立ち回りだった。マルチタスク対応だった。


    「龍りゆうちゃん！」


    　それを見て急ぎ助すけ太だ刀ちに向かおうとした黒亀さんの前には、残りのキングコブラ使徒が立ちはだかった。


    「相変わらず元気ね、貴女あなた。私と遊びましょ？」


    「どけえええー！」


    　黒亀さんが繰り出した拳こぶしの連打を、呪ジユ理リは巧みにスルスルと受け流す。避けきれないパンチは、尾によって叩き落とす。驚いたことに、亀かめと接近戦で互角に渡り合っていた。


    「んがああああー！」


    「黒くろ亀がめ里り菜な──私の目を見なさい」


    「へっ？」


    　思わず言葉通りに、呪ジユ理リと目を合わせてしまう単細胞の亀かめ。直後、彼女はその場にコテンと引っくり返り、たちまちグーグーと眠りこけてしまった。


    「ここまで簡単に術がかかったの、初めてじゃないかしら」


    　拍子抜けしたように肩をすくめるキングコブラ使徒。どうも一種の催さい眠みん術らしかった。


    　幻げん将しようと称される呪理は、猪突猛進の黒亀さんにとって相性最悪の相手……それを見越したマッチアップだったのか。こいつら、なかなかやりやがる！


    （なんて感心してる場合じゃねえ！　戦いを止めねえと！　弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルはともかく、三さん姫きがリューガたちとバトるのはマズい！　せっかく生まれつつあった奇妙な友好関係が台無しになってしまう！）


    　何にせよ、まずは弑麻と災蒜を片付けるのが先決だと思う。あいつらがいる限り、対話もできたものじゃない。そう判断し、俺が動きかけた矢先。


    　エルミーラさんと戦っていたカブトムシ使徒が、不意に羽を広げて飛ひ翔しようした。


    「弑麻。撤退するぞ」


    「ああ？　撤退だあ!?」


    　その言葉を受けて、地上のチーター使徒が不服も露あらわに吠ほえる。


    「ふざけんな災蒜！　こいつをぶっ殺すまで帰れっかよ！」


    　犬歯を剥むき出して蒼あおヶが崎さきさんを睨にらみつける弑麻に、災蒜は上空を旋回しつつ続ける。


    「我らの役目は、すでに果たされた。長居は無用なり」


    「だったらテメェ一人で退ひけっての！　アタイはこの木刀女を始末してから……」


    「ならぬ。お主、キュウキ様のご命令に背そむくつもりか？」


    「ぐ……」


    　災蒜に諭され、やむなく弑麻が跳躍する。途端にその姿が闇に溶けたときには、上空のカブトムシ使徒も飛び去っていた。


    　思いがけず八はつ傑けつ二人が退却してくれたことに、俺はひとまず安あん堵どする。あとは龍りゆう牙がと三姫のバトルを止め、全員に一いつ旦たんクールダウンしてもらうのみ……そう考えていると。


    「エルミーラ！　奴やつらを追う必要はない！　それより龍牙に加勢するぞ！」


    「了解ですわ！　里菜さんが爆睡してますし！」


    　蒼ヶ崎さんとエルミーラさんが直ただちに身を返し、三姫に囲まれる龍牙の元へ向かった。俺も慌あわてて追いかけたが、一足先に団体戦が始まってしまう。ちょっと待てって！


    　蒼ヶ崎さんが勢いのままに、魅ミ怨オンへと斬きりかかる。


    「どういうつもりだ魅怨！　返答によっては許さんぞ！」


    「あんたに許してもらう必要はないわよ！　でもまあ、そろそろ決着をつけるのも悪くないかもねえ！」


    　エルミーラさんが片手を薙なぎ払い、忌キ綺キへと炎弾を飛ばす。


    「忌綺！　何な故ぜトウコツを庇かばいますの!?　シズマが知ったら嘆きますわよ！」


    「色々と事情があるでしゅ！　詳しくはノーコメントでしゅ！」


    　龍りゆう牙がが黄金のオーラを撒まき散らし、呪ジユ理リへと拳撃を叩き込む。


    「呪理！　君は蛇へび塚づか先生として、あんなに生徒たちと打ち解けていたじゃないか！」


    「あれはお仕事！　これもお仕事よ！」


    　……いよいよマズい。「メインキャラＶＳ三さん姫き」とは、ある種の仲間割れと言える。


    　この状況は九く分ぶ九く厘りん、キュウキが仕組んだものだ。奴やつは龍牙たちとトッコを戦わせ、双方の消しよう耗もうを狙ねらっているに違いない。そこに三姫まで加わっては、ますますあいつの思う壺つぼだ。


    （だから弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルをけしかける一方で、リューガを呼び出したのか……ウチの番号なら電話帳で調べられるだろうけど、どうやってリューガのメアドを知ったんだ？）


    　いや、今はそれはいい。このままでは負傷者が出てしまう。


    　俺はバトルに介入すべく、改めてトウテツを召しよう喚かんする。こいつなら多分、何とかしてくれるはず。何だかんだで、俺はその戦闘力を高く買っているのだ。


    「来いテッちゃん！　みんなを止めてくれ！」


    （了解しやした！　報酬はスイス銀行の口座に振り込んどいて下さい！）


    「報酬なんてねえよ！　そもそも【魔神】に口座が開設できるか！」


    （言ってみただけっス！　とにかく、トウテツ行きまぁぁぁーす！）


    　アムロのように叫び、影法師のごとき漆黒の【魔神】が俺から飛び出す。すでに戦闘バージョンとなっていた。


    「やめろ君たち！　喧けん嘩かはよすん──」


    　トウテツが割り入ろうとした刹せつ那な。


    　横合いから突撃してきた何者かが、ウチの【魔神】を殴り飛ばした。それはいつの間にやら目を覚ましていた、【玄げん武ぶ】の黒くろ亀がめさんだった。


    「痛ぇ！」


    「やい【魔神】！　汐しおちゃんを返せ……あれ？　テッちゃん？」


    「そうだよ！　俺だよ！　何故どついた！」


    「ちゃっはー、寝ボケて間違えちゃった」


    「ふざけんなアホ亀がめ！　テメェはコメディパートしかできねぇのか！」


    「お互い様だよお」


    　トウテツが涙目でヨロヨロと立ち上がり、ダメージを引きずったまま健けな気げにも龍牙たちの元へ向かおうとしたとき。


    「も、もうやんだああああー！」


    　トッコが金切り声を上げて、雪ゆき宮みやさんの中へ引っ込んでしまった。


    　皮肉にもその絶叫のお陰で、はたと龍りゆう牙がたちがバトルをやめる。


    　一同が刮かつ目もくする先で、やがて雪宮さんがその場に崩れ落ちた。トッコからスイッチしたのはいいが、気を失っているみたいだ。【魔神】の激情に当てられたのか。


    「し、汐しお莉り！」


    「トッコ様！」


    　メインキャラと三さん姫きが、同時に駆け寄ろうとする。が、それよりも早く。


    　雪宮さんの体がフワリと宙に浮き、後方の闇に吸い込まれていった。よく見ると彼女の全身には、無数の糸が絡みついていた。


    （蜘く蛛もの糸!?　あれはまさか……屡ル贄ニエか！）


    　一瞬でそう悟った俺は、すでに雪宮さんを追っていた。あのオニグモ執事には、訊ききたいことが山ほどある。できれば龍牙たちがいないところで。


    「い、一いち郎ろう!?」


    「雪宮さんは俺に任せろ！　あとで連絡を入れるから、リューガたちはそれぞれ家に帰っててくれ！　あと三姫も撤退！　テッちゃんは俺に戻ってこい！」


    　早口で指示を捲まくし立て、俺は暗がりの墓地を走る。


    　墓石から墓石へと跳び移り、木枝を蹴けって木枝へと渡り、アスレチックのように雪宮さんを追跡する。しかしながら。


    　俺は結局、彼女を奪還することはできなかった。


    　墓地の出口まで来たところで、雪宮さんの気配は忽こつ然ぜんと途絶えていたのだ。


    （クソっ、屡贄の奴やつ……せっかくこっちが、友人キャラとしての分をわきまえない身のこなしで追いかけたってのに……！）


    　でも、これで疑惑は確信に変わった。きっと屡贄は、キュウキ陣営と繋つながっている。


    （もしや屡贄の目的は、キュウキとトッコに同盟を組ませることなんじゃ？　あいつがトッコを裏切ったと考えるよりは、その方がよっぽど自然だ）


    　俺も一度は構想した、【魔神】を二対二に分けてパワーバランスを拮きつ抗こうさせよう案……あのオニグモ執事もまた、同じ構想をしたのでは？


    　ダメ元で屡贄に電話してみようと、ポケットから携帯を取り出した瞬間。


    　──ふと墓地に沿って右方に伸びる路地の先。二十メートルほど向こうの角に、誰かが身を隠したのが見えた。


    「！」


    　俺は咄とつ嗟さに携帯をしまい、すぐさまダッシュで駆けつける。


    　が、そこにはもう誰もいなかった。街灯に照らされた薄暗い道が続いているだけだった。


    （見間違いか？　今のって……）


    　闇に映える、白はく望ぼう義塾高校の真っ白な制服。左手にグローブを填はめた、モデルのごとき長身のイケメン高校生。


    　それは謎なぞの転入生・天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とだったように……俺には見えたのだ。
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    　それから間もなく。俺はひとまず自宅へ戻ることにした。


    　もうしばらく雪ゆき宮みやさんを捜索するつもりだったのだが、指示通り家へ帰っていた三さん姫きから着信があったのだ。「屡ル贄ニエからの手紙が、郵便受けに入っていた」と。


    『汐しお莉りお嬢様のことはご心配なく。この屡贄が責任を持って、屋敷へお戻し致します』


    　手紙を封筒に戻しながら、俺は茶の間にて腕を組む。


    　背後にはトウテツとコントンが上半身だけを顕けん現げんさせており、同じように腕組みポーズをしていた。テーブルの向こうでは三姫が並んで座り、お茶をズズズとすすっている。


    　時刻はもう午後十時。明日からまた月曜だというのに、散々な休日となってしまった。


    「屡贄め、てっきり拉ら致ちした雪宮さんをキュウキの元につれていくんだと思ってたが……屋敷へ戻すだと？」


    　その意図は何だ？　まさか彼は三姫と同じく、雪宮さんを助けただけなのか？


    　頭をガリガリと掻かく俺に、魅ミ怨オンが意見を述べてくる。


    「一つだけ言っておくけど、屡贄がトッコ様を裏切るコトはあり得ないわ。あいつのトッコ様への忠誠心は並大抵じゃないから」


    　シラサギ少女の言葉に、俺の背後にいる【魔神】たちがウンウンと頷うなずく。


    「そういや屡贄の野郎、俺様がいつ復活しても配下になったことはねえもんな」


    「俺もだ。これは重大な【魔神】差別だぜ」


    　愚ぐ痴ちるように言って、【魔神】たちも同時にお茶をズズズとすする。こういうときだけ足並みが揃そろっているのが、すこぶる嘆かわしい。


    　ちなみに龍りゆう牙がたちも各自、今夜のところは帰宅してくれた。


    　お茶を濁にごして「雪宮さんは、セバスチャンが保護してくれた。とりあえず屋敷につれて帰ってもらった」と電話で説明すると、「明日の朝、みんなで訪ねてみる」と言っていた。


    　屡贄が面会を許すかは分からないが、ひとまず様子を見ることにしよう。


    「ところで魅怨、呪ジユ理リ、忌キ綺キ。あのタイミングでよく墓地に現れたな。まさかお前たちも、誰かに呼び出されたのか？」


    　俺の問いに、魅怨が「違うわ」と首を横に振る。サイドテールが一緒に揺れた。


    「邪じや気きを感知したのよ。最初に気付いたのは忌綺だったけど」


    「キキのお鼻は優秀でしゅ」


    「この呪ジユ理リも、直後に気付きました。我が家から墓地までは、大して離れていませんから」


    　……もしかするとキュウキは、三さん姫きの登場まで見越していたのかもしれない。


    　墓地で弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルが戦闘を起こせば、それに気付いた三姫もやってきて、あわよくば三つ巴になる……奴やつはそこまで折り込み済みで、今夜の計画を立てていたのかも。


    　だったら何から何まで、キュウキの目もく論ろ見み通りに事が運ばれてしまったことになる。何て小こ賢ざかしい【ショタ魔神】だ。


    （いや待て。この計画の立案者は、屡ル贄ニエという可能性もある。そもそも雪ゆき宮みやさんが俺の家に来たのは、屡贄から全部ぶっちゃけられたせいなんだから）


    　全てを話せば、必ず雪宮さんはまず俺を頼る。相談しようと小こ林ばやし家へ向かう。


    　その帰り道に弑麻と災蒜を待ち伏せさせれば、今夜の展開を作り出すことは可能だ。屡贄による突然のカミングアウトには……そんな意図があったんじゃ？


    　そんな思考を巡らせつつ、俺は三姫の言葉に耳を傾け続ける。


    　彼女らの湯飲みはお揃そろいで、それぞれ「酉とり」「巳み」「戌いぬ」と漢字がデザインされていた。俺のもお揃いなのだが、何な故ぜか「申さる」だった。


    「様子を見に行ってみたら、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がたちがトッコ様を攻撃してるじゃない？　だからお守りしたの。最後に屡贄が出てきたのは想定外だったけど」


    「大丈夫でしゅ一いち郎ろう男爵。トッコ伯爵が守っている以上、屡贄も雪宮には手を上げられないでしゅ。そんなコトしたら、配下をクビになるでしゅ」


    「それはどうかしら。トッコ様のためになると思えば、たとえお怒りを買おうとも汚れ仕事をする……あいつはそういう奴よ」


    　最後に呪理が、忌いま々いましげにそう吐き捨てた。相変わらずオニグモ使徒のことになると、このキングコブラ使徒は辛しん辣らつだ。


    「その屡贄の離間工作に、まんまとハメられちまったかもな……まさかお前たちとリューガたちが、こんな形で対立することになるなんて」


    　とはいえ、あの現場に駆けつけてきた三姫を咎とがめることはできない。


    　こいつらは、トッコを守りたかったのだ。「龍牙たちと和解したい」というトッコの願いを忖そん度たくし、自分たちが汚れ仕事を引き受けたのだ。泣かせる話じゃないか。


    　そう感心していると。忌キ綺キが湯飲みをフーフーしながら、ケロリとした顔で言ってきた。


    「離間工作は通用しないでしゅ。誤解ならすぐに解けるでしゅ。きっと今夜のうちに」


    「へ？　ど、どういうことだ？」


    「屡贄には一つだけ、誤算があるでしゅ。今やキキたちは、四し神じんの一人と強力なパイプを持ってましゅ。シジュマの存在を通して」


    　オカッパ幼女が言わんとしていることを、ちょうど俺が把握した直後。


    　いきなり玄関で、ガチャリと鍵かぎが開く音がした。次いでドタドタと物凄すごい勢いで足音が迫ってきて、茶の間に深しん紅くのウェーブヘアーをしたパイプ本人が怒鳴り込んできた。


    「アナタたち！　さっきのアレはどういう了見ですの！」


    　現れるなり、猛然と俺たちに詰め寄ってくるエルミーラさん。【魔神】トウコツを庇かばったばかりか、龍りゆう牙がに牙きばを剥むいた三さん姫きに、当然ながら大いに憤慨していた。


    「今すぐ納得がいく説明をなさい！　それとも、やっぱりアナタたちは人類と敵対するつもりですの!?　所しよ詮せんは使徒ですの!?　いかんせん使徒ですの!?」


    「まあまあ、落ち着きなさいエルミーラ。お茶でもどう？」


    「ごまかしても無駄ですわよ魅ミ怨オン！」


    「確かまだ梨が余っていたわね。剥いてあげましょうか？」


    「そんなコトより説明なさい呪ジユ理リ！　梨はそのあと頂きますわ！」


    「エルミーラ、汗ビショでしゅ。おしぼりをどうぞでしゅ」


    「さっさとよこしなさい忌キ綺キ！　これ雑巾じゃなくて!?」


    　……その後。俺は仕方なく、エルミーラさんに全てを打ち明けた。


    　トッコが和解を望んでいること。


    　雪ゆき宮みやさんも、トッコに理解を示しつつあること。


    　トッコの力を消しよう耗もうさせ『折しやく伏ぶく』するため、龍牙に一戦交えてもらいたいこと。


    　執事のセバスチャンが、戮りく将しよう・屡ル贄ニエであること。


    　しかしその屡贄が、何やら不審な動きをしていること──


    　エルミーラさんだけにネタばらしをしていいものか迷ったが、三姫は最初からその予定だったようだ。シズマとの一件以降、こいつらは割と関係が良好だから。


    （まさか屡贄も、ここまで【朱す雀ざく】と三姫がなあなあになっているとは思うまい。だから三姫は、リューガたちと躊ちゆう躇ちよなく戦ったのか……エルミーラさんのフォローを当てにして）


    　敵を出し抜き返すとは、したたかな三姉妹だ。


    　確かにエルミーラさんを取り込んでおけば、龍牙らを上う手まくなだめてもらえるだろう。主人公サイドに協力者がいると、こちらもかなり動きやすくなる。


    　こうなったら今回の一件、エルミーラさんにも調整役に回ってもらうとしよう。


    　本当はメインキャラに頼むことじゃないんだが、人じん外がいだからセーフということで。


    「……とりあえず事情は分かりましたわ。要するに小こ林ばやし一いち郎ろうたちは、【魔神】トウコツが無害であることを証明するため、汐しお莉りさんに『折伏』してもらいたいのですわね？　そこで龍牙と一度戦わせ、その力を消耗させようと」


    　お茶をズズズとすすりながら、情報を整理するヴァンパイア。


    　その湯飲みには「未ひつじ」という漢字がデザインされていた。授業中によく寝ているから、羊にしてやった。以前より彼女専用の湯飲みとなっている。


    「その通りだ。だから今はまだ、このコトは内密にして欲しい。エルミーラさんというパイプ役の存在を、屡ル贄ニエに知られないためにも」


    「汐しお莉りさんの身は、本当に大丈夫ですのね？　それだけは保証して頂きますわよ」


    「雪ゆき宮みやさんにはトッコがついているし、遠からず異能力も元通りになると聞いている。三さん姫きにも交代で監視してもらうつもりだ」


    　やがてヴァンパイア少女は、渋々ながらも協力を受諾してくれた。


    　賄わい賂ろの梨を進呈しつつ、早速ながら今後の対応も協議しておく。ひとまずエルミーラさんには、「三姫の行動には何か理由があるはず。彼女たちのことは、ワタクシに任せて下さいな」と龍りゆう牙がたちを取りなしてもらうことにした。


    （これで当面、三姫のことは保留になるだろう。その間に、俺も色々と動かなければ……まずは屡贄に接触するか。それともキュウキか。いや──最初はアイツだな）


    　そう思ったタイミングで、家の電話が鳴った。


    　みんなを茶の間に残して、俺はキッチンに赴おもむき受話器を取る。相手が誰なのかは予想がついていた。ウチの両親は、こんな時間に電話してきたりはしない。


    　ならば候補者は、以前にも一度かけてきた【魔神】キュウキ。もしくは──


    　俺がまさに思い浮かべていた、アイツに違いない。


    『……小こ林ばやし。私の声が分かるか』


    　受話器を耳に当てるなり聞こえてきたのは、果たして聞き覚えのある無機的な声だった。


    「よおアギト。もう墓地から家に帰ったのかよ」


    　やっぱりお前か。天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗と。


    　別の物語の主人公だと思い込んでいた、超人的な身体能力を持つ、龍牙にご執心のイケメン転校生。だが今や、俺はその認識を改めている。


    「そういやアギトには、俺の携帯番号もメアドも教えてねえもんな。お前が知ってるのって──リューガのメアドだけだもんな」


    　もう察しがついている。龍牙に送られた『墓地で戦闘が行われている』という差出人不明のメールは、阿義斗によるものだろう。


    　つまり彼は、今夜の「弑シイ麻マと災サイ蒜ヒルによる襲撃」を知っていたわけだ。


    　しかもあのチーター型使徒は、阿義斗のバンド『アポストロ』のメンバー……先ほど辞書で調べてみたところ、それはイタリア語やポルトガル語で「使徒」を意味していた。


    「アギト。お前は結局、裏があってリューガに近付いたってコトか？　わざわざ転校までしてきて、ご苦労なこったぜ」


    　俺の言葉に、受話器の向こうで「フッ」と笑う声がした。


    『すでに気付いているなら話は早い。朝八時、今日と同じく駅前の広場で待っている。そろそろお前とも、腹を割って話すべきだろうからな──今後のことについて』


    　上等だこの野郎。


    　こっちの物語の登場人物だったからには。よその物語の主人公じゃなかったからには。


    　もう友人キャラとして、お前に売る媚こびはねえ。


    



    　　　　　　　　　　７


    



    　──セバスチャン、お誕生日おめでとう。これ、私からのプレゼントなの──


    　あれは何年前だったろうか。まだ幼い彼女がそう言って、私に贈り物をくれたのは。


    　それは色とりどりのビーズでできた、手作りの指輪だった。稚拙で安っぽい玩具に過ぎなかったが、それは今でも私の、右手の人差し指に填はめられている。


    　四し神じんの一柱、【白びやつ虎こ】。かつて何度も死闘を繰り広げた、忌いまわしき敵。


    　その継承者である彼女を始末することは、これまで何度も考えた。しかし、そのたびに私は思い止とどまってきた。


    　戮りく将しよう・屡ル贄ニエは、手向かう者しか殺さない。それが自分の矜きよう持じであり、一介の使徒だった頃から目をかけて頂いた【魔神】トウコツ様よりの禁令──そんな建前を理由にして。


    　分かっている。


    　私は雪ゆき宮みや汐しお莉りを殺さなかったのではない。殺せなかったのだ。


    　産うぶ声ごえすら知っている彼女を。幼稚園のお遊戯会で「かぐや姫」を演じた彼女を。小中学生のときに、友人ができなくて悩んでいた彼女を。高校生となって仲間たちと出会い、それを嬉うれしげに報告してきた彼女を……害することなどできなかったのだ。


    　きっと私は、間違えたのだろう。


    　雪宮家の執事などに、なるべきではなかったのだろう。


    　私は二君を持ってしまった。トウコツ様の腹心でありながら、宿敵たる雪宮汐莉に情を移してしまった。臣下どころか、将軍どころか、『奈な落らくの使徒』として失格と言えよう。


    　が、今さらそれを悔やんでも仕方がない。この上は、自分が最善だと思う方法でけじめをつけるまで。たとえ二君に見限られ、忌き避ひされようとも。


    　そして私は、そのための手段として──天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とという人間に目をつけた。


    　器としての素質を持った、従順で虚無なる少年に。


    　小こ林ばやし一いち郎ろうとは対極的な、傀儡くぐつのごとき少年に。


    



    　彼さえ犠ぎ牲せいになってくれれば。


    　きっと全てを解決できる。

  


  
    エピローグ


    



    



    「おいアギト。単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きくぞ。お前は──キュウキの器か？」


    　翌朝。駅前で阿あ義ぎ斗とと合流するなり、俺はその場で問い詰めた。


    　半なかば当てずっぽうだった。彼の正体は、『奈な落らくの八はつ傑けつ』である可能性もあった。


    　が、こいつのスター性を考慮すれば、単なる使徒の一幹部であるとは考えにくい。ここまで主人公・火ひ乃の森もり龍りゆう牙がとガッツリ絡んだ以上、もっと特殊な立ち位置にいる存在のはず……それが俺の見解だった。


    「そういうことだ。つまり私とお前は、同類といっていい。共に【魔神】を宿し、共に火乃森龍牙を愛する……謂いわば因いん縁ねんのライバルだ」


    　俺の追及にトボケることもなく、僅わずかに唇くちびるを歪ゆがませる阿義斗。こいつの笑顔を見たのは、思えば初めてだった。


    （やっぱりそうか。こいつがキュウキの器……）


    　心構えはしていたものの、落胆を抑えきれない自分がいる。


    　これで俺と阿義斗の関係は、完全にオジャンとなった。俺→阿義斗→龍牙→俺という三角関係から、最初の「俺」が消えることになった。


    「何だ小こ林ばやし、その失望した顔は。私のライバルに選ばれたのだ、光栄に思うがいい」


    「これが失望せずにいられるか。俺がどれだけお前に期待したと思ってる？　せっかくまともな友人キャラができると、胸をトキメかせてたのに……」


    「お前のそういう思考は、どうにもよく分からんな。まあいい、お前が主人公という立場を拒むならば、代わりに私が務めてやろう」


    「おい、調子コクんじゃねえぞ脇わき役」


    　厚かましくも「こちらの物語」での主人公に立候補した彼を、俺はギロリと睨ねめつけた。戯ざれ言ごとも大概にしろってんだ。


    　こっちのお話は、あくまで火乃森龍牙が主役なのだ。不祥事も起こしてないのに変更されてたまるものか。


    「いいかアギト。キュウキの器だった以上、お前はちょっとニヒルでスカした『敵キャラ』に過ぎねえ。最後にはキュウキもろとも、リューガに倒される運命だと思っとけ」


    「これまでと態度が一変したな。私と決着をつけるべきは、火乃森ではなくお前だろう」


    「何で友人キャラがしゃしゃり出なくちゃならないんだ！」


    　思わず声を荒らげてしまい、俺はすぐさま自じ重ちようする。


    　ここは駅前の広場なのだ。しかも朝のラッシュ時であり、今も大おお勢ぜいの通行人が行き交っている。あまりオラついていると、カツアゲしてると思われてしまう。


    「とにかくだ、お前はリューガに倒されたあとのコトを考えておけ。また転校するなり、キュウキに操あやつられていただけの被害者を装うなり、以降は陽気で愉快なクラスメートにキャラ変更するなり……」


    「くだらぬアドバイスはやめろ。この天てん涼りよう院いん阿あ義ぎ斗とが、他者に敗北することなどありえぬ」


    「いや。断言しといてやる。勝つのはリューガだ。お前にはもう──主人公補正はねえ」


    　しばし眼光をぶつけ合う俺と阿義斗。
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    　できればこんなコトはしたくなかった。何が悲しくて友人キャラが、黒幕の片割れと一いつ触しよく即そく発はつにならなきゃいけないのだ。


    「……悪いが小こ林ばやし、私との話はここまでだ。今日お前に話があるのは、器たる私ではない」


    　と、そこで阿義斗がクルリと踵きびすを返し、そのまま駅へと歩き出す。


    「場所を変える。ここでキュウキが姿を現すのは、お前にとっても都合が悪かろう？　続きは私の自宅でするとしよう」


    「お前の自宅？」


    「コーヒーくらいは出してやる。それとも……単身で敵の本拠に来るのは恐ろしいか？」


    「そのコーヒー、インスタントじゃねえだろうな」


    　確かにここにいては、誰かに目撃されてしまう恐れがある。


    　招いてくれるなら行ってやろう。こちとら不本意ながら、【魔神】の二体持ちなのだ。どんな危機的状況でも打開できる自信がある。


    　阿あ義ぎ斗とと共に電車に乗り、四つ目の駅で下車し、俺たちは会話もなく並んで歩く。そこは海に程近い、建設中のビルばかりが目につく新興住宅地だった。


    （まさかここにきて、アギトの自宅にご招待されるとは……以前の俺ならテンションが上がってたろうけど、今は溜ため息いきしか出ねえ）


    　しかも週の頭から、いきなり学校をサボってしまった。


    　今回は事情が事情だけに、呪ジユ理リが便宜を図ってくれるらしい。担任の峰みね岸ぎしに暗示をかけ、出席扱いにさせるとのこと。


    「……ここが私の住居だ」


    　そう言って阿義斗が入っていったのは、十五階建ての真新しいマンション。


    　門構えからして、明らかに上流層のために建てられた高級マンションだ。エントランスには豪華なソファーが点在し、噴水まである。まるでホテルのロビーみたいだった。


    「気を遣う必要はない。このマンションは私の所有物だ。一般入居者などいない」


    「へっ？」


    「全フロア、あるのは一部屋のみ。従ってかなり広い。私の住まいは最上階だ」


    　何だそのカスタム。じゃあ十五階建てだから、十五世帯しか住めないってこと？　仮に入居者を募集したとしても、こんなマンションを買う人はいないだろう。


    「お前が金持ちなのは、薄々分かってたけど……何を思ってそんなヘンテコな造りにしたんだよ。残りの十四フロア、どうするんだ？」


    「使徒たちが住んでいる」


    　…………え？


    「ごめん、何て？」


    「このマンションには現在、約百五十名の使徒が暮らしている。【魔神】キュウキに忠誠を誓う手て駒ごまたちが、家賃ゼロでな」


    「思いっきり入居者いるじゃねえか！　しかもワンサカと！」


    「私は『一般入居者はいない』と言ったのだ。報告によれば、お前も『奈な落らくの三さん姫き』を自宅に住まわせているのだろう？　彼女ら相手にセックス三ざん昧まいのお前より、よほど健全だ」


    「そんな薔ば薇ら色生活してねえよ！　下ネタは自じ重ちようしろ！　朝だぞ！」


    「ちなみに、一階から六階が兵卒クラス……そいつらは大部屋で共同生活だ。個人の部屋が欲しいなら、手柄を挙げて上階層へ上がるしかないということだ」


    　何てこった。このマンション、使徒のアジトだった。『メゾン奈落』だった。


    「さらに言うと、地下には防音完備のスタジオがある。我がアポストロが演奏を練習するための施設だ」


    「そのバンド、実在したのかよ……」


    「ベースは私。ギターは弑シイ麻マ。ドラムは災サイ蒜ヒルだ」


    「あの坊さんまでメンバーなのかよ……」


    「ちなみにボーカルだったカラス型の破ハ洲ス餽キは昨夜、墓地にて倒されてしまった。ハスキーボイスが売りだったのだが……葬ほうむったのは確か、【玄げん武ぶ】の黒くろ亀がめ里り菜なだ」


    「あの亀かめ、アポストロにまで迷惑かけてたのかよ……」


    　……それから俺はエレベーターで最上階まで行き、阿あ義ぎ斗と宅の一室へと通された。


    　そこは正面の壁がガラス張りとなった、教室の倍以上ある広大な応接室だった。


    　端的に表現すれば、大企業の社長室だろうか。正面窓の前にでかいデスクを構え、その手前には十人は座れそうなソファーとテーブルがある。四隅には観葉植物が置かれており、天井ではよく分からない巨大ファンがゆっくり回っていた。


    「では小こ林ばやし、ソファーにかけてくれ。キュウキを呼ぶとしよう」


    



    　──間もなく俺は、現れたキュウキと面談することになった。


    　が、その顛てん末まつを語るのは、しばらく待って頂きたい。


    　思い過ごしかもしれないけど……もう尺が足りないような気がする。

  


  
    あとがき


    



    　皆様、ご機嫌いかがでしょうか。伊だ達て康やすしです。


    　この度は『友人キャラは大変ですか？５』を手に取って頂きまして、まことにありがとうございます！


    　すでに本編は読んで頂けたでしょうか？　それとも、あとがきから読まれるタイプでしょうか？　ご覧になっている媒体は紙でしょうか？　それとも電子でしょうか？　そこはご自宅でしょうか？　オフィスや教室でしょうか？


    　貴方あなたのことが気になって仕方がない伊達康です。


    



    　早いもので当シリーズも、いつしか五巻目となりました。


    　悪（？）の親玉たる【魔神】も出揃そろい、小こ林ばやし一いち郎ろうの心労もいよいよ絶好調、物語も佳境に入ってきたような様相を見せかけております。


    　ですがこの作品は、あくまで小林一郎の悲劇がメイン。彼が迷走を続ける限り、きっとエンディングは訪れません。


    　どうぞ今後とも、気楽に気長にお付き合い頂ければ幸いです。小林一郎の受難が、少しでも長く続きますように……。


    　今回から新キャラとして、トッコと阿あ義ぎ斗とが本格的に登場することになりました。


    　モッサリした【魔神】に手を焼く一方、阿義斗に対しては「久々の友人ポジション」というご褒ほう美びを小林に与えました。すぐに取り下げましたが。


    　また、敵の将軍であるチーター使徒とカブトムシ使徒も登場しました。


    　群像劇でもないのにキャラがどんどん増加を続け、そろそろ「いい加減にしろ」「把握できるか」「ネタを光みつ彦ひこに頼り過ぎ」などお叱しかりの声が聞こえてきそうです。実際にそういった意見が来る前に、自発的に反省しようと思います。


    　特に光彦ファンである全国の女子高生の皆様には、この場を借りて深くお詫わびを申し上げます。……元げん太たも応援してあげてね。


    



    　さて。今回はあとがきのページに若じやつ干かんの余裕があるということで、たまには近況報告という名の雑談をしたいと思います。


    　興味のない方は、遠慮なく飛ばして下さいませ。伊達康のことなど、本人ですら大して興味がありませんので……。


    　今作の執筆中、どうにも運動不足の日々が続いているような気がして、ふと「ジョギングでもしてみようかな？」と思い立ちました。


    　でも長続きしないことは分かっていたので、とりあえず部屋で駆け足をすることから始めてみました。エア・ルームランナーというのでしょうか。


    　本来のジョギングとは使う筋肉もやや違うでしょうし、効果もさほど期待できないでしょうが、有酸素運動には変わりありません。


    　外には危険がいっぱいですし、何よりその場で駆け足するだけなので手軽です。やらないよりはマシだろうという発想でした。


    　しかし始めてから五秒ほどで、膝ひざを机にぶつけてしまいました。


    　あまりの痛さに「ぬうっ！」と悲鳴をあげました。


    「ぬうっ！」なんてラオウしか言わないと思っていたのに、まさか実生活で口にすることになるとは……海のリハクの目をもってしても読めなかったことでしょう。


    　そんなわけで、もうジョギングはやめました。家にも危険はいっぱいです。うぬらもどうぞお気をつけ下さい。


    



    　ジョギングを断念して、続いて「懸けん垂すいを日課にしよう」と思い立ちました。


    　これも部屋の中でできるからという発想でしたが、ぶら下がる場所がありません。とりあえず本棚に手をかけてみました。


    　三回ほどやったとき、棚が抜けました。本が雪崩なだれのごとくバサバサ落ちてきて、またダメージを負ってしまいました。


    　ここで「ぬうっ！」と言えていれば、合わせラオウ一本だったのですが……残念ながら何も言えませんでした。こんなことだから駄目なんだと思います。ネタのチャンスをみすみす逃した自分が、不甲斐なくてなりません。


    　そんなわけで、懸垂もやめました。自宅は外より危険だと学びました。


    



    　ならばせめて、「数年振りに自転車にでも乗ってみよう」と思い立ちました。


    　が、長らく乗っていなかったため、黒王号（ママチャリ）の鍵かぎが見付かりません。やむなく断念しました。


    　結局、今も運動不足のままです。もうおとなしくしていようと思います。また何かやろうとしても、きっと海のリハクによる四度目のトラップが待っているに違いありません。


    



    　……以上、近況報告です。


    　読んで頂いた皆様、貴重な時間を無駄にさせて申し訳ありません。自発的に反省しようと思います。


    　では最後に、いつものごとく謝辞を。


    



    　担当さんをはじめとする、ガガガ文庫編集部の皆様。これまでと同様、今回も本当にお世話になりました。


    　いつぞや所用で編集部へお邪魔したとき、神戸のクッキーを食べさせて頂きありがとうございました！　お心遣いに感謝しつつ、神戸に帰りました。


    



    　イラストを手がけて下さっている紅べに緒お様。いつもキャラクターを素敵に描いて下さり、とても感激しております。


    　よくツイッターなどでも宣伝をして頂き、非常に恐縮です。いつか是非お礼をと考えています。神戸のクッキーなどいかがでしょうか。


    　自分もツイッターを始めるべきかと常々思っているのですが、旧人類ですので二の足を踏んでしまいます。アカウントって区役所で取るんでしょうか……。


    



    　校正、デザイン、営業など、出版するため様々な形で携たずさわって頂いた皆様にも、改めてお礼を申し上げます。販売に携わって下さる書店等の方々にも、感謝の念が絶えません。


    　ラノベコーナーがあるお店に行くと、つい自分の著作を探してしまいます。ないとションボリしますが、たくさんあると「売れてないんじゃ……」とやっぱりションボリします。どのみちションボリするのですが、それでも足を運ばずにはいられません。


    　ある種の職業病だと思いますので、お気になさらないで下さいませ。


    



    　そして最後に、もちろん読者の皆様。今回もこうして当作を読んで頂き、まことにありがとうございました。


    　本当は皆様にこそ神戸のクッキーを贈らねばならないのですが、その手立ても経済力もありません。


    　この上は少しでも楽しんで頂ける作品をお届けするべく、さらに全身全霊で頑張りたいと思います。どうぞ今後とも『友人キャラは大変ですか？』を、宜しくお願い致します！


    　また「読売中高生新聞」でもスピンオフの『友人キャラは大変ですか？オフコース』が連載中ですので、興味を持たれた方は是非読んでみて下さい！


    



    　では、六巻で再びお会いできることを願って。


    　ありがとうございました！


    



    
      伊だ達て　康やすし

    


    



    



    　

  


  
    伊達　康


    Yasushi Date


    



    兵庫県出身。左肩、脱臼グセあり。左足、靭帯損傷経験あり。左視力、右より悪し。伊達康と戦うときは、左側が狙い目かと……。
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